


　授業中、「もっと細い筆を使って描きたいです」
「こんな色の絵の具を使いたいです」という声が上
がる。これは「もっと上手に絵を描きたい」という
子供たちの熱意の表れである。私は子供たちの求め
に応じて、即座に必要な画材を与える。そのために、
常に豊富な画材（絵筆、絵の具、クレヨン、ポスカ
など）を用意している。教室に物を十分に準備して
おくことは、教師の大切な仕事である。

福井県若狭町立三方小学校 森
もり

本
もと

和
かず

馬
ま

教室の
風景

←「酒井式」の本を
学級文庫として置い
ている。「お花のお
皿」で絵を描くこと
への関心が高まった
子供たちは、興味
津々な様子で本を手
に取り、ページをめ
くっていた。「読ん
でいるだけで絵が上
手になりそう！」
「先生、次はこれを
描きたいです」と話
していた。

絵の具や絵筆など、教室にたくさんの「物」を用
意する。必要な物を貸し出すことで、子供たちは
集中を切らすことなく描き続けることができる。

↑学級が始まって初めての酒井式の授業だった。
子供たちはどんどん絵に集中していった。しば
らくすると「もう少し細い筆を使いたいです」
「紫色を使いたいのですが、持っていないので
す」との声が上がり始めた。こんな時、私はす
ぐに必要な物を貸し出す。子供たちはその後も
集中を切らすことなく描き続けた。

↓→子供たちに貸し出すために、教
室にはたくさんの絵筆や絵の具、ク
レヨンや自由に使ってよい綿棒など
を用意している。

←酒井式「お花のお皿」を実
践した。３時間の授業で、１
人３～４枚の作品を仕上げる
ことができた。全作品を教室
背面に掲示すると、教室がパ
アッと明るくなった。

◆TOSS教材 お得情報！ 2022年7月15日〜 2022年8月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。

学力回復＆向上の指導スキル10か条

算数少人数教室
実践者必携ハンドブック

学芸みらい社

●トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いただ
いた方から抽選で５名様に、「算数少人数教室実践者必携ハン
ドブック」（板倉弘幸サイン入り）をプレゼントいたします‼

応募期間：
2022年7月15日（金）～8月14日（日）
応募フォーム：
https://forms.gle/VogfoqD88SZ61A3A8

全ての子供たちに学力の保障を！

サマーセミナー &
２学期教材キャンペーン

教育技術
研究所

キャンペーン期間：
2022年8月5日（金）～8月28日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

●夏休み中の教師力アップにおすすめの書籍のほか、２学期
からのお役立ち教材を特別価格・特典付きで販売します！

〈対象教材〉
・サマーセミナー販売教材
　（お宝教材も！）
・かけ算九九の助
・とびなわキング
・鉄棒くるりんベルト
・TOSS教育書籍　など
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2022. 8�

り
に
も
丸
が
大
き
い
と
、
塗
る
作
業
そ
の
も
の

に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。

※ 光村図書４年上P68より説明
のため引用

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
か
か
せ
る

と
、
全
員
ち
ょ
う
ど
よ
い
大
き
さ
の
丸
が
か
け

る
よ
う
に
な
る
。

教
科
書
の
題
名
の
右
側
に
丸
を
一
〇
個
、

「
鉛
筆
の
底
と
同
じ
大
き
さ
で
」

か
き
な
さ
い
。

要
す
る
に
、
丸
の
大
き
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

れ
ば
、
み
ん
な
ベ
ス
ト
サ
イ
ズ
の
丸
を
か
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

実
践
前

4丸
の
大
き
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。

実
践
後

5丸
の
大
き
さ
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
統
一
さ
れ
た
。

微差力
教師の

音
読
用
の
「
○
」
一〇
個
を
教
科
書
に

ベ
ス
ト
サ
イ
ズ
に
か
か
せ
る
指
示

丸
の
大
き
さ
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し

ポ
イ
ン
ト

3教
科
書
の
音
読
指
導
に
音
読
カ
ー
ド
を
使
う

代
わ
り
に
、
教
材
の
題
名
の
右
横
に
丸
を
一
〇

個
か
か
せ
る
。

一
回
音
読
し
た
ら
赤
鉛
筆
で
丸
の
中
を
一
個

塗
ら
せ
て
い
く
。
有
名
な
実
践
で
あ
る
。

教
科
書
の
題
名
の
右
側
に
丸
を
一
〇
個

か
き
な
さ
い
。

こ
う
指
示
し
て
か
か
せ
る
と
、
子
供
に
よ
っ

て
は
下
の
画
像
の
よ
う
に
、
や
た
ら
と
大
き
な

サ
イ
ズ
の
丸
を
か
い
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
子
に
よ
っ
て
丸
の
大
き
さ
が
バ

ラ
バ
ラ
と
な
る
。

あ
ま
り
美
し
い
と
は
言
え
な
い
上
に
、
あ
ま

※ 光村図書４年上P16より説明のため
引用

対
象
学
年
・
準
備
物

1全
学
年
対
象
・
２
Ｂ
の
鉛
筆

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2音
読
チ
ェ
ッ
ク
用
の
丸
を
、
ち
ょ
う
ど
よ
い

大
き
さ
で
教
科
書
に
か
か
せ
る
。



�

六
学
年
三
学
級
で
教
科
担
任
制
を
し
て
い

る
。Ａ

先
生

国
語
（
五
時
間
）

Ｂ
先
生

算
数
（
五
時
間
）

Ｃ
先
生

英
語
（
二
時
間
）
社
会
（
三
時
間
）

始
め
て
三
か
月
ほ
ど
だ
が
「
教
科
担
任
制
に

し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
学
年
団
共
通
の

感
想
だ
っ
た
。

一
日
一
時
間
は
他
学
級
の
子
供
た
ち
と
も
、

授
業
を
通
し
た
関
わ
り
が
も
て
る
。

こ
れ
は
生
徒
指
導
上
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ

と
実
感
し
て
い
る
。

さ
て
、
私
は
Ｃ
を
担
当
中
。
社
会
科
で
「
三

権
分
立
」
を
扱
っ
た
。

教
科
書
の
図
だ
と
複
雑
。
よ
り
シ
ン
プ
ル
な

も
の
を
探
し
て
い
た
と
き
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ワ
ー

ク
プ
レ
イ
ス
で
木
原
航
氏
の

発
信
を
目
に
し
た
。
日
本
文

教
出
版
の
資
料
で
あ
る
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

指
示

ノ
ー
ト
に
写
し
て
い
き
な
さ
い
。

こ
の
一
言
で
子
供
た
ち
は
順
を
追
っ
て
書
き

進
め
て
い
っ
た
。

一
人
一
台
端
末
を
使
え
ば
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
進
め
な
が
ら
、
順
を
追
っ
て
作
業
が
で
き

る
。自

分
の
ペ
ー
ス
で
書
き
写
す
こ
と
も
で
き

る
。分

か
ら
な
け
れ
ば
戻
っ
て
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

こ
う
い
っ
た
活
用
が
で
き
る
の
は
、
端
末
な

ら
で
は
の
強
み
だ
。

次
い
で
紹
介
す
る
の
は
、
書
写
の
指
導
で
の

板書術・
ノート術

超凄腕

長
野
県
松
本
市
立
明
善
小
学
校

高た
か

見み

澤さ
わ

信し
ん

介す
け

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

社
会
科
と
書
写
の
事
例

指
導
の
個
別
化
で「
写
す
」学
習
活
動
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2022. 8�

活
用
事
例
だ
。

サ
ー
ク
ル
で
書
写
の
指
導
法
に
つ
い
て
話
題

に
な
っ
た
。

あ
る
先
生
は
、
お
手
本
を
半
紙
に
重
ね
、
な

ぞ
り
書
き
を
さ
せ
る
と
話
し
た
。

白
抜
き
字
の
お
手
本
を
半
紙
に
直
接
印
刷

し
、
書
か
せ
る
と
い
う
先
生
も
い
た
。

従
来
の
よ
う
に
、
教
師
が
書
い
て
み
せ
る
。

ポ
イ
ン
ト
を
朱
墨
で
示
す
と
い
う
指
導
法
も
あ

る
だ
ろ
う
。

書
写
の
指
導
方
法
は
三
者
三
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
書
写
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
が
で

き
な
い
か
試
し
て
み
た
。

:
PVT

VCF�

に
は
、
書
写
の
お
手
本
動
画
が

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
、
教
科
書
に
出

て
い
る
文
字
の
手
本
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

ま
ず
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
全
員
で
視

聴
。そ

の
後
、(PPHMF�$MBTTSPPN

�

で
手
本
と

な
る
動
画
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
紹
介
。

そ
し
て
説
明
を
す
る
。

「
自
分
で
も
見
た
い
人
は
、
見
た
い
時
に

見
て
か
ま
い
ま
せ
ん
」

最
初
は
ほ
と
ん
ど
の
子
が
画
面
を
見
て
書
い

て
い
た
。
徐
々
に
減
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
画

面
を
見
て
書
く
子
は
二
名
だ
っ
た
。

二
人
に
聞
い
て
み
る
と
「
動
い
て
い
る
か
ら

分
か
り
や
す
い
」「
解
説
が
あ
る
か
ら
分
か
り

や
す
い
」
と
話
し
て
い
た
。

一
人
は
書
字
に
困
難
が
あ
る
子
、
も
う
一
人

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
書
写
が
得
意
な
子
で
あ

る
。

使
い
た
い
子
が
使
え
ば
よ
い
。
こ
れ
は
、
個

別
最
適
な
学
び
の
「
指
導
の
個
別
化
」
に
も
な

っ
て
い
た
。

ち
な
み
に
勤
務
校
で
は
イ
ヤ
ホ
ン
も
一
人
一

つ
あ
る
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
る
も
の

だ
。
各
自
が
音
声
の
あ
る
動
画
教
材
な
ど
で
音

を
出
し
て
も
、
一
切
気
に
な
ら
な
い
か
ら
お
す

す
め
だ
。

五
月
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
長
野
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ル
会
場
に
、
信
州
大
学
の
佐
藤
和
紀

氏
を
お
招
き
し
た
。

佐
藤
氏
の
話
の
中
で

や
が
て
な
く
せ
る
教
授
活
動

と
い
う
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

端
末
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
な
く
せ
る
教
授

活
動
が
あ
る
。
そ
の
分
、
子
供
た
ち
の
活
動
量

が
増
え
る
。

今
回
は
「
写
す
」
と
い
う
活
動
に
フ
ォ
ー
カ

ス
が
当
た
っ
た
実
践
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も

活
用
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。



大成功の
絵画工作
授業

�

■創造のプロセス（原形→基本形→発展形）

教
材「
紙
コッ
プ
・
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
で

遊
ぼ
う
」

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

つ
く
っ
て
遊
ん
で
飾
る
こ
と
が
で
き
る
教

材
、「
紙
コ
ッ
プ
・
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
」
の
材

料
・
用
具
、
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
を
次
に
示
し
た
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
紙
コ
ッ
プ

◯
色
画
用
紙
（
大
き
さ
は
、
八

つ
切
り
の
四
分
の
一
程
度
の
も
の
＆
一
六
分
の

一
程
度
の
も
の
）
◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１

小
さ
い
紙
で
試
作
す
る（
た
め
し
づ
く
り
）

①
小
さ
い
紙
を
準
備
す
る
（
Ａ
４
判
用
紙
の

四
分
の
一
程
度
の
大
き
さ
）。
②
一
枚
目
…
ち

ぎ
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く
る
。
二
枚

目
、
三
枚
目
、
四
枚
目
…
複
数
、
ち
ぎ
っ
て
つ

く
る
。
③
そ
れ
ら
の
中
か
ら
一
番
気
に
入
っ
た

形
を
選
ぶ
。

２

色
画
用
紙
で
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く
る

バ
ラ
ン
ス
遊
び
・
的
当
て
遊
び

で
大
活
躍
！
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2022. 8�

小
さ
い
紙
で
つ
く
っ
た
形
に
基
づ
い
て
、
色

画
用
紙
（
八
つ
切
り
の
四
分
の
一
程
度
）
で
顔

の
土
台
と
な
る
形
を
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
。

３

条
件
を
確
認
す
る

目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。
そ

の
他
の
部
品
は
自
由
（
鼻
、
耳
、
髪
の
毛
、
飾

り
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
の
前
に
あ
る
形
を
見

て
必
要
な
部
品
を
つ
く
る
）。

４

部
品
を
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る

目
の
前
に
あ
る
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
見

て
、
つ
く
ろ
う
と
す
る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ

と
き
に
は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い

と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
（
思
い
切
っ
て
）、

目
の
よ
う
な
形
を
つ
く
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る

形
の
上
に
置
く
。

５

さ
ら
に
部
品
を
つ
く
る

目
の
前
の
状
況
を
見
て
（
形
や
色
な
ど
）、

さ
ら
に
必
要
な
部
品
を
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
（
口

な
ど
）。

６

の
り
付
け
す
る
…
全
体
の
部
品
の
配
置
を

決
め
た
後
で
行
う
。

７

顔
の
裏
側
に
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
用
の
紙
を

取
り
付
け
る
（
八
つ
切
り
の
一
六
分
の
一
程

度
）

紙
コ
ッ
プ
の
間
に
挟
む
と
積
み
重
ね
や
す
い
。

…
全
体
の
部
品
の
配
置
を

ΉͱڬΛࢴˎ
ੵΈॏͶ΍
͍͢

˙త౰ͯ༡ͼ
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デジタル連動
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

学校の危機管理を再考せよ
��ɹ͔ͩࠓらඞཁͳʮྩ࿨ͷ学ߍͷ؅ػةཧʯͱ͸� ༤ߦࢁ޲

ʪฏ͔࣌Β४උ͢ΔʮֶߍΛऻ͏ػةʯରࡦʫç
��ɹ؅ػةཧʹͭいͯͷʮ೥ؒࢦಋܭըʯ� ׮ঘݪ٢
��ɹ؅ػةཧҕһձͷ೚຿̏ຊப� ௕୩઒ത೭
��ɹʮ૝ఆ֎ʯ͕͜ىΔ͜ͱΛલఏʹ҆શ؅ཧΛਐΊΔ� খౢ༔ل

ʪϙετίϩφͷʮײછ঱ରࡦʯΛ҆ఆͯ͠ػೳͤ͞Δʫç
��ɹࣄલɾൃੜ࣌ɾޙࣄͷ؅ػةཧΛ໌֬ʹ͢Δ� ాதҰ࿕
��ɹײછ঱ʮ୲೚ߦಈϚχϡΞϧʯ͸͜Εͩ ࠸๎ాݪ
��ɹࢁ޲༸ҰࢯͷʮΞλϚδϥϛʯରԠ͸ผͷࣄٸۓଶʹ΋Ԡ༻Ͱ͖Δ � ྛɹ݈޿
��ɹ໨తΛແཧͳ͘ୡ੒ͤ͞Δࣜࢁ޲ΞϯέʔτγεςϜ ઒ݪխथ

ʪ͜Ε͔Βͷ࣌୅ʹඞཁͳʮ؅ػةཧʯڭҭʫç
��ɹ೔ຊݑࠃ๏ʹࣔ͞ΕͯいΔ҆શอোͷݪཧ� ෢ా࣏ߊ
��ɹୈ̍ճ͸֎ͤͳいʂɹັྗͩら͚ͷʮ5044؅ػةཧηϛφʔʯ� খদ࿨ॏ

�� ΦϐχΦϯ　ࠓɺڭҭքͰ͍ͯͬ͜ىΔ͜ͱ
ɹɹ 5044ඇಉܕظ教һ研मγεςϜͷ্ཱͪ͛ᾈ ୩ɹ࿨थ

�ɹ教ࢣͷඍࠩྗ ଜ໺ɹ૱

�ɹ͕ڙࢠมΘΔʂɹत͕ۀมΘΔʂɹ௒ੌ࿹ɹ൘ॻ術ɾϊʔτ術 ᖒ৴հݟߴ

�ɹେ੒ޭͷֆը࡞޻तۀ ণ඙౻ࠤ

� "�ҭ2ڭ　༸Ұʹฉ͘ࢁ޲
ୈ36ճ Ⲵɹࢁ޲༸Ұ
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ᶃຊࢽͷ಺༰ͷશ෦·ͨ͸Ұ෦ΛແஅͰΠϯλʔωοτ౳Ͱస͢ࡌΔ͜ͱΛ͡ې·͢ɻᶄࢁ޲ஶ࡞Λ͸͡Ίͱ͢Δ5044ؔ࿈࿦จΛ௥ࢼɺͦͷଞͷ໊໨
ͰΠϯλʔωοτ্Ͱެ։͢Δ͜ͱ΋͡ې·͢ɻᶅतۀ·ͨ͸ڀݚ౳Ͱඞཁͳ৔߹͸ɺ5044ސߴ࠷໰ࢁ޲༸Ұ·Ͱ͝࿈བྷԼ͍͞ɻᶆஶݖ࡞๏Λແ͠ࢹ
ଓ͚ͨ৔߹ʹ͸ɺ๏తાஔΛऔΒ͍͖ͤͯͨͩ·͢ɻ

注
意

�� ˗ 5044αʔΫϧͰ学Μͩ͜ͷतۀɾ͜ͷ学ܦڃӦɹಊલوඒࢠ
�� ༸Ұʗ୩ɹ࿨थࢁ޲ɹهɾ୩೔ࢁ޲�˗
�� ࠂʗ࣍߸༧هޙͷσδλϧɾτʔΫϥΠϯʗฤू݄ࠓ�˗

向山型に挑戦！　
国語・算数の難問良問

�� ௕୩઒ത೭

クラス全員が熱中するこの教材！
授業が激変！　TOSS指導法最前線

�� རా༐थ
��　Լ઒྇࢘
��　ಙӬɹ߶
��　ଜ੉ɹา

特別支援教育　
専門家の視点&全国で大人気　
“特別支援教育の指導システム”

�� ඌӹ஌ٶ
�� খౢ༔ل
�� ɹྑฏݪ
�� ෱ాܙඒࢠ

働き方改革！　
教師が「やりがい」と向き合うために

��　ҏ౻୓໵
࿨඙ݪ܂　��
��　ࣰ࡚ӫଠ
ࢠঘݪ܀　��
�� Ⲵ�தҪɹޫ

授業技量向上の法則

׮ঘݪ٢　��
�� ௕୩઒ത೭
�� ୩ɹ࿨थ
�� Ҫ্޷จ
��　٢ӬॱҰ
��　খౢ༔ل

道標：教師としての高みを目指して

�� ༤ߦࢁ޲
�� ੢ࡕɹঢ
তٱ໺ߴ　��

特
別
連
載

人気女性ライター　
トークラインだけの裏話

�� ࢠ୅تඌࢣ
�� ඒ࡚ᚸٷ
ࢠلਅాࣉ　��

社会貢献活動への
取り組み

ࢠًٱ୺ߔ　��

４・８・１月号特別企画！
あの高段者の国語・算数授業

�� 社ձ ʮਫۀ࢈ʯͷ学श໰୊Λ࡞ΔतۀͷਐΊํ ຊᖒɹߤ

�� 社ձ ʮਫۀ࢈ʯʹؔΘΔλϒϨοτ୺຤Λ༻いͨतۀఏҊ ຊᖒɹߤ

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

�� ಓಙ 5044ಓಙͷཧ೦͔らಋ͖ग़͢
ʮܕࢁ޲ʯಓಙࢦಋ๏ ງా࿨ल

�� ӳޠ 6OJU��4VNNFS�7BDBUJPOT�JO�UIF�
8PSME ໦ଜཧࢠ

��
ΦϯϥΠ
ϯ

ຊతͳ֬ೝج΁ͷ໨ઢͱڙࢠ
ɹ৉ᤈڐ

�� ಡղ ඇಉܕظίϯςϯπͰ͏ߦಈըಡղͷतۀ
Ԙ୩௚େ

新学習指導要領対応　道徳・英語・
オンラインの授業実践

�� ਺学 ʮྗ͕෇いͨʯͱײ࣮͕ڙࢠ ࢬ੒խߐ

�� ཧՊ ϞσϧͰ学Ϳʮ৺ଁͷͭ͘Γʯ
ؒɹӳ๏

中学校でのTOSS実践

�� ޠࠃ
ָ͠い׆ಈΛ૊み߹Θͤͯ
̍೥ੜͷޠኮΛ૿΍͢ ख௩ඒ࿨

�� ޠࠃ
ʮ࣭໰ͷܕʯͱʮ࣭໰ͨ͠い͜ͱʯΛ
૊み߹ΘͤΔ Ҫ࠭ށ৫

�� ਺ࢉ
਺Ͱʮ学ͼํʯΛࢉܕࢁ޲
学͹ͤΔ খౢ༔ل

�� ޠࠃ
ʮ΅͘͸઒ʯͷޠΓͷҙਤΛ
໌ら͔ʹ͢Δ ௕୩઒ത೭

�� ޠࠃ
ʮ͔らͨͪͷՖʯʢ๺ݪനळʣΛ
̍࣌ؒͰत͢ۀΔ ਖ਼࿨ݪ௴

�� ޠࠃ Նٳみ໌͚͙͢ͷतۀʹ͓͢͢Ί
୩ɹ࿨थ

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年
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明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

さわやかな青空！
危機管理はしっかりと‼
さわやかな青空！
危機管理はしっかりと‼

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術

中学校の授業実践
数学 「『力が付いた』と子供が実感」
理科 「モデルで学ぶ『心臓のつくり』」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

カラーで登場！
発想を引き出す工作指導
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学1年　国語　「楽しい活動を組み合わせて1年生の語彙を増やす」手塚美和
小学2年　国語　「『質問の型』と『質問したいこと』を組み合わせる」井戸砂織
小学3年　算数　「向山型算数で『学び方』を学ばせる」　　　　　  小嶋悠紀
小学4年　国語　「『ぼくは川』の語りの意図を明らかにする」　　  長谷川博之
小学5年　国語　「『からたちの花』（北原白秋）を1時間で授業する」椿原正和
小学6年　国語　「夏休み明けすぐの授業におすすめ」　　　　　 谷和樹

小学1年　国語　「楽しい活動を組み合わせて1年生の語彙を増やす」手塚美和
小学2年　国語　「『質問の型』と『質問したいこと』を組み合わせる」井戸砂織
小学3年　算数　「向山型算数で『学び方』を学ばせる」　　　　　  小嶋悠紀
小学4年　国語　「『ぼくは川』の語りの意図を明らかにする」　　  長谷川博之
小学5年　国語　「『からたちの花』（北原白秋）を1時間で授業する」椿原正和
小学6年　国語　「夏休み明けすぐの授業におすすめ」　　　　　 谷和樹
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谷
㆟ㆫ

和
かず

樹
ㆌ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
非
同
期
型
教
員
研
修
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ（
２
）

「
非
同
期
型
研
修
」
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
と
い
う
。

「Learning
M
anagem

entSystem

」
で
あ
る
。
ま
ず
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
が
必
要
だ
。

三
〇
年
く
ら
い
前
か
ら
登
場
し
て
き
た
。
こ
の
数
年
で
そ
れ
ら
の
機
能
も
シ
ェ
ア
も
、
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。

努
力
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

二

非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
の
種
類

上
の
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

（https://philonedtech.com
/state-of-

higher-ed-lm
s-m

arket-for-us-and-
canada-m

id-year-2021-edition/

）

タ
イ
ト
ル
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
の
は
、

「Learning
M

anagem
ent

System

」
で

あ
る
。

縦
軸
が
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
種
類
で
あ
り
、
横
軸
が

年
代
で
あ
る
。
縦
軸
の
各
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
帯
の
太

さ
が
、
そ
の
年
代
で
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
」
を
表
し
て
い
る
。

ひ
と
目
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
真
ん
中
あ

た
り
に
あ
る
「Blackboard

」
は
「W

ebCT

」

等
と
並
ん
で
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇

一

非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
は
新
し
く

な
い

「
非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
の
は
、

新
し
い
概
念
で
は
な
い
。

遅
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。
先
進
的
な
大
学
等
で
は
、
そ
う
し
た

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
稼
働
さ
せ
て
い
る

例
も
あ
る
。
例
え
ば
私
が
勤
務
し
て
い
る
玉

川
大
学
で
あ
る
。

玉
川
大
学
に
は
、
私
が
着
任
し
た
一
五
年

前
に
は
、
す
で
に
「Blackboard

」
と
い
う

非
同
期
の
研
修
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。

私
の
講
義
で
も
活
用
し
て
き
た
。

い
く
つ
か
の
高
等
教
育
機
関
で
は
、
対
面

の
授
業
に
加
え
て
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
受
講
生
た
ち
の
学
び
の
質
を
高
め
る

オピニオン

今ڭҭքͰ͍ͯͬ͜ىΔ ͱ͜
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W
orkplace

で
募
集
し
、
動
き
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

①
「
発
達
障
害
の
子
供
を
含
め
た
一
斉

指
導
の
原
則
」

②

子
供
が
熱
中
す
る
向
山
型
と
は
、

ど
の
よ
う
な
指
導
法
か

③

小
学
校
社
会
科
指
導
法

他

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ア
イ
デ
ア
段
階
の
「
予

定
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
多

く
の
各
教
科
・
各
領
域
に
わ
た
っ
た
指
導
法

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
瞬
く
間
に
進
化
し

て
い
く
の
だ
。

参
考
ま
で
に
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
間
の
移
動
」
の

デ
ー
タ
も
上
に
載
せ
て
お
い
た
（
前
掲
Ｕ
Ｒ

Ｌ
と
同
じ
）。「Blackboard

」
や
「M

oodle

」

か
ら
「Canvas

」
へ
と
、
た
っ
た
三
年
間

で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
一
番
使

い
や
す
い
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
は
お
そ
ら
く

「Google
W

orkspacefor
Education

」
だ

ろ
う
。

本
誌
二
〇
二
一
年
九
月
号
の
本
欄
で
も

「Google
Classroom

」
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「Google
W

orkspacefor
Education

」
に

つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
る
。

三
「C

anvas

」
を
活
用
し
た
非
同
期

型
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築

さ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
教
員
向
け
の
非

同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
当
面

「Canvas

」
を
採
用
す
る
。

そ
の
た
め
の
チ
ー
ム
をT

O
SS-SN

S

年
代
に
か
け
て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
取
り
続
け

て
き
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
老
舗
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
は
図
の
上

の
方
に
あ
る
「M

oodle

」
が
、
そ
し
て
二

〇
一
五
年
頃
か
ら
は
一
番
上
の
「Canvas

」

が
急
速
に
台
頭
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

現
在
で
は
「Canvas

」
が
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
で
あ
る
。「Blackboard

」
も
残
っ
て
い

る
が
、
私
の
実
感
で
は
「Canvas

」
の
方

が
か
な
り
使
い
や
す
い
。
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
で
も
操
作
性
で
も
優

教育ίミϡχςΟ 8&#����೥�݄ ߸Ͱ͸ɺʮඇಉظ
Ε͞ࡌܝのΠンλϏϡー͕ࢯमʯʹ͍ͭͯの୩ݚܕ
͍ͯるɻ（IUUQ���LD�UJPUPTT�KQ）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

Q 忘
れ
物
を
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を

教
え
る
こ
と
が
教
育

児
童
の
実
態
に
応
じ
て
指
導
の
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。

が
で
き
ま
す
。
私
は
そ
の
紙
を
回
収
す
る
だ
け

で
す
。
で
き
て
い
た
ら
、

「
だ
ん
だ
ん
、
こ
れ
、
な
く
て
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
す
ご
い
よ
ね
」

と
言
っ
て
行
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
慣
れ

た
ら
、半
分
に
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。ラ
ミ
ネ
ー

ト
シ
ー
ト
な
の
で
、
は
さ
み
で
切
っ
て
、

「
今
度
こ
の
部
分
な
く
し
た
か
ら
」

と
い
う
よ
う
に
し
て
い
く
の
で
す
。

中
・
高
学
年
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

中
学
年
と
か
高
学
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、
普

通
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
高
学
年
な
ら
、

「
ね
え
、
ね
え
、
片
付
け
て
か
ら
遊
び
に
行
き

な
よ
」

程
度
の
注
意
を
し
ま
す
。

中
学
年
く
ら
い
だ
と
、
高
学
年
に
向
け
た
対

応
を
し
ま
す
。
一
緒
に
片
付
け
て
あ
げ
て
、

「
こ
れ
を
片
付
け
て
か
ら
、
遊
び
に
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」

と
い
う
よ
う
に
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
教
員
が
陥
り
が
ち
な
罠
は
、
指
導
事

項
を
増
や
し
過
ぎ
て
し
ま
い
、
結
果
、
注
意
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
を
自
分
で
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
良
く
な
い
で
す
。

指
導
の
軽
重
を
実
態
に
応
じ
て
付
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

を
片
付
け
た
く
な
い
」
と
か
、「
な
ん
か
気
分

が
乗
ら
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
一
回
遊
び
に

行
っ
て
リ
セ
ッ
ト
し
て
か
ら
戻
っ
て
来
て
片
付

け
る
」
み
た
い
な
子
も
い
る
の
で
、
基
本
的
に

何
も
し
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
学
級
で
の
方

針
で
す
。
し
か
し
、
低
学
年
で
あ
れ
ば
、
先
生

が
一
緒
に
片
付
け
て
あ
げ
て
、「
学
校
生
活
で

は
こ
う
い
う
風
に
し
て
い
く
ん
で
す
」
と
い
う

よ
う
な
ル
ー
ル
を
体
感
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

低
学
年
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

例
え
ば
、
視
覚
刺
激
を
使
っ
て
、
手
順
を
示

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
写
真

付
き
の
一
枚
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
シ
ー
ト
を
机
に
張

り
、
朝
、
来
た
ら
手
順
通
り
に
片
付
け
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
放
課
後
に
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
シ
ー
ト
を
、
机
の
上
に
ポ
ン
と
の
せ
て
お

い
て
あ
げ
る
の
で
す
。
次
の
日
の
朝
、
私
が
い

な
く
て
も
、
来
た
ら
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
準
備

学
校
に
来
て
、
授
業
の
準
備
が
決
め
ら

れ
た
時
間
ま
で
に
で
き
な
い
子
へ
の
対
応
。

朝
、
登
校
し
た
後
に
「
あ
ー
、
疲
れ
た
」

と
言
っ
て
準
備
せ
ず
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置

き
っ
ぱ
な
し
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

＆

授業技量向上の法則

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立

通
明
小
学
校

基
本
的
に
は
何
も
し
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ミ
ン
グ

が
違
う
か
ら
で
す
。

例
え
ば
「
学
校
に
来
て
、
こ
れ
を
こ
う
や
り

取
り
を
し
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル

A
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できない子への対応
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回答：向
㇀㆓ㆄ

山
㇄ま

洋
㇈ㆄ

一
ㆂㆡ

質問：師
も㇍

尾
ㆈ

喜
ㆌ

代
㇈

子
㆓

ʢ5044ސߴ࠷໰ʣ

ʢ5044தԝࣄ຿ہʣ

サークル活動に
求めること

ୈ36ճ

分
か
二
〇
年
分
く
ら
い
、
倉
庫
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
入
っ
て
探
し
出
し
て
勉
強
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
人
と
集
ま
っ
て
勉
強
す
る
場
が

必
要
で
す
。

私
の
場
合
は
、
学
年
会
の
場
で
、
研
究
に
つ

い
て
、
必
ず
二
〇
〜
三
〇
分
時
間
を
と
っ
て
も

ら
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

学
校
全
体
の
研
究
推
進
委
員
会
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
の
中
で
、
学
年
主

任
の
先
生
と
、
当
時
私
の
学
年
は
四
学
級
だ
っ

た
の
で
、
四
人
の
先
生
で
、
月
に
一
遍
か
二
遍

ぐ
ら
い
は
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
た
話
合
い
の
場

と
い
う
の
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
時
は
、
近
い
地
域
の
若
手
の
友

達
と
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
毎
週
勉
強
会
を
開

い
て
い
ま
し
た
。
公
共
の
施
設
を
借
り
て
、
学

芸
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
の
石
黒
や
井
内
を
は

じ
め
、
近
所
の
若
手
の
新
卒
教
師
た
ち
七
、
八

人
と
、一
時
間
か
二
時
間
、時
間
を
決
め
て
行
っ

て
い
ま
し
た
。
指
導
案
や
学
級
通
信
、
学
校
で

の
研
究
の
文
章
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
の
勉
強
会

で
す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

身
近
な
七
、
八
人
程
度
の
寄
り
合
い
み
た
い

な
も
の
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
教

師
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
そ
れ
が
自
分
の

力
を
付
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感

じ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
入
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
向
山
先
生
が
考
え
る

サ
ー
ク
ル
活
動
の
意
義
は
何
で
す
か
。

向
山
先
生
の
も
と
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
た

り
、
自
分
が
サ
ー
ク
ル
を
運
営
し
た
り
す
る
こ

と
で
様
々
な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
向
山
先

生
が
サ
ー
ク
ル
活
動
に
求
め
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

教
師
に
は
人
と
集
ま
っ
て
勉
強
す
る
場
が
必

要
。
サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
り
、
力
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

教
師
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
勉
強
の
形
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
個
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
必
要

で
す
。

私
の
場
合
は
社
会
科
の
担
当
で
し
た
か
ら
、

勤
務
校
で
の
過
去
の
公
開
発
表
、
あ
る
い
は
社

会
科
の
指
導
か
ら
学
び
ま
し
た
。
過
去
一
〇
年

向 山 洋 一 に 聞 く Q&A教育
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和
かず

樹
ㆌ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
非
同
期
型
教
員
研
修
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ（
２
）

「
非
同
期
型
研
修
」
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
と
い
う
。

「Learning
M
anagem

entSystem

」
で
あ
る
。
ま
ず
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
が
必
要
だ
。

三
〇
年
く
ら
い
前
か
ら
登
場
し
て
き
た
。
こ
の
数
年
で
そ
れ
ら
の
機
能
も
シ
ェ
ア
も
、
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。

努
力
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

二

非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
の
種
類

上
の
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

（https://philonedtech.com
/state-of-

higher-ed-lm
s-m

arket-for-us-and-
canada-m

id-year-2021-edition/

）

タ
イ
ト
ル
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
の
は
、

「Learning
M

anagem
ent

System

」
で

あ
る
。

縦
軸
が
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
種
類
で
あ
り
、
横
軸
が

年
代
で
あ
る
。
縦
軸
の
各
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
帯
の
太

さ
が
、
そ
の
年
代
で
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
」
を
表
し
て
い
る
。

ひ
と
目
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
真
ん
中
あ

た
り
に
あ
る
「Blackboard

」
は
「W

ebCT

」

等
と
並
ん
で
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇

一

非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
は
新
し
く

な
い

「
非
同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
の
は
、

新
し
い
概
念
で
は
な
い
。

遅
く
と
も
一
九
九
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。
先
進
的
な
大
学
等
で
は
、
そ
う
し
た

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
稼
働
さ
せ
て
い
る

例
も
あ
る
。
例
え
ば
私
が
勤
務
し
て
い
る
玉

川
大
学
で
あ
る
。

玉
川
大
学
に
は
、
私
が
着
任
し
た
一
五
年

前
に
は
、
す
で
に
「Blackboard

」
と
い
う

非
同
期
の
研
修
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。

私
の
講
義
で
も
活
用
し
て
き
た
。

い
く
つ
か
の
高
等
教
育
機
関
で
は
、
対
面

の
授
業
に
加
え
て
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
、
受
講
生
た
ち
の
学
び
の
質
を
高
め
る

オピニオン

今教育界で起こっていること
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W
orkplace

で
募
集
し
、
動
き
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

①
「
発
達
障
害
の
子
供
を
含
め
た
一
斉

指
導
の
原
則
」

②

子
供
が
熱
中
す
る
向
山
型
と
は
、

ど
の
よ
う
な
指
導
法
か

③

小
学
校
社
会
科
指
導
法

他

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ア
イ
デ
ア
段
階
の
「
予

定
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
多

く
の
各
教
科
・
各
領
域
に
わ
た
っ
た
指
導
法

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
瞬
く
間
に
進
化
し

て
い
く
の
だ
。

参
考
ま
で
に
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
間
の
移
動
」
の

デ
ー
タ
も
上
に
載
せ
て
お
い
た
（
前
掲
Ｕ
Ｒ

Ｌ
と
同
じ
）。「Blackboard

」
や
「M

oodle

」

か
ら
「Canvas

」
へ
と
、
た
っ
た
三
年
間

で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
一
番
使

い
や
す
い
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
」
は
お
そ
ら
く

「Google
W

orkspacefor
Education

」
だ

ろ
う
。

本
誌
二
〇
二
一
年
九
月
号
の
本
欄
で
も

「Google
Classroom

」
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「Google
W

orkspacefor
Education

」
に

つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ
る
。

三
「C

anvas
」
を
活
用
し
た
非
同
期

型
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築

さ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
教
員
向
け
の
非

同
期
型
研
修
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
当
面

「Canvas

」
を
採
用
す
る
。

そ
の
た
め
の
チ
ー
ム
をT

O
SS-SN

S

年
代
に
か
け
て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
取
り
続
け

て
き
た
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
老
舗
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
は
図
の
上

の
方
に
あ
る
「M

oodle

」
が
、
そ
し
て
二

〇
一
五
年
頃
か
ら
は
一
番
上
の
「Canvas

」

が
急
速
に
台
頭
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

現
在
で
は
「Canvas

」
が
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
で
あ
る
。「Blackboard

」
も
残
っ
て
い

る
が
、
私
の
実
感
で
は
「Canvas

」
の
方

が
か
な
り
使
い
や
す
い
。
Ｕ
Ｉ
（
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
で
も
操
作
性
で
も
優

教育ίミϡχςΟ 8&#����೥�݄ ߸Ͱ͸ɺʮඇಉظ
Ε͞ࡌܝのΠンλϏϡー͕ࢯमʯʹ͍ͭͯの୩ݚܕ
͍ͯるɻ（IUUQ���LD�UJPUPTT�KQ）
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学
校
の
危
機
管
理
を
再
考
せ
よ

特集

�� 2022. 8

１

今
だ
か
ら
必
要
な
「
令
和
の
学
校
の
危
機

管
理
」
と
は

七
月
三
十
日
に
「
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。
本
特
集
の
最
後
、
小
松
氏
の
論

文
に
案
内
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
く

の
は
向
山
行
雄
氏
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
向
山
氏
は
全
国
連

合
小
学
校
長
会
の
会
長
で
し
た
。
当
時
、
向
山

氏
が
と
っ
た
「
危
機
管
理
」
の
詳
細
は
著
書

『
平
成
の
学
校
づ
く
り
』（
第
一
公
報
社
）
等
で

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
向
山
氏
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た

ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
感
染
症

以
外
に
も
多
く
の
危
機
が
学
校
を
襲
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
大
き
な
見
取
り
図
を
ど
の
よ
う

に
描
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

向
山
氏
の
論
考
か
ら
学
び
た
い
で
す
。

２
「
危
機
管
理
委
員
会
」
が
機
能
し
て
い
る
か

か
つ
て
「
い
じ
め
」
の
問
題
に
対
応
し
て
い

た
頃
、
向
山
洋
一
氏
は
校
内
で
「
危
機
管
理
委

員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
保
護
者
や
児
童

か
ら
の
訴
え
を
確
認
し
て
か
ら
二
四
時
間
以
内

に
会
議
を
も
ち
、
方
針
を
確
定
す
る
こ
と
。
解

決
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
取
り
組
み
を
続
け
る
こ

と
。
校
長
が
解
決
を
確
認
す
る
こ
と
。
確
認
し

た
後
も
追
跡
・
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

で
し
た
。

現
在
の
日
本
の
小
中
学
校
に
は
、
そ
う
し
た

委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
設

置
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
令
和
の
時
代
に
必

要
な
「
危
機
管
理
委
員
会
」
が
あ
る
は
ず
で
す
。

危
機
管
理
に
つ
い
て
の
「
年
間
指
導
計
画
」

を
吉
原
氏
に
、「
今
こ
そ
必
要
な
危
機
管
理
委

員
会
の
シ
ス
テ
ム
」
を
長
谷
川
氏
に
、
ご
提
案

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
向
山
氏
が
「
機
械
に
指
を
挟
ま
れ
た

子
」
の
事
件
に
対
し
て
そ
の
場
で
と
っ
た
行
動
、

指
示
は
非
常
に
有
名
で
す
。
そ
の
向
山
氏
の
対

応
に
は
、
ど
う
い
っ
た
「
非
常
時
の
原
則
」
が

貫
か
れ
て
い
る
の
か
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
ど
う

活
か
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
小
嶋
氏
に
執
筆

い
た
だ
き
ま
す
。

３

今
だ
か
ら
必
要
な
「
令
和
の
学
校
の
危
機

管
理
」
と
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
が
現
実
味
を
帯
び
て

き
ま
し
た
。
喉
元
す
ぎ
れ
ば
…
…
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
の
貴
重
な
数
年
間
の
教

訓
を
、
し
っ
か
り
と
次
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
染
症
の
「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
も
ち
ろ
ん
、
担
任
レ
ベ
ル
で
の
「
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
向
山
氏
が
か
つ

て
取
り
組
ん
だ
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
対
応
」
の
事

例
や
「
虫
歯
対
応
」
の
取
り
組
み
は
参
考
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
等
、
世
界
的
に

不
安
定
な
事
象
が
続
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、

子
供
た
ち
を
導
く
私
た
ち
教
師
が
、
し
っ
か
り

と
危
機
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

（
本
誌
編
集
長

谷
和
樹
）
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学
校
の
危
機
管
理
は
、
二
面
性
を
も
つ
。
一
般

性
と
個
別
性
で
あ
る
。

一
般
性
と
は
、
ど
の
学
校
で
も
共
通
す
る
危
機

管
理
で
あ
り
、
施
設
管
理
、
子
供
の
安
全
管
理
、

日
常
的
な
業
務
管
理
等
で
あ
る
。

教
室
の
壁
に
飛
び
出
た
一
本
の
釘
で
も
、
そ
こ

に
ぶ
つ
か
り
失
明
す
る
と
い
う
事
故
に
つ
な
が
る
。

基
本
的
な
施
設
管
理
は
、
山
間
僻
地
校
で
も
、
特

別
支
援
学
級
で
も
不
変
で
あ
る
。

危
機
管
理
の
要
諦
は
、「
ま
さ
か
よ
り
も
し
か
」

で
あ
る
。

危
機
管
理
の
一
般
性
に
お
い
て
、
時
間
経
過
に

よ
る
状
況
の
変
化
を
見
取
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
秋
の
運
動
会
の
本
部
テ
ン
ト
設
営
。

学
校
で
は
、
長
年
同
じ
場
所
に
同
じ
テ
ン
ト
を
同

じ
方
法
で
固
定
す
る
。
し
か
し
、
近
隣
に
ビ
ル
が

建
つ
な
ど
学
校
周
辺
の
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
〝
つ
む
じ
風
〞
が
校
庭
に
発
生
し

た
。
テ
ン
ト
が
舞
い
上
が
り
観
客
に
直
撃
す
る
可

能
性
が
あ
る
。「
ま
さ
か
テ
ン
ト
が
舞
い
上
が
る

な
ん
て
」
と
い
う
意
識
で
な
く
、「
も
し
か
し
て

テ
ン
ト
が
舞
い
上
が
る
」
と
い
う
危
機
管
理
意
識

が
担
当
者
に
あ
れ
ば
、
相
応
の
措
置
を
講
じ
る
だ

ろ
う
。

前
日
準
備
、
翌
日
の
天
気
予
報
で
、
風
向
き
や

風
力
を
確
認
す
る
。
南
に
面
す
る
校
庭
に
風
が
入

り
そ
う
な
ら
、
固
定
ロ
ー
プ
を
厳
重
に
す
る
。
こ

れ
が
、「
ま
さ
か
よ
り
も
し
か
」
で
あ
る
。

個
別
性
と
は
、
そ
の
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
地

理
的
条
件
、
学
校
種
別
、
学
校
規
模
、
学
校
施
設

の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
障
害
児
童
の
在
籍
率
、
教
職
員

の
協
働
態
勢
等
の
要
因
で
対
応
が
異
な
る
と
い
う

危
機
管
理
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
メ
キ

シ
コ
で
発
生
し
た
際
、
銀
座
に
あ
る
泰
明
小
学
校

は
「
日
本
一
リ
ス
ク
の
高
い
学
校
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
の
も
と
に
方
策
を
講
じ
た
。

日
本
一
リ
ス
ク
が
高
い
理
由
は
次
の
と
お
り
。

・
発
生
し
た
日
本
の
メ
キ
シ
コ
大
使
館
が
皇
居
の

対
面
に
存
在
。

・
九
五
％
の
児
童
が
一
〇
種
の
交
通
機
関
で
一
都

三
県
か
ら
登
校
。

・
通
学
路
は
外
国
人
旅
行
客
で
混
雑
。

三
か
月
の
休
校
に
備
え
る
教
材
備
蓄
や
、
高
機

Βඞཁͳ͔ͩࠓ
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学
校
の
危
機
管
理
を
再
考
せ
よ

特集
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能
マ
ス
ク
の
準
備
、
発
症
状
況
に
応
じ
た
勤
務
態

勢
等
の
措
置
を
講
じ
た

⑴
。

都
内
Ｂ
区
の
Ａ
小
学
校
の
事
故
。
校
舎
三
階
教

室
か
ら
、
隣
り
の
図
書
室
へ
窓
越
し
に
行
こ
う
と

し
て
女
子
児
童
が
落
下
し
て
死
亡
。
長
い
係
争
事

件
に
な
っ
た
。
事
故
報
告
書
を
読
む
と
、「
ま
さ
か
、

窓
越
し
に
隣
の
図
書
室
へ
は
行
か
な
い
」
と
い
う

認
識
だ
っ
た
。
こ
の
教
室
の
学
級
担
任
は
じ
め
、

教
職
員
が
、「
ま
さ
か
よ
り
も
し
か
」
の
意
識
で

安
全
管
理
を
す
べ
き
だ
っ
た
。

２

危
機
管
理
は
多
面
的
に
・
複
眼
的
に

日
常
的
に
危
機
管
理
意
識
を
も
ち
続
け
る
の
は

難
し
い
。
し
か
し
、
事
故
は
ふ
と
し
た
、
す
き
ま

時
間
で
発
生
す
る
。『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』（
有
斐
閣
）

の
「
教
育
判
例
百
選
」
に
も
掲
載
さ
れ
た
事
案
。

放
課
後
の
居
残
り
勉
強
。
学
級
担
任
が
職
員
室

へ
用
事
に
出
か
け
た
。
子
供
た
ち
は
、
そ
の
す
き

に
「
吹
き
矢
ご
っ
こ
」
を
始
め
た
。
教
室
に
戻
っ

た
教
師
が
、
危
な
い
か
ら
と
吹
き
矢
を
集
め
て
教

卓
の
引
き
出
し
に
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
当
該
教
師

は
所
用
で
時
間
休
を
と
っ
た
。
電
話
で
休
暇
を
依

頼
す
る
際
、
教
卓
の
吹
き
矢
の
件
を
伝
え
な
か
っ

た
。
一
時
間
目
が
始
ま
る
前
の
自
習
時
間
。
そ
の

吹
き
矢
で
遊
び
、
命
中
し
た
児
童
が
失
明
し
た
。

こ
の
事
案
は
、
当
該
教
師
が
朝
の
忙
し
い
電
話

の
際
に
、
吹
き
矢
の
件
を
伝
え
忘
れ
た
た
め
に
発

生
し
た
。
裁
判
で
当
該
教
師
の
責
任
が
問
わ
れ
た
。

危
機
管
理
は
、
多
面
的
・
複
眼
的
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
緊
急
的
な
事
案
が

発
生
す
る
と
、
そ
こ
に
ば
か
り
目
を
奪
わ
れ
て
、

他
が
見
え
な
く
な
る
。

大
阪
池
田
小
学
校
児
童
刺
殺
事
件
の
後
、
不
審

者
侵
入
対
応
が
課
題
と
な
っ
た
。
あ
る
校
長
が
、

自
分
の
学
校
で
は
全
て
の
校
舎
出
入
り
口
を
施
錠

し
、
万
全
を
期
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

私
は
、
そ
の
校
長
に
そ
れ
は
危
険
だ
と
伝
え
た
。

学
校
事
故
は
、
不
審
者
侵
入
よ
り
、
火
災
や
地
震

等
に
伴
う
校
庭
へ
の
避
難
行
動
の
ほ
う
が
発
生
率

が
断
然
高
い
。
施
錠
は
、
避
難
行
動
時
の
リ
ス
ク

が
大
き
い
。
危
機
管
理
は
多
面
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
。
そ
の
校
長
も
、
す
ぐ
に
全
校
舎
の
施
錠
を

取
り
や
め
た
。

３
「
日
常
性
の
回
復
」
と
危
機
管
理

私
は
、
か
つ
て
「
子
供
達
を
襲
う
危
機
の
例
」

を
ま
と
め
た

⑵
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
余
が
経
過
し
、

新
た
な
事
案
も
増
加
し
た
、

例
え
ば
、
自
然
災
害
で
は
地
震
以
外
に
も
ゲ
リ

ラ
豪
雨
、
都
市
河
川
氾
濫
、
異
常
高
温
、
都
市
部

で
の
雪
害
な
ど
が
顕
在
化
。
他
に
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト

ラ
ブ
ル
、
ス
マ
ホ
依
存
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
正

ア
ク
セ
ス
、
離
婚
家
庭
や
貧
困
家
庭
の
増
加
、
保

護
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
弱
者
へ
の
攻
撃
、
放

課
後
教
室
か
ら
の
暗
い
道
で
の
下
校
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
就
学
な
ど
、
枚
挙
に

い
と
ま
が
無
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
防
止
に
重
点
を
置

い
て
き
た
。
子
供
の
重
篤
な
被
害
を
最
小
限
に
押

さ
え
込
め
た
。
こ
れ
は
、
学
校
関
係
者
の
努
力
と

工
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
学
校
行
事
の
中
止
や
他
者
と
の

交
流
の
制
限
な
ど
犠
牲
に
し
て
き
た
活
動
も
多
い
。

コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
多
く
の
知

見
を
得
た
今
、「
日
常
性
の
回
復
」
と
い
う
新
た

な
危
機
管
理
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
な
い

と
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
が
効
い
て
く
る
。
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危
機
管
理
に
つ
い
て
の
「
年
間
指
導
計
画
」

学
校
教
育
で
危
機
管
理
の
重
要
性
は
年
々
増

し
て
い
る
。
勤
務
校
で
は
次
の
一
三
項
目
が

「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
掲
載
順
）
①
事
故
発
生
時
の
救
急
体
制

②
交
通
事
故
対
応

③
い
じ
め
対
応

④

ケ
ガ
対
応

⑤
ケ
ン
カ
対
応

⑥
不
審
者

対
応

⑦
火
災
対
応

⑧
地
震
・
津
波
対

応

⑨
大
雨
等
自
然
災
害
対
応

⑩
熱
中

症
対
応

⑪
マ
ス
コ
ミ
対
応

⑫
虐
待
対

応

⑬
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

こ
れ
ら
の
項
目
を
三
つ
の
視
点
で
分
類
し
た
。

【
期
間
に
よ
っ
て
注
意
す
る
項
目
】
⑩
の
み
。

ほ
と
ん
ど
の
項
目
が
一
年
間
を
通
し
て
、
意
識

し
て
い
く
項
目
で
あ
る
。

【
年
間
で
複
数
回
は
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
高

い
項
目
】
①
②
③
④
⑤
⑫
で
あ
る
。
こ
う
し
た

項
目
へ
の
対
応
は
、
即
断
、
即
決
、
即
対
応
が

大
原
則
と
な
る
。
管
理
職
へ
の
報
告
は
も
ち
ろ

ん
、
命
に
関
わ
る
事
故
に
関
し
て
は
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
び
、
首
か
ら
上
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は

病
院
に
か
か
る
と
い
っ
た
基
本
方
針
を
職
員
全

員
で
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
一
・
二
次
対
応
が
必
要
な
項
目
】
⑥
⑦
⑧
⑨

⑪
⑬
の
項
目
に
つ
い
て
は
一
次
対
応
と
二
次
対

応
以
降
に
分
か
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
、

重
大
度
と
深
刻
度
、
現
状
の
確
認
、
情
報
収
集

が
重
要
と
な
る
項
目
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
季
節
性
の
も
の
、
発
生
の
割

合
、
二
次
対
応
が
必
要
な
も
の
に
整
理
す
る
こ

と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配
ら
れ
る
だ
け
で
終
わ

ら
せ
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
形
骸
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

当
事
者
意
識
を
ど
う
も
つ
か

様
々
な
事
件
事
故
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

過
去
の
優
れ
た
対
応
方
法
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

過
去
の
事
例
か
ら
対
応
の
原
理
原
則
を
学
ん
で

い
く
こ
と
で
、
想
定
外
の
事
案
を
、
想
定
内
に

す
る
こ
と
が
で
き
て
く
る
。
原
理
原
則
を
学
ん

で
い
れ
ば
、
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
が
分
か
る

の
で
、
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
対
応
に
当
た
る

平時から準備する「学校を襲う危機」対策─学校で想定される「危機」年間指導計画一覧
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こ
と
が
可
能
と
な
る
。

特
に
参
考
と
な
る
の
は
一
九
八
四
年
二
月
、

当
時
教
務
主
任
と
一
年
担
任
を
し
て
い
た
向
山

洋
一
氏
の
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
」
に
対
す
る
対
応

で
あ
る

※
１

。
対
応
を
列
挙
す
る
。

・
二
〇
分
休
み
に
隣
の
学
級
で
「
ア
タ
マ
ジ
ラ

ミ
」
発
生
確
認
。

・
向
山
氏
は
「
事
実
の
確
認
」「
治
療
方
法
を

知
る
こ
と
」
こ
の
二
つ
に
絞
っ
て
対
応
。

・「
指
導
方
法
・
配
慮
」
は
後
回
し
に
す
る
。

・「
事
実
の
確
認
」
と
し
て
、
保
健
の
先
生
、

経
験
の
あ
る
先
輩
の
先
生
方
に
依
頼
し
、
一

年
生
全
員
の
調
査
。

・
学
年
で
一
一
名
の
集
団
発
生
を
確
認
。

・
同
時
進
行
で
八
項
目
に
わ
た
る
対
応
。

・
三
時
間
目
の
休
み
時
間
一
〇
分
間
に
職
員
会

議
を
開
き
、
薬
剤
師
さ
ん
も
招
い
て
五
項
目

の
方
針
を
伝
達
。

・
四
時
間
目
の
終
了
時
に
保
護
者
宛
て
の
便
り

を
作
成
し
、
一
年
生
下
校
ま
で
に
配
付
。

・
翌
日
、
発
生
確
認
さ
れ
た
児
童
へ
治
療
確
認

の
お
便
り
配
付
。

こ
の
よ
う
な
対
応
は
と
て
も
真
似
で
き
な
い

よ
う
に
感
じ
る
が
、
原
理
原
則
だ
け
で
も
読
み

取
り
た
い
。
核
と
な
る
先
生
の
指
揮
と
事
実
確

認
か
ら
の
方
針
決
定
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

危
機
管
理
の
考
え
方

全
国
小
学
校
長
会
元
会
長
の
向
山
行
雄
氏
は
、

T
O
S
S
中
央
事
務
局
会
議
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
行
事
運
営
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。行

事
の
内
容
や
規
模
（
参
加
学
年
保
護

者
数
来
賓
数
時
間
配
分
空
間
レ
イ
ア
ウ

ト
換
気
動
線
）
↓
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

た
方
法
で
最
大
限
の
効
果
が
出
る
行
事
の

企
画
を
す
る
。「
ま
さ
か
よ
り
も
し
か
」「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
危
機
管
理
意
識

を
も
つ
。

こ
う
し
た
明
確
な
基
準
を
も
っ
て
行
事
を
企

画
し
、
最
大
限
の
効
果
が
出
る
よ
う
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
学
校
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

現
在
、
世
界
中
で
蔓
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
関
し
て
も
「
コ
ロ
ナ

を
正
し
く
怖
が
っ
て
い
る
か
」
を
自
問
自
答
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
に
よ
る
行
動
制
限
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
経
済

格
差
が
広
が
っ
た
。
感
染
予
防
と
経
済
活
動
の

バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
回
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

大
き
な
問
題
提
起
が
為
さ
れ
る
。
今
回
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
。
す
で
に
三
〇
〇
人
の
申
し

込
み
が
あ
る
。
見
逃
せ
な
い
。

二
〇
二
二
年
七
月
三
十
日
㈯
午
前

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
o
o
m
）

①
不
審
者
、
保
護
者
対
応
等
の

危
機
管
理

②
地
震
・
水
害
等

自
然
災
害
防
災
教
育

③
感
染

症
、
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
等
教
育
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学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
の
三
本
柱
は
こ
れ
で
あ
る
。

一

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

危
機
が
発
生
す
る
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

二

ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

危
機
的
な
事
態
に
直
面
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
か
を
明
文
化
し
、
実
行
す
る
こ
と
。

三

ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

知
的
資
産
を
共
有
し
て
、
創
造
的
な
仕
事
に
つ

な
げ
る
こ
と
。

生
徒
指
導
主
事
時
代
に
も
教
務
主
任
時
代
に
も
、
危
機

管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
右
記
の
三
点
に
対
応
し
た
。

ま
ず
は
二
だ
。
向
山
洋
一
氏
が
主
張
し
た
「
い
じ
め
対

応
」（
問
診
・
触
診
・
検
査
・
解
決
に
至
る
諸
対
応
・
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
）
に
学
び
、
事
件
・
事
故
が
発
生
し
た
際
に

は
次
の
仕
組
み
に
従
っ
て
活
動
し
た
。

（
１
）
発
見
後
二
四
時
間
以
内
に
会
議
を
開
き
、
対
応
策

を
決
め
、
保
護
者
へ
の
連
絡
を
含
め
て
対
応
す
る
。

（
２
）
会
議
で
は
指
導
経
過
の
報
告
と
新
た
に
採
る
べ
き

方
策
を
決
定
す
る
。

（
３
）
会
議
は
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
招
集
さ
れ
続
け
る
。

（
４
）
解
決
の
判
断
は
校
長
が
行
う
。

（
５
）
解
決
後
も
一
週
間
、
一
か
月
、
三
か
月
と
定
期
的

に
当
該
生
徒
及
び
関
係
者
の
状
態
を
報
告
す
る
。

（
６
）
校
長
あ
る
い
は
学
年
主
任
は
前
項
（
５
）
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
保
護
者
に
電
話
し
、
情
報
を
聴
取
す
る
。

一
も
欠
か
せ
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
。
あ
る
夏
、
午
後

一
時
に
熱
中
症
指
数
が
限
度
を
超
え
た
。
そ
の
時
点
で
す

べ
て
の
運
動
を
禁
止
す
る
よ
う
管
理
職
に
進
言
し
た
。
同

時
に
雷
雲
発
生
の
情
報
を
確
認
し
、
部
活
動
及
び
放
課
後

活
動
を
中
止
す
る
こ
と
を
提
案
、
決
裁
を
得
た
。

同
時
進
行
で
種
々
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
一
七
時
前
後

に
雷
雨
と
な
る
こ
と
、
二
〇
時
過
ぎ
ま
で
大
雨
が
続
く
こ

と
を
管
理
職
に
知
ら
せ
、
下
校
判
断
を
仰
ぐ
。
そ
し
て
、

掃
除
を
早
め
、
帰
り
の
会
を
一
六
時
ま
で
に
終
え
、
即
下

校
さ
せ
た
。
そ
の
時
点
で
ま
だ
空
は
明
る
い
。
下
校
指
示

を
早
計
だ
と
す
る
ム
ー
ド
も
漂
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら

の
判
断
は
揺
る
が
な
い
。
雷
が
鳴
り
始
め
た
の
が
一
六
時

四
五
分
、
そ
の
七
分
後
に
雨
が
落
ち
始
め
た
。

雷
が
鳴
り
、
雨
が
降
り
始
め
る
ま
で
に
全
員
が
帰
宅
で

き
る
こ
と
を
ね
ら
い
、
達
成
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
下
校
判
断
が
遅
れ
た
近
隣
の
学
校
は
二
〇

時
過
ぎ
ま
で
全
生
徒
が
学
校
待
機
に
な
っ
た
。
一
瞬
の
判

断
と
行
動
の
ス
ピ
ー
ド
が
明
暗
を
分
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
共
有
し
次
に
生
か
す
の
が
三
だ
。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
ㆯ

谷
㆛

川
ㆋ㇏

博
ㆲ㇍

之
㇆ㆌ
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平時から準備する「学校を襲う危機」対策─学校の「危機管理委員会」を設置せよ
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現
場
に
い
る
と
、
様
々
な
危
機
的
な
状
況
に
遭
遇
す
る

こ
と
に
な
る
。

事
故
の
重
大
性
の
大
小
は
あ
る
が
、
新
卒
で
あ
ろ
う
が
、

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
ろ
う
が
、
必
ず
危
機
的
な
状
況
に
は
遭
遇

す
る
。

悪あ
く

手し
ゅ

は
、「
決
断
で
き
ず
」
に
「
対
応
が
後
手
後
手
に

回
り
」
状
況
が
悪
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
現
代
で
は
こ
こ
に
「
難
し
い
保
護
者
」
と
「
報

道
機
関
」「
デ
マ
」
と
い
う
要
素
が
加
わ
る
。

「
危
機
的
状
況
」
↓
「
対
応
」
の
「
対
応
」
部
分
で
、
長

期
的
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
る
「
危
機
管
理
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
こ
の
具
体
的
な
状
況
を
講
座
す
る
予
定
で

あ
る
。

つ
ま
り
は
、

「
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
状
況
が
、
混
乱
を
招
き
、
判
断
を
鈍
ら
せ
る
。
ま

た
、「
余
裕
の
な
さ
」
が
生
じ
る
と
間
違
っ
た
判
断
を
招

き
や
す
い
が
、
こ
れ
も
予
想
で
き
な
い
こ
と
が
一
因
と

な
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
。

か
つ
て
Ｑ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
で
向
山
氏
が
、「
危
機
管
理
」

に
つ
い
て
答
え
た
こ
と
が
あ
る
。

事
故
や
想
定
外
の
こ
と
は
起
き
る
も
の
な
ん
で

す
。起

き
る
も
の
な
ん
だ
っ
て
こ
と
を
前
提
に
対
策

を
立
て
る
。
か
つ
対
策
を
立
て
て
い
て
も
起
き
る
も

ん
な
ん
だ
。
危
機
管
理
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。

万
全
の
準
備
を
し
て
い
て
も
、
な
お
か
つ
そ
れ

じ
ゃ
あ
不
十
分
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
想
定
す
る

こ
と
も
危
機
管
理
な
の
で
す
。

向
山
氏
の
、
こ
の
教
え
が
核
心
で
あ
る
。

「
想
定
外
は
起
き
る
」

「
ど
ん
な
計
画
も
予
防
も
不
十
分
を
前
提
と
す
る
」

こ
れ
ら
は
、

「
教
師
の
心
の
余
裕
」

を
生
み
出
す
大
切
な
概
念
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、「
想
定

外
の
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
」
と
い
う
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
も
必
要
に
な
る
は
ず
だ
。

長野県長野市立通明小学校 小
㆓

嶋
㆘ま

悠
㇆ㆄ

紀
ㆌ

平時から準備する「学校を襲う危機」対策─向山氏の対応から「突発事故への基本原則」を読み取る
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コ
ロ
ナ
で
感
染
症
へ
の
意
識
が
大
い
に
変
わ
っ
た
。
今

ま
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
等
の
感
染
症

対
応
だ
け
だ
っ
た
。
二
年
前
の
全
国
一
斉
休
校
の
報
道
発

表
に
は
衝
撃
を
受
け
た
。
二
月
二
八
日
の
夜
六
時
ご
ろ
の

職
員
室
で
は
「
え
〜
！
」
と
い
う
ど
よ
め
き
が
起
き
た
。

す
ぐ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
っ
た
も
の
の
、

本
当
に
休
校
に
な
る
の
か
ど
う
か
さ
え
分
か
ら
ず
右
往
左

往
し
た
。
す
ぐ
に
想
定
し
た
の
は
、「
子
供
の
学
習
」「
保

護
者
へ
の
説
明
」「
教
職
員
の
勤
務
」
だ
っ
た
。
何
よ
り

も
ま
ず
「
事
実
」
を
つ
か
む
こ
と
、
情
報
の
収
集
が
先
決

事
項
と
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
二
年
経
つ
。
こ
れ
か
ら
感
染
症
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
く
の
か
、
ま
だ
自
分
の

自
治
体
で
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
提

案
す
る
。

文
科
省
で
は
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手

引
き
で
次
の
よ
う
に
項
目
を
分
け
て
い
る
。

事
前
の
危
機
管
理

発
生
時
の
危
機
管
理

事
後
の
危
機
管
理

学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
向
山
行
雄
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

学
校
の
危
機
管
理
は
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
場
で

問
わ
れ
る
べ
き
重
要
課
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
具
体
的
に
対
象
と
な
る
の
は
学
校
教
育
、
職
員
、

学
校
施
設
、
学
校
事
務
、
子
ど
も
、
保
護
者
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（『
ミ
ド
ル
教
師
の
た
め
の
「
学
校
運
営
」
Ｑ
＆
Ａ

辞
典
』
向
山
行
雄
編
著

明
治
図
書
）

今
回
は
具
体
的
対
象
を
「
子
供
・
保
護
者
・
管
理
職
・

環
境
整
備
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
、
前
述
の
事
前
、
発

生
時
、
事
後
を
あ
て
は
め
て
み
る
。
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ

う
に
な
る
。

向
山
洋
一
氏
は
い
じ
め
の
対
応
で
「
危
機
管
理
委
員

会
」
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
の
指
導
の
原
則
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

（
１
）
問
題
の
発
見
・
解
決
に
は
一
刻
一
瞬
を
大
切

に
し
て
、
早
期
に
対
応
す
る
。

（
２
）
解
決
の
方
法
は
具
体
的
に
決
定
さ
れ
る
。

（
３
）
問
題
に
は
全
教
職
員
が
一
致
し
て
当
事
者
と

し
て
対
応
す
る
。（
中
略
）

イ
、
必
要
の
と
き
は
報
告
か
ら
二
十
四
時
間
以
内

に
会
議
を
開
き
、
方
針
を
決
め
活
動
を
開
始
す
る
。

（『「
い
じ
め
」
は
必
ず
解
決
で
き
る
』
向
山
洋
一
著

ポストコロナの「感染症対策」を安定して機能させる─感染症「学校危機管理マニュアル」はこれだ

؅ཧΛػةͷޙࣄલɾൃੜ࣌ɾࣄ
໌֬ʹ͢Δ
؅ཧ͸૊৫ͱ͠ػةછ঱ରԠͷײ ͯ۩ମతํࡦͱεϐードײΛ΋ͭ͜ͱʹ͖ͭΔɻ

千葉県公立小学校 田
㆟

中
ㆪか

一
ㆂㆡ

朗
㇍ㆄ
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扶
桑
社
）

こ
れ
は
は
い
じ
め
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
危
機
管

理
に
も
当
て
は
ま
る
内
容
で
あ
る
。
明
文
化
さ
れ
、
い
つ

で
も
対
応
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
で
あ
る
。

具
体
的
方
策

ス
ピ
ー
ド
感

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
法
的
根
拠
は
学
校
保
健
法
第

二
九
条
に
あ
る
。
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
（
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
作
成
す
る
こ
と
と
、
教
職
員
に
周
知
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
基
本
原
則
は
次
で
あ

る
。①

情
報
を
収
集
し
、
事
実
を
明
確
に
す
る
。

②

関
係
機
関
に
報
連
相
し
連
携
を
図
る
。（
保
健

所
・
学
校
医
・
教
育
委
員
会
）

③

協
議
し
て
具
体
的
対
策
を
と
る
。

④

説
明
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
保
つ
。（
保
護

者
・
P
T
A
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

基
本
方
針
は
児
童
生
徒
の
生
命
と
安
全
を
第
一
に
考
え

て
①
〜
④
ま
で
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意

識
を
共
有
化
し
て
組
織
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
下

の
表
が
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要
で
あ
る
。「
事

前
・
発
生
時
・
事
後
」
で
縦
軸
を
分
け
、
横
は
「
児
童
生

徒
・
保
護
者
・
管
理
職
・
環
境
整
備
」
と
し
て
い
る
。
ま

だ
他
に
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
四
つ
が
あ
れ
ば
対
応
可
能
だ
と
判
断

し
た
。
表
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
り
や
す
く
し
た
が
、

内
容
が
概
要
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
た
だ
、
あ
ま
り
長
い
内
容
に
な
る
と
分
か
り
に

く
く
な
る
の
で
、
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
何
を
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
す
る
か
ス
ピ
ー
ド
を
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
で
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
教
育
活
動
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

؅ཧマχϡΞル（Ҋ）ػةછ঱対Ԡײ

ಐੜె΁の対ࣇ
Ԡ อऀޢ΁の対Ԡ ؅ཧ৬の対Ԡ ੔උڥ؀

લのࣄ
؅ཧػة

ᶃ�ຖேの݈؅߁
ཧΛࢦಋ

ᶄ�Ӵੜ؅ཧ（ख
ચ͍౳）のప
ఈ

ᶅ�マεΫண༻の
ʹಋ（ඞཁࢦ
Ԡͯ͡）

ᶆ�ΦンϥΠンत
の೔ৗԽۀ

ᶇ�୺຤の࣋ͪؼ
りਪਐ

ᶃ�ຖேの݈؍߁
のप஌࡯

ᶄ�ମௐ؅ཧ・Ӵ
ੜ؅ཧΛप஌

ᶅײ�છऀٴびೱ
ް ઀ ৮ ऀ ʹ
なͬͨ৔߹Λ
प஌

ᶆ�ใ࿈૬のґཔ
प஌

ᶃײ�છ঱対Ԡة
؅ཧマχϡػ
Ξルの教৬һ
΁のप஌పఈ

ᶄࣇ�ಐੜెの݈
೺گঢ়࡯؍߁
Ѳ

ᶅ�教৬һの݈߁
ঢ়گ೺Ѳ

ᶆࢢ�಺（ۙྡ）
のײછঢ়گ೺
Ѳ

ᶃফಟӷの؅ཧ
ᶄ�ফಟํ๏の֬

ೝ
ᶅ࠲�੮഑ஔの഑

ྀ
ᶆؾ׵のపఈ

ൃੜ࣌の
؅ཧػة

ᶃ࣮ࣄ�の֬ೝ・
৘ใのऩू

ᶄ�؅ཧ৬΁ใ࿈
૬のపఈ

ᶅ�ΦンϥΠンत
࣮・のઃఆۀ
ࢪ

ᶆ�ֶशのਐ௙ঢ়
ۀと೥ؒतگ
࣌਺とのௐ੔
び֬ೝٴ

ᶇײ�છऀٴびೱ
ް઀৮ऀ౳の
৺のέΞ

ᶈ�（ۀٳ・ܽ੮
の৔߹）ֶߍ
։࣌のֶश࠶
のݕ౼・対Ԡ

ᶃ�ຖேの݈؍߁
のप஌࡯

ᶄ�ମௐ؅ཧのप
஌

ᶅ�ྟ࣌ۀٳ౳ٴ
び࠶։の対Ԡ

（ֶश໘・ੜ
͍ͭʹ（໘׆
ͯのઆ໌

ᶆ�ֶश಺༰のอ
োʹ͍ͭͯप
஌

ᶇ�૬ஊ૭ޱΛप
஌

ᶃ࣮ࣄ�の֬ೝ・
৘ใのऩू

ᶄ�ؔؔػ܎΁の
ใ࿈૬のపఈ

ᶅ�ྟ࣌ٴۀٳび
ʹ։の対Ԡ࠶
・౼ݕ͍ͯͭ
ܾఆ

ᶆ�ᶅʹ͍ͭͯอ
΁のઆ໌ऀޢ

ᶇ�ֶशのਐ௙ঢ়
ۀと೥ؒतگ
࣌਺ʹ͍ͭͯ
の֬ೝ

ᶈ�教৬һ΁のۀ
຿ෛ୲ܰٴݮ
び৺のέΞ

ᶃࢪͨ͠༺࢖�ઃ
の֬ೝ

ᶄࢪͨ͠༺࢖�ઃ
ઃࢪびؔ࿈ٴ
のফಟ

ˎ�ʮࣄલのػة
؅ཧʯもฒߦ
͏ߦͯ͠

のޙࣄ
؅ཧػة

ᶃ�ຖேの݈؅߁
ཧΛࢦಋ

ᶄ�ֶशঢ়گの֬
ೝとิర

ᶅײ�છऀٴびೱ
ް઀৮ऀ౳の
৺のέΞ

ᶃ�ຖேの݈؍߁
のप஌࡯

ᶄ�ମௐ؅ཧ・Ӵ
ੜ؅ཧΛप஌

ᶅ�ใ࿈૬のґཔ
प஌

ᶃ�݈࡯؍߁の֬
ೝ

ᶄ�教৬һ΁のۀ
຿ෛ୲ܰٴݮ
び৺のέΞ

ᶃ�ؔ࿈ࢪઃのফ
ಟ֬ೝ

ᶄ�౰໘の࢖༻ঢ়
༗ڞΛگ



��

私
た
ち
は
、
公
務
員
と
し
て
、
私
的
に
判
断

し
て
良
い
部
分
と
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
判
断
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
が
あ
る
。

担
任
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
次
で
あ
る
。

１

自
分
の
健
康
管
理
・
感
染
防
止

２

児
童
の
感
染
の
事
前
防
止

３

児
童
の
感
染
後
の
対
応
（
子
供
・
家

族
の
ケ
ア
も
含
む
）

１

自
分
の
健
康
管
理
・
感
染
防
止

厚
生
労
働
省
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
）

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf

/
seisakunitsuite/bunya/0000164708_

00001.
htm

l文
部
科
学
省
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

連
し
た
感
染
症
対
策
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
）

https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_
m

enu/
coronavirus/index.htm

l

か
ら
情
報
を
い
ち
早
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
各
教
育

委
員
会
か
ら
の
文
書
に
目
を
通
し
て
、
管
理
職

の
指
導
の
も
と
、
制
限
の
も
と
、
自
己
管
理
す

る
。
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
所
属
管
理
下
の
情
報
を
基
に
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

【
教
師
自
身
が
感
染
し
た
場
合
】

ମௐෆྑʹؾ෇く
ˣ

͙͢ʹड਍（ײછ）
ˣ

ҩࢣのࣔࢦ
ˣ

؅ཧ৬ʹ࿈བྷ
ˣ

ମௐঢ়گのใࠂ
（؅ཧ৬・อ݈
ॴなど）

２

児
童
の
感
染
の
事
前
防
止

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
判
断
す
る
た
め
の
行
動
の

指
針
が
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
）
で
あ
る
。

https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_
m

enu/
coronavirus/m

ext_
00029.htm

l

ˣӴੜ؅ཧ
ɹϚχϡΞル

ˣผఴࢿྉ
ɹ（๏ྩͳͲ）

ポストコロナの「感染症対策」を安定して機能させる

ಈϚχϡΞϧʯ͸͜Εͩߦછ঱ʮ୲೚ײ
ϧーϧʹԊͬͯ൑அ͢Δ෦෼Λத৺ͱ͠ ͯɺڙࢠ΍อޢ者ʹدΓఴ͏ରԠ͕ٻΊΒΕΔɻ

大阪府富田林市立大伴小学校 原
ㆯ㇉

田
ㆠ

朋
とも
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
し

て
、「
①
手
洗
い
」「
②
マ
ス
ク
の
着
用
」「
③
三

密
の
回
避
」「
④
予
防
接
種
」
が
有
効
と
さ
れ
て

い
る
。
学
校
内
集
団
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
予

防
接
種
以
外
の
児
童
へ
の
指
導
が
必
要
に
な
る
。

児
童
に
指
導
す
る
上
で
、
次
の
資
料
が
詳
し
い

（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
〜

子
供
た
ち
が
正
し
く
理
解
し
、
実
践
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
て
〜
」https://w

w
w
.m

ext.
g
o.jp

/con
ten

t/20220324-m
x
t_

kenshoku-000006975_
1.pdf

）。

ӈࢿهྉΑΓ

３

児
童
の
感
染
後
の
対
応（
子
供・家
族
の
ケ
ア
も
含
む
）

①

子
供
の
感
染
実
態
の
把
握

②

子
供
の
学
習
の
支
援

③

子
供
・
保
護
者
の
心
の
フ
ォ
ロ
ー

の
三
つ
が
主
に
大
切
に
な
る
。

①

子
供
の
感
染
実
態
の
把
握

อऀޢと࿈བྷ
（ཅੑ・ೱް઀৮な
ども೺Ѳ͠ɺҩࢣ・
อ݈ॴのࣔࢦΛฉ͖ɺ
͍ͭ·Ͱࣗ୐଴͕ػ
ඞཁなのかΛ֬ೝ͢
る）

ˣ
؅ཧ৬ʹใࠂ・࿈

བྷ・૬ஊ
ˣ

࡯؍աܦ
ମௐঢ়گの֬ೝ

（ֶश໘・ਫ਼ਆ໘の
ϑΥϩー）

児
童
と
保
護
者
の
健
康
状
況
と
、
感
染
中
と

感
染
後
の
不
安
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②

子
供
の
学
習
の
支
援

子
供
・
家
庭
の
実
態
を
把
握
し
、

ア

ど
の
よ
う
な
課
題
を

イ

ど
う
や
っ
て
渡
し

ウ

ど
う
や
っ
て
さ
せ

エ

ど
う
提
出
さ
せ
る
の
か

を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ア

ど
の
よ
う
な
課
題
を

・
ペ
ー
パ
ー
課
題
（
こ
ち
ら
で
印
刷
す
る
の
か
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
う
の
か
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
課
題
（
ア
プ
リ
で
さ
せ
る
の
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
課
題
で
さ
せ
る
の
か
）

イ

ど
う
や
っ
て
渡
し

・
ポ
ス
ト
イ
ン
す
る
の
か
、
郵
送
す
る
の
か
。

ウ

ど
う
や
っ
て
さ
せ

・
紙
に
直
接
書
か
せ
る
の
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

さ
せ
る
の
か
。

エ

ど
う
提
出
さ
せ
る
の
か

・
郵
送
し
て
も
ら
う
の
か
、
教
師
が
回
収
す
る

の
か
、
保
護
者
に
持
参
し
て
も
ら
う
の
か
、

ネ
ッ
ト
経
由
で
提
出
し
て
も
ら
う
の
か
。

す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
付
完
了
し
て
い
る

の
で
、
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
主
に
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
。

③

子
供
・
保
護
者
の
心
の
フ
ォ
ロ
ー

家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
個
々
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
主
に
、
子
供
と
保
護
者
の
不
安
要
素

は
、
学
習
面
と
精
神
面
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

誰
に
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
、
不
安
に
寄
り
添
い
続
け
る
こ
と

で
、
今
後
の
信
頼
の
種
に
も
な
る
。
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向
山
洋
一
氏
の
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
」
対
応
は
、
別
の
緊

急
事
態
に
も
応
用
で
き
る
。

例
え
ば
「
事
実
を
確
か
め
る
」。
向
山
氏
の
隣
の
ク
ラ
ス

で
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
が
い
る
子
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
ク

ラ
ス
の
担
任
が
見
付
け
た
の
で
あ
る
。
向
山
氏
が
、
ま
ず

行
っ
た
の
は
「
事
実
を
確
か
め
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

向
山
氏
は
即
座
に
、
保
健
の
先
生
、
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
に

詳
し
い
年
配
の
先
生
に
、「
一
年
生
全
員
の
髪
の
毛
を
調

査
」
し
て
も
ら
う
。
そ
の
結
果
、
集
団
発
生
し
て
い
た
。

そ
の
後
の
対
応
は
、
デ
ジ
タ
ル
版
で
見
て
ほ
し
い
。

大
事
な
こ
と
は
、
一
に
も
二
に
も
「
事
実
を
確
か
め

る
」
こ
と
で
あ
る
。

私
は
何
か
し
ら
緊
急
事
態
が
あ
る
と
、
心
の
中
で
つ
ぶ

や
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
事
実
を
確
か
め
よ
う
」

こ
れ
だ
け
で
、
少
し
は
冷
静
に
な
れ
る
。

数
年
前
。
放
課
後
に
保
護
者
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
う
ち
の
子
供
が
家
に
い
な
い
の
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
？
」

真
面
目
な
高
学
年
女
子
。
寄
り
道
を
し
て
い
る
と
は
考
え

に
く
い
。
下
校
し
て
か
ら
、
す
で
に
一
時
間
以
上
過
ぎ
て
い
た
。

担
任
は
、
ど
う
す
る
か
？

ま
ず
「
事
実
を
確
か
め

る
」
こ
と
で
あ
る
。

「
ラ
ン
ド
セ
ル
は
家
に
あ
り
ま
す
か
？
」

「
一
緒
に
帰
る
友
達
は
、
●
●
さ
ん
で
す
よ
ね
？
」

「
●
●
さ
ん
の
家
に
電
話
さ
れ
ま
し
た
か
？
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
何
か
し
ら
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
に
学
校
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
、
私
は
校
長

に
伝
え
ま
す
。
他
の
教
員
が
、
家
の
近
く
、
学
校
の
近
く
、

●
●
さ
ん
の
家
の
近
く
を
探
し
ま
す
」

電
話
を
切
る
。
す
ぐ
に
管
理
職
に
伝
え
た
。
生
徒
指
導

主
任
が
中
心
と
な
り
、
捜
索
を
し
た
。
保
護
者
か
ら
連
絡

を
受
け
た
五
分
後
に
は
、
捜
索
を
開
始
し
て
い
た
。
母
親

に
再
度
電
話
す
る
。「
今
、
一
〇
名
の
教
員
で
探
し
て
い

ま
す
」
と
伝
え
た
。

そ
れ
か
ら
、
三
〇
分
後
。
母
親
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

彼
女
は
家
に
戻
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
習
い
事
に
行
っ
て
い
た

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
管
理
職
、
生
徒
指
導
主
任
に
す
ぐ
に

伝
え
た
。

事
実
の
確
認
は
、
小
さ
な
場
面
で
も
応
用
で
き
る
。

「
先
生
、
太
郎
君
が
掃
除
を
さ
ぼ
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
う
か
ぁ
、
分
か
っ
た
。
太
郎
君
、
そ
し
て
周
り
の
人

に
も
聞
い
て
み
る
ね
」

事
実
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
で
、
指
導
で
あ
る
。
い
き

な
り
指
導
で
は
な
い
。

ͷʮΞλϚδϥϛʯରԠ͸ࢯ༸Ұࢁ޲
ผͷࣄٸۓଶʹ΋Ԡ༻Ͱ͖Δ

ʮࣄ実Λ͔֬ΊΔʯ͜ͱ͔Β࢝ΊΔɻ

ポストコロナの「感染症対策」を安定して機能させる
─向山氏の「アタマジラミ」対応で「システム」のつくり方を学ぶ

山口県下関市立清末小学校 林
ㆯ㇄㆗

健
㆟㆐

広
ㆲ㇍
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１

向
山
洋
一
氏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

向
山
洋
一
氏
の
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
」
対

応
は
、『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』
第

１
巻
（
教
育
技
術
研
究
所

上
記
よ
り
申

込
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

１
、
お
子
様
の
頭
髪
に
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
」
の
発
生

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

２
、
保
護
者
の
目
で
お
確
か
め
い
た
だ
き
至
急
、

皮
膚
科
医
師
・
薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
の
先
生
と

十
分
相
談
し
て
治
療
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

３
、
な
お
「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
」
に
つ
い
て
は
、
２
月

��
日
に
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た
文
書
を
お
読
み

下
さ
い
。

４
、
お
手
数
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
治
療
さ
れ
た
か
、

担
任
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。��

次
の
箇
所
か
ら
「
緊
急
性
」「
重
要
性
」
が
伝
わ
る
。

⑴

挨
拶
文
が
な
い
。

⑵

保
護
者
自
身
で
確
認
さ
せ
て
い
る
。

⑶
「
至
急
・
専
門
家
・
十
分
・
相
談
・
治
療
」
の

明
記
。

目
的
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
で
な
く
、
ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
。
次
の
記
入
欄
を
提
出
さ

せ
る
こ
と
で
、
保
護
者
は
否
応
な
く
動
く
こ
と
に
な
る
。

「
名
前
」「
①
医
者
に
か
か
っ
た
」「
②
薬
剤
師
と
相

談
し
た
」「
③
そ
の
他
（
　
　
）」

③
を
「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」
で
な
く
（
　
　
）
に

し
て
い
る
か
ら
「
何
も
し
て
い
な
い
」
と
書
き
に
く
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
自
体
が
「
外
部
機
関
と
必
ず
つ
な
げ
る
」

「
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
を
な
く
す
」
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

２

家
庭
情
報
実
態
調
査
に
活
か
す

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
次
の
調
査
を
行
っ
た
。

①

8
Jp

に
つ
な
が
る
か
（
つ
な
ぎ
方
の
動
画
付
））

②

無
い
場
合
テ
ザ
リ
ン
グ

※
は
で
き
る
か
（
方
法

動
画
付
）

③

ど
ち
ら
も
で
き
な
い
場
合
の
希
望
（
学
校
か
ら

8
Jp

を
借
り
る
、
今
後
の
た
め
自
宅
で
準
備
す
る
）

③
は
方
法
と
目
安
の
月
日
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
結
果
、

端
末
は
全
家
庭
と
つ
な
が
っ
た
。

໨తΛແཧͳ͘ୡ੒ͤ͞Δ
ΞϯέʔτγεςϜࣜࢁ޲
໨తୡ੒ͷͨΊɺอޢ者͕ࣗવʹରԠ͢Δ͜ͱʹͳΔʮແବͷͳ͍จʯͱʮճ౴߲໨ʯΛ
४උ͢Δɻ

兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
か㇏

原
ㆯ㇉

雅
ま㆕

樹
ㆌ

ポストコロナの「感染症対策」を安定して機能させる
─向山氏の「アタマジラミ」対応で「システム」のつくり方を学ぶ

※
モ
バ
イ
ル
端
末
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
。
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（
日
本
国
民
は
、）
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と

信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
。

（
日
本
国
憲
法
前
文
）

諸
国
民
と
は
、
世
界
の
国
の
人
々
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
世
界
に
は
ど
ん
な
国
が
あ
り
ま
す
か
。

子
供
が
挙
げ
た
国
か
ら
、
近
隣
諸
国
を
確
認
す
る
。

わ
た
し
た
ち
の
安
全
と
生
存
を
、
ど
う
や
っ
て
保

持
す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

「
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
」
と
あ
る
。

【
公
正
】
…
公
平
で
正
し
い
こ
と
。

【
信
義
】
…
約
束
を
守
り
、
務
め
を
果
た
す
こ
と
。

小
学
生
向
け
に
、
や
さ
し
く
書
き
換
え
る
。

「（
日
本
国
民
は
、）
平
和
を
愛
す
る
世
界
の
人
々
の
公
正

さ
と
約
束
を
守
る
心
を
信
頼
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
安
全

と
生
存
を
保
ち
続
け
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。」

し
か
し
、
教
科
書
の
訳
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
六
年
社
会
（
教
育
出
版
）】

（
日
本
国
民
は
）
平
和
を
愛
す
る
世
界
の
人
々
の
公
正
さ

と
正
義
を
信
頼
し
て
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
決
意

し
た
。

【
六
年
社
会
（
日
本
文
教
）】

（
日
本
国
民
は
）
平
和
と
正
義
を
愛
す
る
世
界
の
人
々
の

心
を
信
頼
し
て
、
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
文
は
、「
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
」
で
あ
り
、

意
味
合
い
が
異
な
る
。

近
隣
諸
国
に
関
し
て
、
次
の
事
実
が
存
在
す
る
。

・
日
本
の
近
隣
諸
国
四
か
国
の
う
ち
、
三
か
国
は
民
主
国

家
で
は
な
く
、
独
裁
国
家
で
あ
り
、
核
保
有
国
で
あ
る
。

・
北
方
領
土
、
竹
島
を
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
。（
中

国
は
、
尖
閣
諸
島
を
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
）

・
日
本
人
を
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
て
い
る
。

仮
に
、
憲
法
前
文
の
「
諸
国
民
」
を
具
体
的
な
近
隣
諸

国
の
人
々
に
置
き
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
日
本
国
民
は
、）
平
和
を
愛
す
る
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
、
韓
国
の
人
々
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し

て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意

し
た
。

こ
の
原
理
の
も
と
に
、
憲
法
九
条
が
存
在
し
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉『
ぼ
く
ら
の
真
実
』（
青
山
繁
晴
著

扶
桑

社
）

神奈川県公立小学校 武
㆟㆐

田
ㆠ

晃
㆓ㆄ

治
㆘

೔ຊݑࠃ๏ʹࣔ͞Ε͍ͯΔ҆શอোͷݪཧ
҆શอোͱ͸ɺࠃ֎͔Βͷܸ߈΍৵ུ͔Βɺࠃຽͷੜ໋ɾ࢈ࡒΛकΔ͜ͱͰ͋Δɻઓ૪Λ
๬Ή೔ຊ人͸͍ͳ͍ɻ͔͠͠ɺੈքͰ͸ઓ૪͕͍͖ͯىΔɻ೔ຊΛͲ͏कΔͷ͔ɻ·ͣ͸ɺ
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これからの時代に必要な「危機管理」教育─国家の「安全保障」を子供にどう教えるのか
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１
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
の
魅
力

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
「
第
一
回
は
何
か
が
起
こ

る
」「
第
一
回
は
外
せ
な
い
」
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
そ
の
理
由
を
、
具

体
的
に
三
点
述
べ
る
。

①

今
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
が
聞
け
る

「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
が
、

「
危
機
管
理
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
で
は
な
い
。

「
安
全
教
育
」
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー

な
の
で
、
新
し
い
教
育
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
教
室
で

役
立
つ
内
容
を
提
案
し
て
い
た
だ
く
。
他
の
セ
ミ
ナ
ー
に

は
な
い
、
初
め
て
聞
く
話
が
満
載
で
あ
ろ
う
。

②

講
師
陣
が
超
豪
華
で
あ
る

講
師
は
、
向
山
行
雄
氏
、
谷
和
樹
氏
、
長
谷
川
博
之
氏
、

小
嶋
悠
紀
氏
で
あ
る
。
向
山
氏
に
は
、「
国
家
の
安
全
保

障
・
危
機
管
理
教
育
」、
谷
氏
に
は
「
こ
れ
か
ら
の
危
機

管
理
教
育
」、
長
谷
川
氏
に
は
「
生
徒
指
導
の
機
能
を
生

か
し
た
危
機
管
理
」、
小
嶋
氏
に
は
「
特
別
支
援
の
視
点

に
よ
る
教
室
で
の
危
機
管
理
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し

い
た
だ
く
。

③

具
体
的
か
つ
豊
富
な
経
験
の
実
践
発
表

実
践
発
表
の
三
名
も
見
逃
せ
な
い
。

原
田
朋
哉
氏
は
「
不
審
者
対
応
」、
溝
端
達
也
氏
は

「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
の
防
災
教
育
」、
多
々
野

智
子
氏
は
「
感
染
症
対
応
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
教
育

現
場
で
の
実
践
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
。
い
ず
れ
も
私
た

ち
が
経
験
し
て
い
な
い
、
深
い
内
容
が
期
待
で
き
る
。

２

五
月
の
段
階
で
既
に
三
〇
〇
人
以
上
の
申
し
込

み
！

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
や
す
い

午
前
中
二
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
夏
休
み
開
催
な

の
で
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
比
較
的
参
加
し
や
す
い
。

千葉県成田市立公津小学校 小
㆓

松
まㆤ

和
かず

重
㆗㆒

これからの時代に必要な「危機管理」教育─TOSSの危機管理セミナーで伝えたいこと
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੩Ԭ県੩Ԭࢢ立ਗ਼ਫ༗౓ୈೋ小学校

手
ㆦ

塚
ㆥか

美
ㆿ

和
㇏

奈
ㆪ

良
㇉

部
ㆹ

芙
ㆵ

由
㇆

子
㆓

੩Ԭ県ެ立小学校

楽しい活動を組み合わせ
て１年生の語彙を増やす
語彙を豊かにしていくことは、
子供たちの学力保障のために欠
かせない。

ޫଜਤॻɾ̍年্ɾ̥102�103

1年

と
同
じ
よ
う
に
、
ぐ
る
っ
と
囲
み

ま
す
。

Ｔ

縦
に
は
、
他
に
、
ど
ん
な
言
葉

が
隠
れ
て
い
る
か
な
。
見
付
け
た

ら
、
手
を
あ
げ
ま
す
。

縦
の
一
列
だ
け
に
着
目
さ
せ
る
た

め
た
め
に
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
。

情
報
量
の
制
御
で
あ
る
。
こ
れ
で
、

情
報
が
多
す
ぎ
る
児
童
も
集
中
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｃ

ひ
つ
じ
。

Ｔ

ひ
つ
じ
で
す
ね
。
み
ん
な
も
見

一
つ
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
あ

る
。次

の
よ
う
な
活
動
も
入
れ
る
。

Ｔ

は
じ
め
に
「
や
」
の
付
く
言
葉

を
、
ノ
ー
ト
に
一
つ
書
き
ま
す
。

Ｔ

書
け
た
人
は
、
先
生
の
と
こ
ろ

に
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

Ｔ
「
や
」
の
付
く
言
葉
を
い
っ
ぱ

い
見
付
け
た
ね
。
次
は
、
真
ん
中

に
「
や
」
の
付
く
言
葉
だ
よ
。
何

が
あ
る
か
な
。
見
付
け
た
人
は
立

ち
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
学
期
の
「
言
葉
探
し

１
」
で
学
習
し
た
内
容
だ
。
語
彙
の

学
習
は
一
時
間
で
身
に
付
く
も
の
で

は
な
い
。
当
然
、
年
間
を
通
じ
て

「
帯
」
で
学
習
す
る
。

表
か
ら
こ
と
ば
を
探
す

Ｔ

教
科
書
。
先
生
の
後
に
つ
い
て

読
ん
で
ご
ら
ん
。

Ｔ

縦
で
す
。「
い
ぬ
」
っ
て
書
い

て
あ
り
ま
す
。
見
付
け
た
ら
指
を

置
き
ま
す
。
み
ん
な
も
、
教
科
書

２

ど
の
子
に
も
や
さ
し
い
手
立
て

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
始
め
る
。

教
科
書
の
表
に
出
て
く
る
単
語
を

次
々
と
唱
え
さ
せ
る
。

Ｔ

ひ
つ
じ
。

Ｃ

ひ
つ
じ
。

Ｔ

お
ん
ぷ
。

Ｃ

お
ん
ぷ
。

表
の
平
仮
名
か
ら
言
葉
を
見
付
け

だ
す
活
動
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

し
か
し
、
つ
ま
ず
く
子
も
い
る
。

１

次
の
よ
う
な
子
で
あ
る
。

①

そ
も
そ
も
、
そ
の
単
語
を

知
ら
な
い
子
。

②

流
暢
に
読
め
な
い
た
め
に
、

単
語
を
認
識
で
き
な
い
子
。

③

情
報
が
多
す
ぎ
て
、
選
択

的
注
意
が
で
き
な
い
子
。

④

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

「
上
か
ら
下
」「
右
か
ら
左
」

以
外
の
「
斜
め
」
の
並
び
方

で
は
、
言
葉
の
認
識
が
難
し

い
子
。

こ
う
し
た
つ
ま
ず
き
を
未
然
に
防

ぎ
、
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
手
立
て
の

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の国語授業

Japanese
国語
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う
が
、
次
は
、Jam

board

を
使
う

の
が
い
い
だ
ろ
う
。
付
箋
機
能
を

使
っ
て
、
マ
ス
目
に
一
文
字
ず
つ
は

め
こ
ん
で
い
く
。

Google
Classroom

の
教
材
配

布
機
能
で
「
コ
ピ
ー
を
作
成
」
を

使
っ
て
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
一
人
ず
つ

に
配
付
し
、
付
箋
機
能
で
文
字
を
配

置
さ
せ
れ
ば
よ
い
。

あ
と
は
、
友
達
の
作
っ
た
パ
ズ
ル

で
互
い
に
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
。

語
彙
指
導
の
重
要
性

語
彙
指
導
は
、
新
学
習
指
導
要
領

に
お
い
て
、
新
し
く
入
っ
た
項
目
で

あ
る
。「
語
彙
は
全
て
の
教
科
等
に

お
け
る
資
質
・
能
力
の
育
成
や
学
習

の
基
盤
と
な
る
言
語
能
力
の
重
要
な

要
素
」
で
あ
り
、
各
学
年
で
年
間
を

通
し
て
計
画
的
に
指
導
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。

５

Ｔ

昨
日
ど
ん
な
言
葉
を
見
付
け
ま

し
た
か
？

Ｃ

み
ち
。

Ｃ

だ
い
く
。

Ｃ

も
も
。

列
指
名
で
、
次
々
に
、
ど
ん
な
言

葉
を
見
付
け
た
か
聞
い
て
い
く
。

Ｔ

見
付
け
た
言
葉
を
、
ノ
ー
ト
に

て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

言
葉
の
上
に
①
②
と
書
き
ま
す
。

Ｔ

Ａ
く
ん
、
何
を
見
付
け
ま
し
た

か
？

Ａ

も
も
で
す
。

Ｔ

先
生
、「
も
も
」
っ
て
見
た
こ

と
な
い
ん
だ
け
ど
、
Ａ
く
ん
は

「
も
も
」
を
見
た
こ
と
あ
る
の
？

Ａ

見
た
こ
と
あ
る
。

Ｔ

も
も
っ
て
な
ん
で
す
か
？

Ｃ

も
も
は
、
く
だ
も
の
で
す
。

Ｔ

ど
ん
な
味
が
す
る
の
？

Ｃ

甘
い
味
が
し
ま
す
。

Ｔ

ど
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
？

Ａ

丸
い
形
で
す
。

教
師
と
児
童
で
こ
ん
な
や
り
取
り

を
し
た
後
は
、
二
人
を
指
名
し
、
同

じ
よ
う
に
問
答
を
さ
せ
る
。

そ
の
後
、
全
員
に
、
隣
同
士
で
や

り
取
り
を
さ
せ
る
。

こ
う
し
て
言
葉
を
使
わ
せ
る
こ
と

で
、
語
彙
を
よ
り
身
近
に
認
識
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

こ
と
ば
探
し
パ
ズ
ル
を
作
る

最
後
は
教
科
書
の
左
ペ
ー
ジ
で
あ

る
。
自
分
た
ち
で
パ
ズ
ル
を
作
る
。

最
初
は
、
教
科
書
に
書
き
込
み
を
行

４

付
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

ひ
つ
じ

も
、
ぐ
る
っ
と
丸
で
囲
み
ま
す
。

Ｔ

次
は
「
横
」。
横
に
も
挑
戦
し

て
み
よ
う
。

Ｃ

い
ち
ね
ん
せ
い
。

Ｃ

い
ち
も
あ
る
。

Ｔ
「
縦
」「
横
」
次
は
？

Ｃ
「
斜
め
！
」

Ｔ

斜
め
の
中
に
も
あ
る
か
な
？

あ
っ
た
ら
隣
の
子
に
言
い
ま
す
。

Ｔ

全
部
の
中
か
ら
「
縦
」「
横
」「
斜

め
」
の
言
葉
を
見
付
け
ま
す
。
三

個
見
付
け
た
ら
、
丸
で
囲
ん
で
、

先
生
に
見
せ
に
お
い
で
。

児
童
の
見
付
け
た
言
葉
を
確
認
し

た
ら
、
い
っ
ぱ
い
褒
め
る
。
最
初
の

子
が
席
に
着
い
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、

次
の
指
示
を
す
る
。

Ｔ

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
見
付
け

て
丸
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

語
彙
を
自
分
の
言
葉
で
語
る

次
の
時
間
は
、
見
付
け
た
言
葉
に

つ
い
て
「
お
話
」
を
さ
せ
る
。

３
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まずは、例示し、やりたい子に
挑戦させ、褒めることで学級全
体を楽しい雰囲気にして盛り上
げていく。その上で、ノートに
型通りメモする方法を教える。
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配
っ
た
と
き
で
す
。

教
師

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い

ま
し
た
か
（
質
問
３
）。

Ａ
児

は
い
た
つ
係
に
な
っ
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

話
す
こ
と
が
苦
手
な
子
も
質
問
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
は
、「
質
問

の
型
」
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
教
科
書
の
一
二
二
ペ
ー
ジ
に

六
つ
の
例
が
あ
る
。
私
は
、
次
の
三

つ
を
、
必
ず
使
う
型
と
し
て
選
ん
だ
。

板
書

し
つ
も
ん
の
こ
と
ば

１

だ
れ

２

ど
ん
な
と
き

３

ど
う
思
っ
た
か

指
示
２
ま
ず
は
、
こ
の
三
つ

を
使
っ
て
会
話
を
つ
な
げ
ま

す
。
今
度
は
み
ん
な
に
や
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
だ
れ
か
二

人
で
や
っ
て
み
た
い
人
！

挙
手
し
た
数
ペ
ア
に
こ
の
流
れ
で

指
示
１
今
日
は
、う
れ
し
か
っ

た
言
葉
を
使
っ
て
、
会
話
を

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
だ
れ

か
、先
生
と
や
っ
て
み
た
い
人
。

こ
こ
は
、
全
体
に
手
本
を
示
す
場

面
で
あ
る
。
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
を

発
言
し
た
子
、か
つ
、ス
ム
ー
ズ
に
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
子
を
指
名
す
る
。

教
師

あ
な
た
が
言
わ
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
言
葉
は
何
で
す

か
。

Ａ
児
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。

教
師

だ
れ
（
質
問
１
）
に
言

わ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
児

Ｂ
さ
ん
で
す
。

教
師

ど
ん
な
と
き
（
質
問

２
）
に
言
わ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
児

休
み
時
間
に
ノ
ー
ト
を

東
京
書
籍
の
九
月
単
元
「
う
れ
し

く
な
る
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う
」
は
、

「
互
い
の
話
に
関
心
を
も
ち
、
相
手

の
発
言
を
受
け
て
話
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
尋
ね
た
り
、
応
答
し
た
り
す
る

な
ど
し
て
、
少
人
数
で
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。質

問
の
型
を
教
え
る

板
書

言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

ば １

発
問
１
言
わ
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
言
葉
。
た
と
え
ば
、

ど
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
か
。

（
と
言
っ
て
、
教
師
が
片
手

を
挙
げ
る
。
挙
手
し
て
答
え

る
合
図
）

ま
ず
は
、
例
示
す
る
。
質
問
を
し
、

す
ぐ
に
思
い
付
く
子
が
ク
ラ
ス
に
は

何
人
か
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
な
け

れ
ば
、
教
師
が
「
先
生
は
、
あ
り
が

と
う
、
と
言
わ
れ
た
ら
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。
み
ん
な
は
ど
う
？
」
と
例

を
出
せ
ば
よ
い
。

挙
手
し
た
子
を
指
名
し
て
い
き
、

そ
の
言
葉
を
板
書
す
る
。
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応
答
の
仕
方
を
教
え
る

次
の
時
間
に
は
、
応
答
の
仕
方
を

教
え
る
。
教
科
書
一
一
七
ペ
ー
ジ
を

読
み
、
見
付
け
さ
せ
る
。
二
パ
タ
ー

ン
あ
る
。
一
つ
は
、「
よ
か
っ
た
で

す
ね
」「
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
い

う
共
感
の
言
葉
。
も
う
一
つ
は
、「
わ

た
し
も
〜
で
す
」
と
い
う
自
分
と
似

て
い
る
こ
と
や
同
じ
こ
と
を
伝
え
る

言
葉
で
あ
る
。
一
時
間
目
と
同
様
に
、

教
師
が
手
本
を
示
し
、
真
似
さ
せ
、

で
き
た
こ
と
を
褒
め
て
い
く
。

三
人
組
で
会
話
を
つ
な
げ
る

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
教
師
が
子

供
二
人
と
三
人
で
会
話
を
つ
な
げ
て

見
せ
、
子
供
た
ち
に
挑
戦
さ
せ
る
。

三
人
組
で
の
会
話
は
二
年
生
に
は
や

や
難
し
い
。
上
手
に
他
の
二
人
に
配

慮
し
な
が
ら
、
会
話
を
つ
な
げ
て
い

る
子
を
紹
介
し
、
真
似
さ
せ
る
と
良

い
。 ５６

質
問
す
る
と
き
に
使
う
言
葉
を
黒

板
に
追
加
す
る
。

指
示
４
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の

型
に
加
え
て
、
そ
の
と
き
に

も
っ
と
知
り
た
い
な
と
思
う

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。
一
つ

加
え
ら
れ
た
ら
、
す
ば
ら
し

い
！
や
っ
て
み
た
い
人
！

こ
こ
で
も
、教
師
が
何
人
か
と
や
っ

て
見
せ
て
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

せ
る
。
学
級
に
よ
っ
て
、
で
き
そ
う

な
ら
、
ペ
ア
で
の
活
動
を
入
れ
る
。

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
す
る

子
供
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
場
で
、

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
た
う
れ
し
い
言
葉

を
考
え
て
言
っ
た
り
、
質
問
に
答
え

た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
子
も
い
る
。

そ
こ
で
、
メ
モ
を
書
か
せ
る
。
教
科

書
で
は
、「
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
て

い
る
が
、
私
は
ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と

が
良
い
と
考
え
る
。
ノ
ー
ト
で
あ
れ

ば
、
書
き
た
い
子
は
、
次
々
と
別
の

３

言
葉
で
メ
モ
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
へ
の
書
き
方
を
教
え
る
と

き
、
私
は
教
育
技
術
研
究
所
の
ジ
ャ

ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
を
黒

板
に
貼
っ
て
使
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ト

指
導
に
大
変
重
宝
し
て
い
る
。

担
任
し
て
い
る
二
年
生
に
実
践
し

た
時
、
自
分
か
ら
、
４
、
５
と
質
問

を
考
え
、
付
け
加
え
て
い
る
子
が
い

た
。
全
体
に
紹
介
し
、
褒
め
た
。

メ
モ
を
書
く
こ
と
が
難
し
い
子
は
、

教
師
が
一
対
一
で
対
話
し
、
聞
き
出

し
、
赤
鉛
筆
で
薄
く
書
き
、
な
ぞ
ら

せ
た
。
な
ぞ
っ
た
ら
、
大
き
く
花
丸

を
つ
け
、
褒
め
る
と
、
嫌
が
ら
ず
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。

ペ
ア
で
や
り
取
り
を
す
る

質
問
の
型
＋α
で
会
話
を
つ
な
げ
る
。

４

み
ん
な
の
前
で
や
ら
せ
、
力
強
く
褒

め
る
。質

問
を
加
え
る

指
示
３
次
は
、
少
し
レ
ベ
ル

を
上
げ
ま
す
。
さ
っ
き
と
違

う
点
を
見
付
け
ま
す
。
や
っ

て
み
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
最
初
に
一
緒
に
例
示

を
し
た
Ａ
児
を
再
度
立
た
せ
、
再
現

す
る
。
そ
の
中
で
、
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
点
を
教
師
が
Ａ
児
に
質
問

す
る
。
例
え
ば
、「
一
日
に
何
回
く

ら
い
仕
事
を
し
ま
す
か
」「
配
る
と

き
に
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す

か
」
と
い
う
よ
う
に
「
だ
れ
」「
ど

ん
な
」
な
ど
、「
質
問
す
る
と
き
に

使
う
こ
と
ば
」
を
加
え
た
質
問
を
し

て
い
く
。

板
書

４

何
、
何
回

５

ど
ん
な
〜

２
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実現できる学びとその組み立て。
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今
回
の
場
合
、
そ
れ
で
も
良
い
。

し
か
し
、
学
力
的
に
厳
し
い
子
供
た

ち
の
場
合
、
何
人
か
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
得
る
。

そ
こ
で
、
例
題
は
「
グ
ル
ー
プ
」

で
や
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

指
示
３
先
生
が
一
目
で
見
て
分
か

る
よ
う
に
、
絵
に
し
て
説
明
し
て

も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
各
グ
ル
ー
プ
は

熱
中
状
態
に
な
る
。

し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
学

び
方
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
状
況
も

よ
く
起
こ
る
。

そ
れ
は
、

「
勉
強
の
で
き
る
子
供
が
次
々
に
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
、
苦
手
な
子
供

が
聞
い
て
い
な
い
・
何
も
し
て
い
な
い
」

と
い
う
状
態
で
あ
る
。

こ
れ
を
打
破
す
る
「
組
立
て
」
が

必
要
な
の
だ
。

私
は
時
々
、
次
の
よ
う
に
し
て
指

示
を
し
て
い
る
。

指
示
４
絵
を
描
き
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
な
さ

　
　

四
人
ず
つ
座
る
ん
だ
か
ら
、

き
っ
ち
り
四
人
座
っ
て
い
る
の

が
八
き
ゃ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
い
よ
ね
？

「
今
ま
で
は
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
大
切
だ
。「
あ
ま
り
」
を
ど
う
処

理
す
る
か
と
い
う
概
念
に
意
識
が
向

い
て
い
な
い
の
で
、「
こ
れ
ま
で
と

違
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
布
石
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
子
供
た
ち
は
、「
ち
が

う
！

ち
が
う
！
」
と
大
合
唱
で
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、「
あ
ま
り
の
こ

と
を
考
え
な
い
と
！
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
く
る
。

通
常
な
ら
ば
、
こ
こ
で
、「
説
明

で
き
る
子
供
」
を
指
名
し
て
、
そ
の

子
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で
終
わ
る
だ

ろ
う
。

そ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

向
山
型
算
数
の
パ
ー
ツ
の
中
で
、

「
子
供
に
任
せ
る
」
パ
ー
ツ
が
あ
る
。

代
表
的
な
も
の
が
「
先
生
に
一
目
で

見
て
分
か
る
よ
う
に
し
て
持
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
で
あ
る
。

向
山
型
算
数
は
、
平
均
点
九
〇
点

を
超
え
る
「
基
礎
的
学
力
」
の
形
成

と
併
せ
て
、「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
。

啓
林
館
三
年
上
一
一
一
ペ
ー
ジ

「
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算
」
で
あ
る
。

問
題
文
は
下
記
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

「
��
人
の
子
ど
も
が
、
長
い
す
１

き
ゃ
く
に
４
人
ず
つ
す
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
み
ん
な
す
わ
る
に
は
、
長
い

す
が
何
き
ゃ
く
い
り
ま
す
か
。」

読
ま
せ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
進

め
る
。

指
示
１
ノ
ー
ト
に
式
を
書
き
な
さ

い
。

指
示
２
答
え
と
あ
ま
り
を
書
き
な

さ
い
。

発
問
１
こ
れ
は
と
て
も
簡
単
で
す

ね
。
な
ぜ
で
す
か
？

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。

発
問
２
答
え
は
８
で
す
ね
。

　
　

み
ん
な
座
る
に
は
、
い
す
は
八

き
ゃ
く
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
？

す
る
と
、
多
く
の
子
供
た
ち
は
、

「
そ
れ
で
は
ダ
メ
だ
！
」
と
言
っ
て

く
る
。

こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
切
り
替
え

る
か
が
大
切
だ
。

発
問
３
だ
っ
て
、「
今
ま
で
の
」
わ

り
算
の
授
業
で
は
、「
答
え
」
が

大
切
で
し
た
よ
ね
。

TOSS授業技量検定七段
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く
、
個
人
学
習
に
移
る
。

指
示
５
次
は
自
分
一
人
で
、
先
生

が
一
目
見
て
分
か
る
よ
う
に

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

で
あ
る
。
実
は
こ
の
２
パ
ー
ツ
を
、

年
間
を
通
し
て
体
験
さ
せ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
協
働
の
学
び
の

時
に
、
聞
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
参

加
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
絶
対

に
一
人
で
は
問
題
を
解
く
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
通
し

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
班
で
の
協
働
的

な
学
び
が
よ
り
深
い
学
び
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。

ま
さ
に
「
ど
う
学
ぶ
か
」
を
子
供

た
ち
が
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
教
科
書
の
場
合
、
練
習
問
題

は
二
問
あ
る
。

最
近
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
に
、

全
問
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

「
ど
ち
ら
で
学
ん
で
み
た
い
で
す

か
？
」

と
問
題
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
「
個
別
最
適
な
学

び
方
」を
体
感
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
あ
き
」
と
い
う
説
明
が
出
て
き
て

い
る
こ
と
が
、「
一
目
で
見
て
分
か

る
」
よ
う
に
絵
を
描
か
せ
た
指
示
３

が
効
い
て
い
る
証
拠
で
も
あ
る
。

ち
な
み
に
教
師
が
指
名
す
る
時
に

は
、
き
ち
ん
と
し
た
意
図
が
必
要
で

あ
る
。

二
学
期
の
時
点
で
は
、
ク
ラ
ス
の

一
人
一
人
の
状
況
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

「
成
長
を
促
し
た
い
子
供
」「
ち
ょ
っ

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
子
供
」
な

ど
を
適
切
に
指
名
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
の
説
明
の
場
面
も
、
班
で
練

習
し
て
か
ら
発
表
す
る
班
、
発
表
が

苦
手
な
の
で
、
近
く
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
班
な
ど
、
多
様
な
学
び
や

支
え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
協
働
」
す
る
学
び

を
保
証
し
な
が
ら
も
、
全
員
の
原
則

を
保
証
で
き
る
の
は
向
山
型
算
数
だ

け
で
あ
ろ
う
。

次
に
待
ち
構
え
て
い
る
の
は
、「
練

習
問
題
」
の
箇
所
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
班
の
協
働
学
習
で
は
な

い
。
最
後
に
グ
ル
ー
プ
の
代
表
に

そ
の
絵
を
使
っ
て
説
明
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
説
明
す
る
代
表
者
は

先
生
が
選
び
ま
す
。
班
の
中
の
誰

が
指
名
さ
れ
て
も
説
明
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
な
さ
い
。

こ
の
一
言
だ
け
で
、
真
剣
度
が
大

き
く
変
化
す
る
は
ず
だ
。

今
で
あ
れ
ば
、+BN

CPBSE

や
ス

プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
な
ど
に
グ
ル
ー
プ

数
分
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
各
班
で
協

働
で
絵
を
描
い
た
り
説
明
を
書
い
た

り
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

グ
ル
ー
プ
で
絵
が
描
け
て
、
説
明

が
で
き
た
時
点
で
全
体
発
表
に
移
る
。

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、

各
班
の
発
表
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
に
コ

メ
ン
ト
が
で
き
、
評
価
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

下
記
に
、
い
く
つ
か
グ
ル
ー
プ
の

写
真
を
掲
載
し
て
お
く
。

こ
の
時
点
で
は
、J1BE

で
書
き
込

み
な
が
ら
全
体
説
明
を
し
て
い
る
。
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長
ㆯ

谷
㆛

川
ㆋ㇏

博
ㆲ㇍

之
㇆ㆌ

「ぼくは川」の語りの
意図を明らかにする
改行やスペースの意味を考えさ
せ、意図に気付かせる。
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4年

破
調
の
効
果
を
考
え
さ
せ
る

加
え
て
、
こ
の
一
行
が
な
け
れ
ば
、

必
要
が
な
く
な
る
言
葉
が
あ
る
。

発
問
２
「
ぼ
く
は
川
」
が
な
け

れ
ば
要
ら
な
く
な
る
二
字
が

あ
り
ま
す
。
何
で
す
か
。

指
示
２
二
重
線
で
消
し
て
、

見
せ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

難
問
で
あ
る
。
ゆ
え
に
敢
え
て
二

字
と
限
定
す
る
。

正
解
が
出
な
く
と
も
よ
い
。

リ
ズ
ム
（
音
数
律
）
で
言
う
な
ら

２

授
業
の
勘
所
で
あ
る
。

作
品
を
、
次
の
よ
う
に
変
形
し
て

示
す
。

一
、
二
行
目
の
改
行
を
元
に
戻
し
、

各
行
の
後
半
部
の
フ
ォ
ン
ト
を
変
え

た
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
で
気
付
く
子
供
が
出
て
く
る
。

「
ぼ
く
は
川
」
だ
け
が
異
質
な
の
で

あ
る
。

こ
の
一
行
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

定
型
が
崩
れ
、
作
品
に
一
層
の
味
わ

い
が
生
ま
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
破
調
」
で
あ
る
。

破
調
に
気
付
か
せ
る

す
ら
す
ら
音
読
で
き
る
ま
で
練
習

さ
せ
る
。

指
名
な
し
朗
読
に
挑
ま
せ
る
。

こ
れ
で
視
覚
的
に
も
聴
覚
的
に
も

十
分
な
入
出
力
を
保
証
す
る
。

内
容
理
解
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
を
開
か
せ
る
。
題
名
、
作

者
名
、
話
者
を
書
か
せ
つ
つ
、
テ
ン

ポ
よ
く
確
認
す
る
。

次
に
、
行
番
号
を
振
ら
せ
る
。

発
問
１
最
も
重
要
な
一
行
は

ど
れ
で
す
か
。

指
示
１
「
最
も
重
要
な
一
行
は

１

○
行
で
あ
る
」
と
書
き
、
理

由
を
書
き
な
さ
い
。

一
行
目
か
ら
一
二
行
目
ま
で
、
選

ん
だ
一
箇
所
で
挙
手
さ
せ
る
。

人
数
分
布
を
示
し
、
人
数
の
少
な

い
所
か
ら
理
由
を
述
べ
さ
せ
る
。

こ
の
手
順
を
踏
め
ば
、
意
見
は
六

行
目
に
ま
と
ま
る
だ
ろ
う
。

次
の
理
由
が
挙
が
る
は
ず
だ
。

題
名
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

そ
れ
も
よ
い
。
だ
が
、
足
り
な
い
。

説
明
し
て
は
も
っ
た
い
な
い
。
気

付
か
せ
る
必
要
が
あ
る
。

大
切
な
こ
と
は
教
え
な
い
の
が
、

TOSS授業技量検定七段
長谷川博之の国語授業
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以
下
を
問
う
。

①

一
、
二
行
目
の
改
行
の
理
由

②

四
行
目
で
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て

い
る
理
由

③

五
行
目
の
ス
ペ
ー
ス
の
理
由

す
べ
て
の
語
り
に
意
図
が
あ
る
。

そ
の
意
図
を
読
ま
せ
る
の
だ
。

源
流
点
か
ら
流
れ
出
し
、
刻
々
と

変
化
し
て
い
く
川
の
、
ま
さ
に
そ
の

広
が
り
や
勢
い
を
視
覚
的
に
、
そ
し

て
音
韻
的
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
私
な
ら
こ
う
授
業
す
る
。

声
に
出
し
て
読
ま
せ
よ
う
。
そ
し

て
原
形
の
詩
と
読
み
比
べ
さ
せ
よ
う
。

定
型
に
直
せ
ば
、
確
か
に
き
れ
い

で
あ
る
。

だ
が
、
何
と
も
味
気
な
い
の
だ
。

原
形
の
よ
う
に
、
時
折
リ
ズ
ム
が
崩

れ
て
い
る
詩
の
方
が
、
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
隙
間
が
あ
っ
て
よ
い
。

読
み
手
を
立
ち
止
ま
ら
せ
る
た
め

に
、
作
者
は
プ
ロ
と
し
て
、
意
図
的

に
作
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

語
り
の
意
図
を
考
え
さ
せ
る

も
う
少
々
「
語
り
」
の
問
題
に

突
っ
込
ん
で
み
た
い
。

発
問
３
な
ぜ
「
も
う
と
ま
ら

な
い
」
と
七
音
に
し
た
の
か
。

指
示
３
「
リ
ズ
ム
を
く
ず
す
た

め
」
以
外
の
考
え
を
書
き
な

さ
い
。

こ
れ
は
も
は
や
言
い
っ
放
し
で
良

い
問
題
で
あ
る
。
一
人
や
二
人
、
意

見
が
言
え
る
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
。

「
ぼ
く
は
川
」
の
五
音
に
つ
な
げ
る

た
め
、
と
い
う
解
釈
が
ひ
と
つ
は
あ

ろ
う
。
ま
た
、
四
年
生
で
は
難
し
い

が
、「
と
ま
れ
と
言
っ
て
も
と
ま
ら

な
い
」「
も
う
と
ま
ら
な
い
ぼ
く
は

川
」
と
い
う
く
り
返
し
を
暗
示
す
る

「
応
用
的
な
省
略
」
で
あ
る
と
読
む

こ
と
も
で
き
よ
う
。

楽
し
く
議
論
さ
せ
た
い
も
の
だ
。

こ
こ
ま
で
や
っ
て
、
原
形
に
戻
る
。

確
認
し
て
お
く
べ
き
事
項
が
残
っ

て
い
る
。

３

ば
、「
も
う
と
ま
ら
な
い
」（
七
音
）

と
「
の
た
う
っ
た
り
」（
六
音
）
が

引
っ
か
か
る
。

二
字
と
限
定
し
て
い
る
か
ら
、「
も

う
」
が
要
ら
な
い
と
落
と
せ
る
。

右
の
三
行
目
「
く
ね
っ
て

う

ね
っ
て

ほ
と
ば
し
り
」
の
二
箇
所
、

四
行
目
「
と
ま
れ
と
言
っ
て
も

も

う
と
ま
ら
な
い
」
の
一
箇
所
の
「
ス

ペ
ー
ス
」
を
取
り
除
け
ば
、
き
れ
い

な
定
型
詩
に
な
る
。
示
す
。



��

ॴڀݚत๏૑଄ڭ

椿
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原
ㆯ㇉

正
ま㆕

和
かず

「からたちの花」
（北原白秋）を
１時間で授業する
２学期最初の国語の授業は、高
学年らしい「知的さ」を中心に
組み立てる！
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の
詩
だ
」「
か
ら
た
ち
っ
て
何
だ
ろ

う
」
等
々
。

簡
単
な
問
い
（
問
答
）

簡
単
な
問
い
を
リ
ズ
ム
良
く
出
す
。

答
え
は
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
理
由

は
書
か
せ
な
い
。

①

何
連
の
詩
で
す
か
。（
六
連
）

②

話
者
は
大
人
で
す
か
。
子
供
で

す
か
。（
子
供
「
〜
よ
」）

③

話
者
は
女
で
す
か
。
男
で
す
か
。

（
分
か
ら
な
い
）

④

こ
の
詩
の
情
景
は
都
会
で
す
か
。

田
舎
で
す
か
。（
田
舎
）

⑤

く
り
返
さ
れ
る
連
は
何
連
と
何

連
で
す
か
。（
一
、
六
連

類
縁

構
造
）

⑥

く
り
返
し
出
て
く
る
言
葉
は
何

で
す
か
。（「
よ
」「
か
ら
た
ち
」「
各

連
の
二
行
目
」）

⑦

季
節
を
表
す
言
葉
は
ど
れ
で
す

か
。（「
白
い
花
」「
金
の
た
ま
」

「
秋
」）

３

自
由
に
読
ま
せ
る

詩
の
リ
ズ
ム
や
構
造
に
つ
い
て
気

付
か
せ
る
た
め
に
自
由
に
読
ま
せ
る
。

指
示
１
自
由
に
読
ん
で
ご
ら
ん
な

さ
い
。

発
問
１
詩
を
読
ん
で
分
か
っ
た
こ

と
、
気
が
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た

こ
と
を
箇
条
書
き
に
し
な
さ
い
。

二
、
三
名
に
発
表
さ
せ
る
。
例
示

だ
。
そ
の
後
、「
一
つ
書
け
た
ら
持
っ

て
来
ま
す
」
と
言
っ
て
持
っ
て
来
さ

せ
る
。
一
人
三
秒
以
内
で
丸
を
付
け

て
あ
げ
る
。
短
く
力
強
く
褒
め
る
。

「
合
格
」「
丁
寧
に
書
け
て
る
」「
箇

条
書
き
の
番
号
が
書
い
て
あ
る
」「
両

手
で
出
し
て
い
る
」「
お
願
い
し
ま

す
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
そ
の

子
の
良
さ
を
全
体
に
聞
こ
え
る
よ
う

に
褒
め
る
。
全
員
に
丸
を
付
け
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

こ
の
発
問
で
は
多
く
の
考
え
が
出

さ
れ
る
。「
行
の
最
後
は
全
て
『
よ
』

と
書
い
て
あ
る
」「
連
の
二
行
目
は

く
り
返
し
に
な
っ
て
い
る
」「
六
連

２

前
提
と
な
る
情
報

「
か
ら
た
ち
の
花
」（
北
原
白
秋
）

を
読
解
す
る
上
で
、
前
提
と
な
る
情

報
が
あ
る
。
次
だ
。

か
ら
た
ち

二
学
期
最
初
の
一
時
間
扱
い
の
教

材
で
あ
る
か
ら
、
教
師
か
ら
情
報
提

示
す
る
。
画
像
が
よ
い
だ
ろ
う
。

①

か
ら
た
ち
の
花
（
春
）

②

と
げ

③

か
ら
た
ち
の
実
（
秋
）

こ
の
画
像
は
黒
板
に
掲
示
し
て
お

く
。 １
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発
問
５
あ
な
た
は
、
第
一
連
と
第

六
連
の
「
白
い
花
」
は
同
じ
だ
と

考
え
ま
す
か
。
違
う
と
考
え
ま
す

か
。

こ
れ
は
解
釈
に
よ
っ
て
違
っ
て
よ

い
。
発
問
の
冒
頭
に
「
あ
な
た
は
」

と
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
。
学
習
指
導

要
領
の
資
質
・
能
力
の
二
番
に
「
思

考
力
（
考
え
）、
判
断
力
（
根
拠
）、

表
現
力
（
書
く
）
等
の
育
成
」
と
明

記
さ
れ
た
。
こ
の
三
つ
は
い
ず
れ
も

重
要
だ
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
セ
ッ
ト
で

指
導
す
る
こ
と
な
の
だ
。

つ
ま
り
、
根
拠
を
も
っ
て
自
ら
の

考
え
を
書
く
力
が
求
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
追
憶
は
春
か
ら
秋
に

廻
り
、
ふ
と
気
づ
く
と
無
心
に
咲
く

白
い
花
の
春
で
あ
る
。
も
は
や
そ
の

懐
か
し
い
幼
児
に
戻
る
術
も
な
い
。」

（
野
口
芳
宏
氏
）
と
解
釈
す
れ
ば
、

第
一
連
と
第
六
連
の
「
白
い
花
」
は

別
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【
第
三
連
】

五
七
調

か
ら
た
ち
は
／
畑
の
垣
根
よ

七
五
調
（
お
か
し
い
）

か
ら
た
ち
は
畑
の
／
垣
根
よ

し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
は
五
七
調

で
読
む
こ
と
で
リ
ズ
ム
良
く
読
め
る

こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
各
連
の
二
行
目
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

【
第
一
連
】

白
い
白
い
／
花
が
咲
い
た
よ
。

六
音
／
七
音
と
な
る
。
こ
れ
は
、

「
白
い
白
い
」
の
後
に
一
拍
間
を

と
っ
て
「
七
七
調
」
で
読
む
よ
う
に

す
る
と
リ
ズ
ム
が
良
く
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
詩
は
各
連
の

一
行
目

五
七
調

二
行
目

七
七
調

で
読
む
と
よ
い
の
で
あ
る
。

リ
ズ
ム

詩
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
さ
せ

る
。 ５

発
問
４
「
よ
・
二
行
目
最
初
」
以
外

に
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
る

の
は
何
で
す
か
。

こ
れ
は
、
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い

だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ヒ
ン
ト
を
出
す
。

指
示
２
各
行
の
最
初
の
文
字
を
丸

で
囲
み
な
さ
い
。

連
ご
と
に
並
べ
る
。

「
か
（
ａ
）」
「
白
（
ｉ
）」

「
か
（
ａ
）」
「
青
（
ａ
）」

「
か
（
ａ
）」
「
い
（
ｉ
）」

「
か
（
ａ
）」
「
ま
（
ａ
）」

「
か
（
ａ
）」
「
み
（
ｉ
）」

「
か
（
ａ
）」
「
白
（
ｉ
）」

つ
ま
り
、頭
韻
は
「
ａ
」
と
「
ｉ
」

で
、
脚
韻
は
「
よ
」
で
統
一
さ
れ
て

い
る
。
頭
韻
に
も
気
付
か
せ
る
こ
と

で
、
こ
の
詩
の
リ
ズ
ム
の
良
さ
の
秘

密
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
連
と
第
六
連

最
後
に
第
一
連
と
第
六
連
を
検
討

す
る
。

６

五
七
調
か
七
五
調
か

第
一
連
を
一
列
を
指
名
し
て
一
人

ず
つ
読
ま
せ
る
。

発
問
２
一
行
目
は
ど
こ
で
区
切
り

ま
す
か
。

Ａ

か
ら
た
ち
の
／
花
が
咲
い
た
よ
。

Ｂ

か
ら
た
ち
の
花
が
／
咲
い
た
よ
。

Ａ
は
五
七
調
の
読
み
。

Ｂ
は
七
五
調
の
読
み
。

ど
ち
ら
も
意
味
は
通
じ
る
。

し
か
し
、
詩
全
体
と
し
て
の
リ
ズ

ム
を
考
え
た
場
合
、
ど
ち
ら
で
も
良

い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ど

ち
ら
が
良
い
か
検
討
す
る
。

発
問
３
他
の
連
の
一
行
目
は
ど
こ

で
区
切
れ
ま
す
か
。

子
供
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
音
読
さ
せ

て
確
認
さ
せ
る
。

第
三
連
だ
け
が
七
五
調
で
は
意
味

が
お
か
し
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

４
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6年

る
「
ヤ
シ
の
み
」
と
い
う
言
葉
を
四

角
で
囲
ま
せ
る
。

発
問
シ
ー
ン
Ａ
の
ヤ
シ
の
み

と
シ
ー
ン
Ｂ
の
ヤ
シ
の
み
は

同
じ
で
す
か
。
そ
れ
と
も
違

い
ま
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
隣
同
士
で
相

談
さ
せ
、
全
体
で
発
表
さ
せ
る
。

様
々
な
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

Ｃ

ヤ
シ
の
み
の
中
で
眠
っ
た
後
だ

か
ら
、
違
う
ヤ
シ
の
み
だ
と
思
い

ま
し
た
。

Ｃ

二
連
の
始
ま
り
が
「
そ
の
眠
り

が
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
同
じ

ヤ
シ
の
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

Ｃ
「
Ａ
」
は
人
が
い
た
頃
の
話
で
、

「
Ｂ
」
は
人
が
い
な
か
っ
た
頃
の

話
だ
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
発
言
か
ら
討
論
へ

一
人
の
子
の
意
見
を
取
り
上
げ
る
。

４

い
。

②
「
全
く
同
じ
表
現
」
を
確

認
す
る
。

Ｔ

詩
の
中
で
全
く
同
じ
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
六
行
で
す
。

そ
の
二
か
所
の
六
行
を
四
角
で
囲

み
な
さ
い
。

◯
◯
君
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

で
す
か
。

Ｃ
「
い
つ
か
の
っ
ぽ
の
」
か
ら
「
そ

の
ワ
ニ
を
川
が
の
む
」
ま
で
で
す
。

③

そ
れ
ぞ
れ
「
シ
ー
ン
Ａ
」

「
シ
ー
ン
Ｂ
」
と
名
付
け
る
。

Ｔ

最
初
の
四
角
を
「
シ
ー
ン
Ａ
」、

二
つ
目
の
四
角
を
「
シ
ー
ン
Ｂ
」

と
し
ま
す
。「
Ａ
」「
Ｂ
」
と
書
き

込
み
な
さ
い
。

「
ヤ
シ
の
み
」を
検
討
す
る
発
問

次
に
、
Ａ
と
Ｂ
の
両
方
に
出
て
く

３

ま
ず
音
読

詩
の
授
業
で
音
読
は
外
せ
な
い
。

す
ら
す
ら
と
読
め
る
こ
と
。

そ
れ
が
第
一
だ
。

楽
し
く
音
読
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
で
ほ
ぼ
十
分
と
言
っ
て
い
い
。

声
量
豊
か
に
、
リ
ズ
ム
良
く
、
楽

し
く
、
読
ま
せ
る
。

追
い
か
け
読
み
、
交
代
読
み
等
、

様
々
な
読
み
方
を
経
験
さ
せ
る
。

そ
の
上
で
、
い
く
つ
か
の
発
問
を

し
て
も
い
い
。

子
供
た
ち
が
、
豊
か
に
イ
メ
ー
ジ

１

を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
読
み
味
わ
え

る
よ
う
、
授
業
を
展
開
し
た
い
。

話
し
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
た
め
の
基
礎
作
業

①

行
番
号
を
書
か
せ
る

Ｔ

一
行
目
か
ら
番
号
を
ふ
っ
て
い

き
ま
す
。
最
後
は
何
行
に
な
り
ま

す
か
。

Ｃ

二
二
行
で
す
。

Ｔ

二
二
行
で
す
ね
。
最
後
が
二
二

行
に
な
っ
た
人
は
手
を
挙
げ
な
さ

い
。
違
っ
て
い
た
人
は
直
し
な
さ

２

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の国語授業

Japanese
国語
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み
」
は
メ
タ
フ
ァ
ー
か
も
知
れ
な
い
。

も
し
本
当
の
ヤ
シ
の
木
な
ら
、
千

年
で
一
〇
回
以
上
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

長
い
場
面
や
短
い
場
面
が
、
繰
り

返
し
、
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
起
き

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
最
後

の
四
行
で
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

主
題
の
検
討

発
問
こ
の
詩
の
主
題
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。
漢
字
二
文
字

と
か
、
あ
る
い
は
短
い
文
で

表
現
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
主
題
の
指
導
」
は
別
途
し
て
あ
る

も
の
と
す
る
。「
輪
廻
」
と
か
「
長

く
続
く
自
然
と
短
く
儚
い
人
生
と
の

対
比
」
な
ど
、
詩
の
表
現
か
ら
捉
え

た
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

紹
介
し
た
発
問
群
に
正
解
は
な
い
。

言
葉
を
検
討
し
な
が
ら
熱
中
す
る
授

業
に
し
た
い
。

６

た
こ
と
に
対
し
て
み
ん
な
は
ど
う
思

い
ま
す
か
」
と
問
う
展
開
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
教
師
の
教
材
研
究
が

し
っ
か
り
と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
子
供
の
ち
ょ
っ
と
し
た
発
言
を

見
逃
さ
ず
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

題
名
を
検
討
す
る
発
問

さ
ら
に
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
六
行
あ

る
。
こ
れ
を
「
シ
ー
ン
Ｃ
」
と
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
つ
の
場
面
に
分
け
た
こ

と
に
な
る
。

発
問
Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
で
は
、
ど

の
シ
ー
ン
が
一
番
長
い
時
間

な
の
で
す
か
。
一
つ
決
め
て
、

丸
で
囲
み
な
さ
い
。

Ａ
の
部
分
と
Ｂ
の
部
分
は
、
短
い

時
間
で
起
き
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
対

し
て
、
Ｃ
は
長
い
時
間
を
か
け
て
い

る
よ
う
に
思
う
人
が
多
い
だ
ろ
う
。

５

発
問
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
一

回
ず
つ
起
き
た
の
で
す
か
。

そ
れ
と
も
も
っ
と
た
く
さ
ん

繰
り
返
さ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ
が
一
回
起
き
て
、
Ｃ
が
あ
っ
て
、

ま
た
Ｂ
が
一
回
起
き
て
、
そ
れ
で
物

語
は
終
わ
り
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
こ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
か
。

Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
、
Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｂ

↓
Ｃ
、
Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
と
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
題
名
が
「
せ
ん
ね
ん
ま
ん

ね
ん
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

発
問
ヤ
シ
の
木
の
寿
命
は
ど

れ
く
ら
い
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。

調
べ
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
。
六
〇
年

か
ら
百
年
く
ら
い
だ
そ
う
だ
。

詩
の
世
界
だ
か
ら
必
ず
し
も
科
学

的
で
あ
る
必
要
は
な
い
。「
ヤ
シ
の

発
問
Ｔ
君
が
「
Ｂ
が
先
に
起

き
て
そ
の
後
に
Ａ
が
起
き

た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
意
見
に
賛
成
で
す
か
、
反

対
で
す
か
。

自
由
に
発
言
さ
せ
る
。

一
二
行
目
に
「
そ
の
眠
り
が
夢
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
」
と
あ
る
。
そ

の
後
で
Ｂ
が
発
生
し
て
い
る
。
通
常

は
Ａ
が
先
で
Ｂ
が
後
だ
と
読
む
の
が

自
然
だ
ろ
う
。

「
そ
の
眠
り
が
夢
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
と
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
詩
の
中

で
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
捉
え
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
何
か
が
大
き
く
変
化
し
て
、

そ
し
て
ま
た
Ｂ
が
始
ま
る
。

こ
こ
ま
で
、
私
は
「
Ａ
の
ヤ
シ
の

み
と
Ｂ
の
ヤ
シ
の
み
は
同
じ
か
違
う

か
」
を
聞
い
た
だ
け
だ
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
子
供
た
ち
が

様
々
に
つ
ぶ
や
き
、
出
し
て
き
た
こ

と
を
も
と
に
、「
今
の
○
○
君
が
言
っ

ಈը
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１
グ
ラ
フ
や
写
真
を
見
て
考
え
る

発
問  

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
。

日
本
は
他
国
と
比
べ
て
魚
や
貝
の

消
費
量
が
多
い
。
他
国
と
比
べ
る
こ

と
で
、
私
た
ち
が
日
頃
か
ら
魚
を

使
っ
た
料
理
を
よ
く
食
べ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

学
習
の
中
で
、
教
科
書
の
写
真
に

も
出
て
き
て
い
る
「
練
り
物
」
も
魚

が
原
料
で
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

学
習
問
題
の
ペ
ー
ジ
に
は
多
く
の

社
会
科
用
語
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ

２
本
単
元
で
使
用
す
る
言
葉
の
確
定

ら
を
学
ぶ
た
め
の
発
問
と
し
て

（
例
）「
暖
流
と
寒
流
」
と
は
な

ん
で
す
か
。
正
確
に
説
明
し
な

さ
い
。

と
言
う
と
、
子
供
た
ち
は
教
科
書
か

ら
探
し
て
発
言
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
神
奈
川
県
：
水
本
和
希
氏
追
試
）

発
問  

教
科
書
を
見
て
、
水
産

業
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と

を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
な
さ
い
。

二
学
期
に
も
な
れ
ば
、
教
科
書
の

文
章
と
資
料
を
結
び
付
け
る
こ
と
が

で
き
て
く
る
。
前
時
で
学
習
し
た

３
資
料
と
既
習
と
の
つ
な
げ
方

「
米
づ
く
り
」と
同
じ
よ
う
に「
課
題
」

や
「
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
こ
と
」
が
見
え
て
く
る
。
ノ
ー

ト
を
ま
と
め
、
気
付
き
を
発
表
さ
せ
、

指
示  

「
米
づ
く
り
」
の
時
の
よ

う
に
学
習
問
題
を
作
り
な
さ
い
。

と
す
る
。「
米
づ
く
り
」
と
「
水
産
業
」

の
学
習
の
流
れ
は
同
じ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
子
供
に
も
理
解
し
や

す
い
。
ま
た
、

発
問  

今
日
、
ノ
ー
ト
ま
と
め

を
し
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
調

べ
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
学
習
計
画
も

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

社会

「水産業」の学習問題を
作る授業の進め方
「米づくり」の学習をもと
に、「水産業」の学習計画
を立てることができる。

立ຊ町小学校ࢢޱ県઒ۄ࡛

本
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と
し
た
と
こ
ろ
、「
新
鮮
な
魚
の
ま

ま
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の

工
夫
」
を
子
供
た
ち
は
列
挙
す
る
こ

と
が
で
き
た
。(PPHMF�&BSUI

を
社

会
科
の
授
業
で
使
用
す
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
が
知
ら
な
い
地
名
を
調
べ

る
こ
と
や
、
自
分
だ
け
の
場
所
を
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
紹
介

し
た
三
つ
の
手
立
て
で
、
子
供
た
ち

は
熱
中
し
て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
漁
港
」「
す
り
身
工
場
」「
か

ま
ぼ
こ
工
場
」
の
三
つ
が
出
て
く
る
。

こ
れ
ら
を
ピ
ン
止
め
（
目
印
）
し
て

お
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
感
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
述
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
機

能
の
他
に
、
距
離
を
測
定
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
こ
れ
を
使
え
ば
、
よ
り

具
体
的
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

指
示  

そ
れ
ぞ
れ
の
距
離
を

測
っ
て
、
気
付
い
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。

３
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

必
要
感
を
出
す

今
回
使
用
す
る(PPHMF�&BSUI

は

Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
も
の
（IUUQT���X

X
X
�

HPPHMF�DP�KQ�JOUM�KB�FBSUI�

）
で
あ

る
。
こ
れ
は
ど
の
端
末
で
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
水
産
業

１
資
料
に
あ
る
場
所
を
特
定
す
る

の
授
業
で
出
て
く
る
加
工
食
品
に
関

係
す
る
場
所
を
特
定
す
る
。

指
示  

長
崎
県
の
写
真
の
場
所

をG
oogle Earth

で
探
し
、

で
き
た
ら
先
生
に
持
っ
て
き

な
さ
い
。

と
す
れ
ば
、
様
々
な
情
報
を
も
と
に

探
す
こ
と
が
で
き
る
。
初
期
の
指
導

で
は
「
検
索
ボ
タ
ン
（
虫
眼
鏡
マ
ー

ク
）」
を
教
え
る
こ
と
も
必
須
。

(PPHMF�&BSUI

に
は
調
べ
た
場
所

を
記
憶
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
機
能
が
あ
る
。
水
産
業
の
学
習

２
複
数
の
場
所
を
マ
ー
ク
す
る

社会
Social studies

「水産業」に関わる
タブレット端末を
用いた授業提案
Google Earthを使うことで、
学習をより深めることがで
きる。

立ຊ町小学校ࢢޱ県઒ۄ࡛

本
ㆻ㇓

澤
㆖㇏

航
㇏㆟㇋

教ҭग़൛ɾ̑年ɾ182���

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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力
の
あ
る
教
材
の
場
合
、
こ
の
ま

ま
読
み
聞
か
せ
て
終
わ
っ
て
も
よ
い
。

教
師
が
つ
ま
ら
な
い
発
問
を
し
て
、

子
供
を
混
乱
さ
せ
る
よ
り
は
、
は
る

か
に
効
果
が
あ
る
。

発
問
す
る
場
合
は
、
次
の
ど
ち
ら

か
を
お
す
す
め
す
る
。

発
問
１
こ
の
お
話
で
、
み
ん
な
に

伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

お
話
の
主
題
を
問
う
発
問
で
あ
る
。

主
題
を
問
う
こ
と
で
、
何
を
学
習

す
る
の
か
が
明
確
に
な
る
。

発
問
２
あ
な
た
は
、
山
中
さ
ん
の
よ

う
に
、
失
敗
を
く
り
返
し
て
も
努

力
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

子
供
た
ち
の
価
値
判
断
を
問
う
発

問
で
あ
る
。
理
由
を
書
か
せ
て
議
論

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

指
示
２
お
話
を
聞
い
て
の
感
想
を

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

最
後
に
感
想
を
書
か
せ
、
指
名
な

し
で
発
表
さ
せ
る
。
感
想
を
交
流
さ

せ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
道
徳
性

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。

T
O
S
S
道
徳
の
授
業
で
は
、
語

り
を
さ
ら
に
効
果
的
に
す
る
た
め
、

写
真
や
動
画
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
使
う
（
資
料
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

教
科
書
に
も
、
事
実
に
基
づ
く
力

の
あ
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

実
在
の
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
事

件
を
扱
っ
た
教
材
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
教
材
の
授
業
を
、「
向

山
型
」
で
展
開
す
る
。

２
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
扱
っ
た

教
材
の
授
業
の
基
本
型

「
i
P
S
細
胞
の
向
こ
う
に
」
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
山
中
伸
弥
教
授
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
研

究
を
続
け
、
i
P
S
細
胞
を
作
る
こ

と
に
成
功
す
る
、
と
い
う
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

指
示
１
お
話
を
読
み
ま
す
。
聞
い

て
い
な
さ
い
。

ま
ず
、
教
材
を
読
み
聞
か
せ
る
。

１
道
徳
の
授
業
に
お
け
る

「
向
山
型
」
と
は
何
か
？

「
向
山
型
」
授
業
は
、
子
供
た
ち
を

熱
中
さ
せ
、力
を
付
け
る
。な
ぜ
か
？

今
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。

道
徳
に
も
「
向
山
型
」
が
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
が
道
徳
授
業
や
講
座
で

話
し
た
こ
と
か
ら
、「
向
山
型
」
道

徳
授
業
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

①

事
実
に
基
づ
い
た
「
力
の
あ

る
資
料
」
を
活
用
し
、

②

そ
の
資
料
を
読
み
聞
か
せ
た

り
、
描
写
（
語
る
）
す
る
ス
キ

ル
を
使
い
こ
な
し
た
り
し
、

③

人
間
の
生
き
方
の
原
理
・
原
則

を
き
ち
ん
と
教
え
る
指
導
法

向
山
氏
は
、
事
実
に
基
づ
く
資
料

を
準
備
し
、
そ
れ
を
読
み
聞
か
せ
た

り
、
語
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
授
業

を
展
開
す
る
。

TOSS道徳の理念
から導き出す
「向山型」道徳指導法
生き方の原理原則を、「事実」
に基づく力のある教材を活
用し、「読み聞かせ」「語り」
で指導する。これが「向山型」
だ！

6年道徳

ฌݿ県ऱຊࢢ立҆ݷ小学校

堀
ㆻり

田
㆟

和
かず

秀
ㆲㆧ

日ຊจ教ग़൛ɾ̒年
̥154�157
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

̍ɹೋจμΠΞϩーάͷࢦಋͷॏཁੑ
　ೋจμΠΞϩーグのࢦಋʹ͸ɺࢯࢠߒࢁ޲
͕ఏএͨ͠ʮߏࡾ੒๏ʯ͕とͯも༗ޮͰ͋るɻ
ҎԼのྲྀΕͰ͋るɻ

ᾇ　୯ޠ࿅श
ᾈ�　ঢ়گઃఆΛ൐ͬͨμΠΞϩーグޱ಄܁

りฦ͠࿅श
ᾉ　ΞΫςΟϏςΟ・ήーϜ

　ᾈのঢ়گઃఆ͸ɺ೔ຊޠΛհͣ͞ʹμΠΞ
ϩーグのҙຯ͕௚ײతʹ෼かるΑ͏ʹ͢るඞ
ཁ͕͋るɻ࣮෺΍ࣸਅ౳͕͋ると෼かり΍͢
͍ɻ͠か͠ɺঢ়گઃఆの࣌ʹɺ教͕ࢣӳޠΛ
࿩ͩ͢けͰҙຯΛཧղͤ͞Α͏とͯ͠͠·ͬ
͍ͯͨ͜と͕͋ͬͨɻཧղͰ͖るࢠも͍Ε͹ɺ
ཧղͰ͖な͍ࢠも͍ͯɺҙཉʹも͕ࠩݟΒΕ
ͨɻվΊͯঢ়گઃఆのॏཁੑΛͨ͡ײɻ
̎ɹঢ়گઃఆͷ޻෉Ͱڙࢠͷ൓応͕มΘΔ
　TOSSӳޠதԝࣄ຿ہ୅දのҪ࠭ށ৫ࢯ͸ɺ
ҎલɺաܗڈΛ教͑る࣌ʹɺࣸਅΛͯͬ࢖त
ΒɺʮʙΛͨ͠ʯͨݟΛ͍ͯͨ͠ɻࣸਅΛۀ
と͍͏͜と͕௚ײతʹ෼かるɻࢠ໾とͯ͠त
Λडけ͍ͯͯɺとͯもָ͠かͬͨɻۀ
　ͦのतߏۀ૝Λ௥ͯ͠ࢼɺ౦ژ書籍6OJU�

ʮSVNNFS 7BDBUJPOT JOUIF 8PSMEʯのतۀΛ
ʹとʹͨ͠ɻҎԼのμΠΞϩーグΛ਎͜͏ߦ
෇けͤ͞る͜とΛ୯ݩの໨ඪとͨ͠ɻ

"��)PXXBT ZPVS TVNNFS WBDBUJPO 　
#�*UXBT HPPE�
"�8IFSF EJE ZPVHP 　#�*XFOUUP ʙ �
"�8IBUEJE ZPVFBU 　#�*BUF ʙ �
"�)PXXBT JU 　#�*UXBT EFMJDJPVT�
"�8IBUEJE ZPVFOKPZ 　#�*FOKPZFE ʙ�

の࣮ଶʹ߹わͤͯɺʮXFOUʯͰڃ͸ɺֶࢲ　
͸なくɺ୭Ͱも͍ݴ΍͍͢とͨ͑ߟʮBUFʯ
かΒऔりѻ͏Α͏ʹͨ͠ɻࡏݱ͸ʮFBUʯɺա
࿅ޠ͸ʮBUFʯͰ͋るΠϥεトΛࣔͯ͠୯ڈ
शΛޙͨͬߦɺঢ়گઃఆとͯ͠ɺՆٳΈʹͬࡱ

ͨ教ࣗࢣ਎͕͍ࣸͬͯるࣸਅΛఏࣔͨ͠ɻ

ᾇ�　ՆٳΈΛද͢ΠϥεトΛఏࣔ
　T（教ࢣ）��*OTVNNFS WPDBUJPO

ᾈ�　ΞΠεΛ৯΂͍ͯるࣸਅのఏࣔ
　T �*BUF JDF DSFBN�
ᾉ�　ผのΞΠεΛ৯΂͍ͯるࣸਅΛఏࣔ
　T �*BUF JDF DSFBN�
ᾊ�　͞ΒʹผのΞΠεΛ৯΂͍ͯるࣸਅΛ

ఏࣔ
　T �*BUF JDF DSFBN�
ᾋ　EFMJDJPVTのΠϥεトΛ௥Ճ
　T �*UXBT EFMJDJPVT�

どもͨͪの൓Ԡ͕とͯもྑかͬͨɻࢠ　
　͜のޙɺ͍くͭか৯΂෺のࣸਅΛఏࣔͯ͠ɺ

ʮ*OTVNNFS WBDBUJPO
XIBUEJE ZPVFBU ʯと
ਘͶͨɻଟくのڍ͕ڙࢠखΛͯ͠ɺʮ*BUFʯ
Λͯͬ࢖౴͑る͜と͕Ͱ͖ͨɻ

Unit4 Summer 
Vacations in the 
World
英語で会話をつなげることができ
るようになるためには、二文ダイ
アローグの指導をおろそかにしな
い。状況設定を工夫して、三構成
法で授業することが大事である。

Ѫ஌県໊ݹ԰ࢢ立২ా小学校

木
ㆌ

村
㇀㇉

理
ㆿㆡ

子
㆓

౦ژॻ੶

6年英語
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΁ͷ໨ઢͱڙࢠ
ຊతͳ֬ೝج
オンライン授業は「録画」
して目線を確認する。スク
リーンの配置、コンテンツ
ウィンドウの配置ひとつで、
教師の目線はかなりコント
ロールできる。練習するほ
どに子供への目線は安定
する。

ฌݿ県ඣ࿏ࢢ立ӳլอ小学校

許
ㆻ

鍾
㆘㇇㇓

萬
ま㇓

惑
う
か
も
し
れ
な
い
。
慣
れ
が
必
要

だ
。子

供
が
映
っ
て
い
る
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ビ
ュ
ー
」
を
見
な
が
ら
話
す
と
、

子
供
と
目
線
が
合
わ
な
い
。

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
」
を
見
て
、

「
〇
〇
さ
ん
、
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ

い
」
と
指
名
し
た
と
す
る
。
子
供
が

話
し
は
じ
め
た
ら
す
ぐ
に
「
メ
イ
ン

カ
メ
ラ
」
を
見
る
よ
う
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
技
術

を
使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
教
材
を
見
る
目
線
を
練
習

す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
中
、
ず
っ

と
教
師
が
メ
イ
ン
カ
メ
ラ
を
見
て
い

し
た
動
き
に
な
っ
て
い
た
り
、
音
ズ

レ
（
画
面
と
音
が
ズ
レ
る
現
象
）
が

起
こ
っ
た
り
も
す
る
。
フ
ァ
イ
ル
サ

イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
、
解
像
度
を
下

げ
る
な
ど
し
て
対
処
す
る
。

③

全
員
の
作
業
の
様
子
を
確
認

し
な
が
ら
授
業
を
す
す
め
て
い

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
と
り
わ

け
「
確
認
」
が
大
切
だ
。
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
越
し
で
も
「
先
生
は
ち
ゃ
ん

と
見
て
い
る
」
と
い
う
状
況
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

短
く
指
示
を
出
し
、
短
く
作
業
さ

せ
、
短
く
確
認
し
、
短
く
褒
め
る
。

「
で
き
た
人
は
顔
の
横
に
手
を
あ
げ

な
さ
い
」「
書
け
た
人
は
、
カ
メ
ラ

に
向
か
っ
て
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
ご
ら

ん
」
確
認
し
た
ら
名
前
を
呼
ん
で
褒

め
る
。「
ギ
ャ
リ
ー
ビ
ュ
ー
」
を
見

な
が
ら
列
指
名
す
る
の
も
効
果
的
だ
。

注
意
や
否
定
は
し
な
い
。
基
本
的
に

全
て
認
め
て
褒
め
る
こ
と
だ
。

る
と
子
供
は
疲
れ
て
し
ま
う
。

と
き
に
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
目
線
を
移
動
さ

せ
、
ま
た
必
要
な
と
き
に
メ
イ
ン
カ

メ
ラ
を
見
る
。

②

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
見
え
方
に

配
慮
し
て
教
材
を
提
示
し
て
い

る
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
使
っ
て
授
業
す
る
場
合
、「
子

供
の
画
面
で
ど
う
見
え
て
い
る
か
」

の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

教
師
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
と
全
く
同

じ
画
面
が
見
え
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
可
能
な
ら
、
教
師
用
の
「
予
備

端
末
」
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
入
っ

て
お
く
。
こ
う
す
れ
ば
、
子
供
の
画

面
に
ど
う
見
え
て
い
る
か
を
確
認
し

な
が
ら
授
業
で
き
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
速
度

や
パ
ソ
コ
ン
の
性
能
に
よ
っ
て
、
提

示
し
て
い
る
資
料
が
き
れ
い
に
配
信

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
動
画
や
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
カ
ク
カ
ク

今
回
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
技
量
検
定
」
Ｄ
表
「
２

オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
子
供
へ
の
目
線
と
基
本

的
な
確
認
」
に
つ
い
て
。

①

カ
メ
ラ
を
見
る
目
線
や
教
材

を
見
る
目
線
を
効
果
的
に
使
い

分
け
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
子
供
と
目
線

を
合
わ
せ
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
は
な
い
。

メ
イ
ン
カ
メ
ラ
を
見
れ
ば
い
い
。

ま
ず
は
、
必
要
な
場
面
で
さ
っ
と

メ
イ
ン
カ
メ
ラ
を
見
る
練
習
を
す
る
。

目
の
前
に
子
供
が
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
最
初
の
こ
ろ
は
少
し
戸

のワザ12
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て
お
い
た
。

発
問��

こ
の
動

画
は
「
た
ん

ぽ
ぽ
の
ち

え
」
に
書
い

て
あ
る
こ
と

と
違
う
と
こ

ろ
が
あ
り

ま
す
。
何
が

ち
が
い
ま
す

か
？

ノ
ー

ト
に
書
き
ま

し
ょ
う
。

翌
日
の
授
業
で
は
、
こ
の
ノ
ー
ト

に
記
述
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
意
見
を

基
に
動
画
を
読
解
し
て
い
っ
た
。

「
教
科
書
に
は
虫
は
出
て
こ
な
い
」

「
教
科
書
の
よ
う
に
じ
く
が
た
お
れ

な
い
」「
そ
だ
つ
順
番
が
違
う
」
な

ど
、
非
同
期
型
の
学
習
で
子
供
た
ち

が
考
え
た
内
容
を
、
対
面
学
習
で
活

用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
学
び
が

で
き
た
。

３

国
語
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
ち
え
」

二
年
生
の
説
明
文
教
材
と
関
連
さ

せ
て
、
動
画
読
解
の
授
業
を
行
っ
た
。

Edpuzz
le

の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク

セ
ス
さ
せ
た
。
二
年
生
で
も
リ
ン
ク

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
ぐ
に
開

始
で
き
る
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
成
長
の
様
子
を
ア
ニ

メ
で
表
し
た
動
画
が
再
生
さ
れ
る
。

視
聴
し
て
い
る
と
自
動
的
に
一
時
停

止
し
て
問
題
が
表
示
さ
れ
る
。
例
え

ば
次
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

発
問��

わ
た
毛
が
ふ
わ
ふ
わ
飛
ぶ
様

子
は
何
に
似
て
い
ま
す
か
。

説
明
文
で
読
ん
だ
内
容
が
動
画
で

も
出
て
く
る
の
で
、
答
え
や
す
い
。

最
初
の
一
、
二
問
は
教
室
で
み
ん

な
一
緒
に
解
か
せ
る
。

指
示��

み
ん
な
、
や
り
方
が
分
か
り

ま
し
た
ね
。
続
き
は
お
家
で
や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

子
供
た
ち
は
、
端
末
を
持
ち
帰
り
、

続
き
の
問
題
に
取
り
組
む
。

最
後
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
に
し

１

非
同
期
型
と
は
何
か

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
型
に
は
二
種

類
あ
る
。
一
つ
は
「
同
期
型
」。

Zoom

な
ど
の
テ
レ
ビ
会
議
ツ
ー
ル

を
用
い
る
方
法
だ
。
同
じ
時
間
帯
に

テ
レ
ビ
会
議
に
集
ま
り
、
教
師
と
や

り
取
り
を
行
う
。
も
う
一
つ
は
「
非

同
期
型
」。
児
童
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ

れ
違
う
時
間
帯
で
学
習
し
て
良
い
。

自
分
の
好
き
な
時
間
にGoogle

ク

ラ
ス
ル
ー
ム
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に

ア
ク
セ
ス
し
、
教
師
が
配
列
し
た
問

題
に
回
答
し
て
い
く
学
習
だ
。

２

非
同
期
型
で
動
画
読
解

非
同
期
型
向
け
の
ツ
ー
ル
は
様
々

あ
る
。
そ
の
中
で
も
次
の
ツ
ー
ル
は

動
画
と
非
常
に
相
性
が
良
い
。

Edpuzz
le

https://edpuzz
le.com

自
分
の
好
き
な
動
画
に
問
題
を
埋

め
込
む
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
だ
。

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
れ
ば
、
無
料

で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

基
本
的
な
操
作
方

法
を
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
の
動
画
で
紹

介
し
て
い
る
。

様々な教科で活用できる
可能性を秘めたツール
Edpuzzle を使った第２学
年説明文の授業。

非同期型コンテ
ンツで行う動画
読解の授業

๺ւಓ๺ࢢݟ立三ྠ小学校

塩
㆗ㆈ

谷
㇄

直
ㆪㆈ

大
ㆲ㇍

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を



��

数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

「力が付いた」と
子供が実感
教科書を使う授業は、自
分で読み取る力を付け、
自ら学ぶ力を伸ばしていく。

౦ژ౎ࢲ立ށߐ઒ঁࢠத学ߴ౳学校

江
ㆆ

成
ㆪり

雅
ま㆕

枝
ㆆ

（
非
連
続
テ
キ
ス
ト
）
か
ら
入
る
よ

り
も
、
子
供
の
負
担
が
少
な
い
。

発
問
øø
次
に
、
何
を
し
ま
す
か
。

（
作
っ
た
方
程
式
を
解
き
ま
す
）

指
示
４
解
き
な
さ
い
。

発
問
øù
次
に
、
何
を
し
ま
す
か
。

（
方
程
式
の
解
が
問
題
に
適
し
て
い

る
か
確
か
め
ま
す
）

発
問
øú
こ
れ
は
問
題
に
適
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
か
。

（
い
え
ま
す
）

発
問
øû
で
は
、
解
が
問
題
に
適
さ

な
い
場
合
が
あ
る
と
し
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
場
合
だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
解
が
負
の
数
に
な
る
と
き
）

（
解
が
小
数
に
な
る
と
き
）

「
解
が
適
さ
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

指
示
５
例
題
と
同
じ
よ
う
に
、
練

習
問
題
を
解
き
な
さ
い
。

教
科
書
を
見
れ
ば
分
か
る
展
開
に
、

子
供
は
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。
大
切
な
こ
と
は
教
科
書
に

書
い
て
あ
る
こ
と
も
体
感
す
る
。

発
問
５
四
つ
め
は
何
で
す
か
。

（
方
程
式
の
解
が
問
題
に
適
し
て
い

る
か
確
か
め
る
）

「
こ
の
手
順
で
問
題
を
解
き
ま
す
」

発
問
６
ま
ず
、
何
を
し
ま
す
か
。

（
何
を
文
字
で
表
す
か
を
決
め
ま
す
）

指
示
２
書
き
な
さ
い
。

教
科
書
の
解
答
に
書
い
て
あ
る
。

発
問
７
次
に
、
何
を
し
ま
す
か
。

（
数
量
の
関
係
を
見
付
け
て
、
方
程

式
を
作
り
ま
す
）

指
示
３
作
り
な
さ
い
。

教
科
書
の
解
答
に
書
い
て
あ
る
。

書
か
せ
た
後
、式
の
意
味
を
確
認
す
る
。

発
問
８
�0
x
は
何
を
表
し
ま
す
か
。

（
オ
レ
ン
ジ
の
代
金
で
す
）

発
問
９

140

（15ô
x

）
は
何
を

表
し
ま
す
か
。

（
り
ん
ご
の
代
金
で
す
）

発
問
ø÷

念
の
た
め
、
15-

x
は
何

を
表
し
ま
す
か
。

（
り
ん
ご
の
個
数
で
す
）

式
（
連
続
テ
キ
ス
ト
）
を
書
か
せ

て
か
ら
意
味
を
問
う
方
が
、
図
や
表

「
数
学
が
す
ご
く
得
意
な
科
目
に
な

り
ま
し
た
」

「
成
績
が
前
年
と
比
べ
て
本
当
に
伸

び
ま
し
た
」

向
山
型
数
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、

「
力
が
付
い
た
」
と
実
感
す
る
生
徒

が
増
え
て
い
る
。
教
科
書
を
教
科
書

の
通
り
教
え
る
こ
と
の
効
果
を
感
じ

て
い
る
。

方
程
式
の
文
章
題
を
取
り
上
げ
る
。

指
示
１
読
み
ま
す
。

（
１
個
��
円
の
オ
レ
ン
ジ
と
、
１
個

１
４
０
円
の
り
ん
ご
を
合
わ
せ
て
��

個
買
い
ま
し
た
。
買
っ
た
オ
レ
ン
ジ

の
個
数
は
何
個
で
す
か
。）

発
問
１
こ
の
問
題
を
解
く
手
順
は

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。（
４
つ
）

問
題
を
解
く
手
順
は
、
教
科
書
に

書
い
て
あ
る
。
教
科
書
を
見
れ
ば
、

誰
で
も
分
か
る
。

発
問
２
一
つ
め
は
何
で
す
か
。

（
何
を
文
字
で
表
す
か
を
決
め
る
）

分
か
っ
て
い
る
生
徒
を
指
名
す
る
。

発
問
３
二
つ
め
は
何
で
す
か
。

（
数
量
の
関
係
を
見
付
け
て
、
方
程

式
を
作
る
）

次
第
に
、
見
付
け
て
い
な
か
っ
た

生
徒
も
理
解
す
る
。

発
問
４
三
つ
め
は
何
で
す
か
。

（
作
っ
た
方
程
式
を
解
く
）
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理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

モデルで学ぶ
「心臓のつくり」
100円ショップで用意で
きる灯油ポンプを使い、
複雑な「心臓のつくり」
の学習を容易にする。

৽ׁ県5044༄౎

間
ㆯ㆖ま

英
ㆲㆧ

法
ㆮり

と
が
で
き
る
」「
繰
り
返
し
行
っ
て

い
る
と
手
が
疲
れ
る
」
な
ど
出
る
。

こ
の
実
習
で
、
弁
の
存
在
や
、「
心

臓
は
筋
肉
で
つ
く
ら
れ
、
止
ま
る
こ

と
な
く
動
き
続
け
て
い
る
こ
と
」
な

ど
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、「
全
身
の
細
胞
は
酸
素
が

な
い
と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
心
臓
は
肺
と
全
身
の
両
方
に

血
液
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
モ
デ

ル
で
考
え
る
と
、
両
者
を
ポ
ン
プ
で

ど
う
つ
な
げ
ば
良
い
で
す
か
」
と
問

う
。
こ
れ
は
、
ポ
ン
プ
を
二
つ
使
う

と
良
い
。

こ
の
よ
う

に
モ
デ
ル
で

考
え
る
こ
と

で
、
肺
循
環
、

体
循
環
の
意

味
や
、
心
臓

の
四
つ
の
部

屋
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
四
本
の
大
き

な
血
管
の
理
解
が
容
易
に
な
る
。

ポ
ン
プ
を

操
作
し
、
染

色
液
で
赤
く

染
め
た
水
を

右
か
ら
左
へ

と
移
動
さ
せ

て
み
せ
る
。

「
私
た
ち
の
心
臓
も
、
こ
の
よ
う
に

血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、

ポ
ン
プ
は
一
方
通
行
で
血
液
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
確
か
め
て
み

ま
し
ょ
う
」
と
各
班
に
ポ
ン
プ
と
大

き
め
の
ビ
ー
カ
ー
を
渡
し
て
、
確
認

さ
せ
る
。
液
体
は
ポ
ン
プ
の
つ
く
り

が
見
え
や
す
い
水
を
使
う
。

分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と

を
記
さ
せ
る
。「
フ
タ
の
よ
う
な
も

の
で
、
流
れ
を
一
方
通
行
に
す
る
こ

中
二
の
動
物
単
元
「
心
臓
の
つ
く

り
」
の
学
習
を
次
の
よ
う
に
行
う
。

「
心
臓
は
ど
ん
な
は
た
ら
き
を
し
て

い
ま
す
か
」
と
問
う
。
生
徒
は
「
血

液
を
全
身
に
送
る
」
等
、
答
え
る
。

次
に
、「
心
臓
は
ど
の
よ
う
に
血

液
を
送
っ
て
い
る
の
か
、
図
で
示
し

な
さ
い
」
と

指
示
し
、
学

習
用
端
末
を

使
っ
て
図
を

描
か
せ
る
。

生
徒
の
多

く
は
「
袋
」

状
の
心
臓
を

示
す
。

「
こ
れ
で
は
血
液
が
心
臓
の
中
に

入
っ
て
も
、
全
身
に
送
り
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
ポ
ン
プ
が
必
要
で
す
」
と
、

灯
油
ポ
ン
プ
を
見
せ
る
（
パ
イ
プ
を

切
断
し
、短
く
す
る
と
扱
い
や
す
い
）。

中学校でのTOSS実践



蜂
と
神
さ
ま
（
金
子
み
す
ゞ
）

一
行
空
き
に
も
必
ず
作
者
の
意
図
が
あ
る
。

国語

௕は

୩せ

઒が
わ

തひ
ろ

೭ゆ
き

��

一

痛
恨
の
出
題
ミ
ス

選
定
委
員
会
の
出
題
に
ミ
ス
が
あ
る
。

蜂
と
神
さ
ま

金
子
み
す
ゞ
　
　

蜂
は
お
花
の
な
か
に
、

お
花
は
お
庭
の
な
か
に
、

お
庭
は
土
塀
の
な
か
に
、

土
塀
は
町
の
な
か
に
、

町
は
日
本
の
な
か
に
、

日
本
は
世
界
の
な
か
に
、

世
界
は
神
さ
ま
の
な
か
に
。

そ
う
し
て
、
そ
う
し
て
、
神
さ
ま
は
、

小
ち
や
な
蜂
の
な
か
に
。

（
出
典
：
彩
図
社
『
金
子
み
す
ゞ
名
詩
集
』）

こ
の
画
像
が
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
に
残
る
資

料
で
あ
る
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
あ
る
。

出
題
委
員
会
が
参
照
し
た
の
が
次
で
あ
る
。

ɹ
ɹ
๘
と
ਆ
͞
ま

蜂
は
お
花
の
な
か
に
、

お
花
は
お
庭
の
な
か
に
、

お
庭
は
土ど

塀べ
い

の
な
か
に
、

土
塀
は
町
の
な
か
に
、

町
は
日
本
の
な
か
に
、

日
本
は
世
界
の
な
か
に
、

世
界
は
神
さ
ま
の
な
か
に
。

そ
う
し
て
、
そ
う
し
て
、
神
さ
ま
は
、

小
ち
や
な
蜂
の
な
か
に
。

仮
名
遣
い
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
措お

く
。
教
科
書
教
材
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。

だ
が
、
一
行
空
き
を
無
視
す
る
の
は
駄
目
だ
。

そ
こ
に
は
必
ず
作
者
の
意
図
が
あ
る
。
私
は
向

山
洋
一
氏
が
文
芸
研
広
島
大
会
で
行
っ
た
「
夜

の
く
す
の
き
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
浮
か
べ

た
。
作
品
の
一
字
一
句
、
勝
手
に
変
え
て
は
な

ら
な
い
。
七
行
目
と
八
行
目
の
間
は
、
一
行
分

空
い
て
い
る
の
だ
。
二
連
を
検
討
す
る
こ
と
で

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

中
で
す
か
？

↓
外

指
示��

写
し
ま
す
。

指
示��「
土
塀
」、「
町
」、「
日
本
」、「
世
界
」、

「
神
さ
ま
」
を
付
け
足
し
ま
す
。（
略
）

発
問��

Ａ
と
Ｂ
は
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で

す
か
。
↓
Ａ
「
神
さ
ま
」
が
二
回
、
Ｂ
「
神

さ
ま
」
が
一
回
。（
東
京
都

吉
田
知
寛
氏
）

ベ
ン
図
を
板
書
さ
せ
、
説
明
さ
せ
た
の
ち
、

「
神
さ
ま
」
は
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
、
一
番

外
側
に
位
置
す
る
も
の
は
何
な
の
か
等
を
検
討

さ
せ
る
の
が
面
白
い
。
そ
の
う
え
で
、
主
題
を

書
か
せ
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
ば
せ
て

討
論
さ
せ
れ
ば
よ
い
。「
神
さ
ま
は
、
ど
こ
に

で
も
い
る
」「
命
は
繰
り
返
さ
れ
る
」
等
が
報

告
さ
れ
た
。
補
助
発
問
と
し
て
、
一
連
全
行
及

び
二
連
二
行
目
の
「
な
か
に
」
の
後
に
入
る
言

葉
を
明
ら
か
に
す
る
展
開
も
あ
り
だ
。

ち
な
み
に
、
二
連
二
行
目
の
「
な
か
に
。」

を
「
な
か
に
も
。」
に
変
え
る
案
も
複
数
あ
っ

た
。
苦
手
な
子
供
に
優
し
い
配
慮
で
あ
る
。

さ
て
、
一
行
空
き
の
ね
ら
い
と
は
何
か
。

（
新
潟
県
・
野
田
晴
高
氏
）

着
眼
点
は
良
い
が
、
発
問
が
直
接
的
過
ぎ
る
。

発
問
６
は
、
た
と
え
ば
次
の
方
が
良
い
。

「
そ
う
し
て
、
そ
う
し
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、

何
回
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
神
奈
川
県
・
村
上
諒
氏
）

た
だ
し
、
村
上
氏
の
発
問
に
は
落
ち
が
あ
る
。

「
何
が
」
繰
り
返
さ
れ
た
の
か
が
明
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
後
の
説
明
を
読
む
と
、

村
上
氏
は
作
品
全
体
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
ら
ば
主
語
を

明
ら
か
に
し
て
問
う
べ
き
だ
。

こ
の
点
は
、
ベ
ン
図
に
す
れ
ば
分
か
る
。

「
○
蜂
」
と
板
書
す
る
。

指
示��

写
し
ま
す
。

発
問��「
お
花
」
は
「
蜂
」
の
外
で
す
か
？

中
で
す
か
？

↓
外

指
示��

写
し
ま
す
。

発
問��「
お
庭
」
は
「
お
花
」
の
外
で
す
か
？

ね
ら
い
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

二

ベ
ン
図
で
主
題
を
明
ら
か
に
す
る

神
奈
川
県
の
水
本
和
希
氏
の
案
を
は
じ
め
、

リ
フ
レ
イ
ン
と
省
略
を
押
さ
え
た
実
践
が
多
く

あ
っ
た
。
基
本
を
捉
え
る
の
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
勘
所
を
扱
う
。

発
問
６��「
そ
う
し
て
」
で
は
な
く
、
な
ぜ

「
そ
う
し
て
、
そ
う
し
て
」
と
二
回
書
い
た

の
か
？

回
数
の
違
い
に
気
付
か
せ
る
。

指
示
６��

理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

数
分
後
、
こ
れ
も
列
指
名
。

指
示
７��

最
後
の
行
に
指
を
置
き
な
さ
い
。

小
ち
ゃ
な
…
…
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
。

指
示
８��

各
自
で
「
小
ち
ゃ
な
」
の
部
分
だ

け
読
み
の
練
習
を
し
な
さ
い
。

三
〇
秒
ほ
ど
読
ま
せ
る
。
指
名
な
し
で
言
わ

せ
る
。
誰
の
読
み
方
に
近
い
か
を
挙
手
さ
せ
る
。

発
問
７��

な
ぜ
「
小
さ
な
」
で
は
な
く
、「
小

ち
ゃ
な
」
と
し
た
の
か
。



��

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
症
候
群

「
足
が
痛
く
な
い
の
に
、
足
を
引
き
ず
る
子
」

最
も
対
応
が
難
し
い
パ
タ
ー
ン
。

要
は
、「
親
の
前
で
親
の
求
め
る
よ
う
に
演

じ
る
子
」
で
あ
る
。

普
段
は
、
足
の
痛
み
を
そ
ん
な
に
気
に
し
て

い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
親
の
前
だ
と

急
に
痛
が
り
、
立
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
本
人
に
原
因
が
あ
る
と
い

う
よ
り
も
、
親
に
原
因
が
あ
る
可
能
性
が
疑
わ

れ
る
。
対
応
が
難
し
い
の
は
、
子
供
と
い
う
よ

り
も
親
で
あ
る
。

１

代
理
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
症
候
群
と
は

親
が
作
話
で
病
気
を
作
り
出
し
、
か
い
が
い

し
く
面
倒
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
心
の

安
定
を
図
る
虐
待
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
別
名
、

「
ほ
ら
ふ
き
男
爵
症
候
群
」
と
言
う
。

実
際
の
人
物
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
虚

偽
性
障
害
の
一
つ
で
あ
る
。
母
親
が
加
害
と
な

る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
二
種
類
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。

①

虚
偽
に
よ
る
訴
え

②

捏
造
に
よ
る
訴
え

「
虚
偽
に
よ
る
訴
え
」
の
場
合
、
実
際
に
子
供

に
は
手
を
出
さ
ず
、
存
在
し
な
い
症
状
だ
け
を

訴
え
続
け
る
。

一
方
、「
捏
造
に
よ
る
訴
え
」
の
場
合
は
、

体
温
計
を
操
作
し
て
高
温
を
装
う
な
ど
検
査
所

見
を
捏
造
す
る
タ
イ
プ
と
、
子
供
に
薬
物
を
飲

ま
せ
る
な
ど
し
て
子
供
を
病
気
に
し
て
し
ま
う

タ
イ
プ
が
あ
る
。

例
え
ば
、
後
者
の
場
合
、
子
供
と
親
を
離
す

た
め
に
、
子
供
を
入
院
さ
せ
た
と
し
て
も
、
要

注
意
で
あ
る
。
宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
話
に
よ
る
と
、

医
者
の
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
点
滴
に
注
射

器
を
突
っ
込
ん
で
殺
そ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
だ
。

「
一
〇
〇
�
見
張
っ
て
い
て
も
、分
か
ら
な
い
」

と
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
い
う
。

２

基
本
対
応
三
原
則

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
親
が
、
も
し
あ
な
た
の

ク
ラ
ス
に
い
た
ら
、
ど
う
対
応
す
る
の
が
ベ

タ
ー
な
の
だ
ろ
う
か
。
基
本
対
応
は
、
三
つ
。

①

親
に
は
、
同
調
と
共
感
を
す
る
。

②

組
織
で
対
応
す
る
。

③

証
拠
探
し
を
し
つ
つ
、
深
追
い
を
し
な

い
。

親
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
時
は
い
い
が
、
そ

う
で
な
く
な
っ
た
時
に
何
を
さ
れ
る
か
が
分
か

ら
な
い
。

宮
尾
ド
ク
タ
ー
も
か
つ
て
対
応
し
た
際
に
は
、

別
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
診
断
と
虐
待
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
チ
ー
ム
が
対
応
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
た
そ
う
だ
。

医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
福
祉
機
関
や
児
童

相
談
所
と
も
連
携
を
取
り
、
組
織
で
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
肝
と
な
る
。
最
悪
を
想
定
し
て
、

動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ҩ
ֶ
ത
࢜

みٶ
や

ඌお

ӹま
す

஌と
も

ߏ
੒
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神
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川
県
川
崎
市
立
王
禅
寺
中
央
小
学
校

ಙと
く
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が

߶ご
う

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

発
達
障
害
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺

の
子
供
た
ち
の
中
に
は
、「
す
ぐ
に

怒
っ
て
し
ま
う
」
特
性
の
あ
る
子
も

多
い
こ
と
を
、
先
生
方
は
実
感
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
す
ぐ
に
暴
言

や
暴
力
な
ど
の
行
動
を
選
択
し
て
し

ま
う
子
供
も
い
る
。

そ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
の
た
め
に

開
発
さ
れ
た
の
が
「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
」

だ
。
ア
メ
リ
カ
の
特
別
支
援
教
育
視

察
で
見
て
き
た
様
々
な
「
怒
り
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
ツ
ー
ル
」
を
、

日
本
の
子
供
た
ち
向
け
に
使
い
や
す

い
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ

る
。ま

ず
は
「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」。

す
ぐ
に
怒
っ
て
し
ま
う
子
供
が
言

う
言
葉
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。

「
死
ね
」「
う
ざ
い
」「
消
え
ろ
」「
む

か
つ
く
」
な
ど
、短
く
、強
い
刺
激
の

言
葉
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
子
供
た
ち
の
内
面
は
、

「
悲
し
い
」「
悔
し
い
」「
怒
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
心
情
の
は
ず
だ
。

こ
れ
は
、
怒
り
を
表
す
言
語
が
そ

も
そ
も
不
足
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
だ
け
の
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
ア
ン
ガ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
」
は
、
ク
ラ
ス
全
体
に
怒
り
の
言

語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
に

な
っ
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と
イ
ラ
」「
イ
ラ
イ
ラ
」

な
ど
、
感
情
の
揺
れ
幅
に
対
応
で
き

る
言
葉
も
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
怒
り
の
言
葉

の
「
代
わ
り
と
な
る
言
葉
」
が
裏
側

に
書
い
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
、
暴

言
へ
の
代
替
行
動
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

次
に
、「
ア
ン
ガ
ー
ロ
グ
フ
ァ
イ

ル
」。
こ
れ
は
、「
合
理
的
配
慮
」
の

た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
特
徴
は
、

「
い
か
り
の
温
度
計
」
だ
。

こ
れ
は
子
供
の
そ
の
時
の
怒
り
レ

ベ
ル
を
指
さ
し
だ
け
で
確
認
で
き
る

も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
自
身

の
感
情
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
冷
静
に
自
分
の
感

「
怒
り
」に
対
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮

怒
り
の
言
語
を
教
え
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
怒
り
を
表
現
さ
せ
認
知
さ
せ
る
。

情
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
。

「
い
か
り
の
温
度
計
」
は
、
支
援

ツ
ー
ル
と
し
て
メ
ジ
ャ
ー
だ
が
、「
ア

ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ッ
ト
」
の
凄
さ
は
こ
こ
か
ら
だ
。

先
程
の
「
い
か
り
の
温
度
計
」
を

開
く
と
フ
ァ
イ
ル
状
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
「
い
か
り
の
温
度
計
」
と

同
じ
番
号
の
振
っ
て
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト

が
あ
る
。

こ
の
パ
ー
ツ
は

「
い
か
り
の
記
録
フ
ァ

イ
ル
」と
な
っ
て
い
る
。

「
ど
の
よ
う
な
状

況
」
で
「
ど
ん
な
い

か
り
レ
ベ
ル
だ
っ
た

か
」
を
メ
モ
に
書
い

て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い

け
る
。
月
に
一
回
程
度
「
今
な
ら
ど

の
レ
ベ
ル
で
我
慢
で
き
そ
う
？
」
と

振
り
返
る
こ
と
で
、
我
慢
で
き
そ
う

な
自
身
の
成
長
を
認
知
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
教
育
技
術
研
究
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
ユ
ー
ス

ウ
ェ
ア
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

TOSS教材ͷ͓໰߹Θͤɺ͓ਃࠐΈ͸
教ҭٕज़ڀݚॴɹ0120�00�6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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支
援
級
担
任
時
代
、
学
習
指
導
は

「
五
段
チ
ェ
ス
ト
方
式
」
で
行
っ
て

い
た
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
売
っ
て
い
る

卓
上
チ
ェ
ス
ト
を
学
級
の
人
数
分
用

意
す
る
。
そ
の
引
き
出
し
一
段
に
つ

き
一
つ
、
教
材
を
入
れ
て
お
く
。

子
供
は
引
き
出
し
を
開
け
れ
ば
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
る
。

複
数
の
子
供
が
一
対
一
対
応
を
必

要
と
す
る
支
援
学
級
に
お
い
て
、
非

常
に
優
れ
た
学
習
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

元
実
践
は
富
山
・
五
十
嵐
勝
義
氏
、

さ
ら
に
長
野
・
小
嶋
悠
紀
氏
。

さ
て
、
問
題
は
「
何
の
教
材
を
入

れ
る
か
」
だ
。

１

砂
時
計

写
真
は
三
〇
秒
〜
一
〇
分
ま
で
の

砂
時
計
の
セ
ッ
ト
。
ネ
ッ
ト
上
で
安

く
購
入
で
き
る
。
こ
れ
を
使
い
「
集

中
」
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

子
供
の
机
に
三
〇
秒
計
の
砂
時
計

を
置
き
、
落
ち
る
砂
に
注
目
さ
せ
る
。

最
初
は
一
〇
秒
ほ
ど
で
興
味
が
別
に

移
る
。
そ
れ
で
も
「
よ
く
集
中
し
て

い
た
ね
」
と
褒
め
る
。
何
度
か
行
う

と
、
注
視
で
き
る
時
間
は
伸
び
、
子

供
は
自
分
で
砂
時
計
を
用
意
し
て
行

う
よ
う
に
な
る
。

三
〇
秒
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
一
分
計
、
二
分
計
…
と

時
間
を
長
く
し
て
い
く
と
よ
い
。

２

ど
こ
ど
こ
シ
ー
ト

圧
倒
的
熱
中
を
生
み
出
す
の
が
、

「
ど
こ
ど
こ
シ
ー
ト
」。

子
供
に
大
人
気
、
か
つ
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
を
鍛
え
る
、
も
の
探
し
絵

本
が
『
ア
タ
マ
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ
』

（
騒
人
社
）
で
あ
る
。

そ
の
動
物
編
・
世
界
遺
産
編
が
一

枚
ず
つ
の
シ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

「
ど
こ
ど
こ
シ
ー
ト
」
は
、
簡
単
な

問
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
ヒ
ン
ト
を
要
求
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。「
分
か
ら
な
い
！
」

と
文
句
が
出
る
こ
と
も
な
い
。

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
マ
ー

カ
ー
で
何
度
で
も
書
い
た
り
消
し
た

り
で
き
る
。
こ
れ
は
間
違
い
を
極
度

に
嫌
う
子
供
に
も
優
し
い
。

全
二
種
類
・
二
四
枚
あ
る
た
め
、

飽
き
が
こ
な
い
の
も
良
い
。

当
時
の
支
援
学
級
に
は
小
学
校
一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
在
籍
し
て
い

た
。
Ａ
Ｓ
Ｄ

※
１

、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

※
２

、

Ｌ
Ｄ

※
３

、
外
国
籍
、
二
次
障
害
と
、

特
性
も
多
様
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
教
室
が
シ
ー
ン
と
す
る

時
間
が
く
る
。
全
員
が
「
ど
こ
ど
こ

シ
ー
ト
」
の
学
習
に
入
っ
た
瞬
間
だ
。

年
齢
、
障
害
種
を
越
え
て
、
ど
の

子
も
ど
こ
ど
こ
シ
ー
ト
に
熱
中
し
た
。

支
援
学
級
に
学
習
の
雰
囲
気
を
作

り
出
せ
る
、
数
少
な
い
「
力
あ
る
教

材
」
で
あ
る
。

力
の
あ
る
教
材
で
学
習
の
雰
囲
気
を
作
り
出
す

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
「
熱
中
」
は
、
①
質
問
が
出
な
い
、
②
文
句
が
出
な
い
、
③
雑
音
が
出
な
い
、

こ
と
で
実
現
す
る
。

はݪ
ら

ྑり
ょ
う

ฏへ
い

長
野
県
伊
那
市
立
富
県
小
学
校

あの子
が

熱中し
た！
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作業療法

１

本
当
に
◯
◯
過
敏
？

入
学
時
の
面
談
等
で
、
保
護
者
か
ら
幼
稚
園

や
家
庭
で
の
児
童
の
様
子
を
聞
く
。

保
護
者
か
ら
の
訴
え
で
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、

「
う
ち
の
子
は
〇
〇
過
敏
で
…
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
。「
聴
覚
過
敏
だ
か
ら
大
き
な

音
が
苦
手
で
、
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
」

と
い
う
訴
え
は
多
く
聞
か
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
対
策
と
し
て
「
イ
ヤ
ー

マ
フ
」
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は
有
効
な
対
策
の
一
つ
で
は
あ
る

が
、
安
易
に
「
イ
ヤ
ー
マ
フ
」
な
ど
を
使
う
こ

と
に
福
田
恵
美
子
氏
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

２

福
田
恵
美
子
氏
の
見
解

幼
児
は
、
楽
し
い
遊
び
の
中
で
様
々
な
感
覚

に
触
れ
、
基
礎
感
覚
を
育
て
て
い
く
。
学
童
期

は
、
授
業
と
い
う
集
団
活
動
の
中
で
、
感
覚
・

知
覚
入
力
か
ら
基
礎
づ
く
り
を
す
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
感
覚
の
統
合
作
業
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
。

ま
だ
基
礎
感
覚
（
聴
覚
・
前
庭
覚

※・
触
覚
等
）

入
力
が
未
熟
で
あ
り
、
感
覚
調
整
能
力
を
培
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
刺
激
を
拒
絶
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
◯
◯
過
敏
、
刺
激
に
反
応

し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
○
○
鈍
感
と

判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

人
間
は
発
達
過
程
で
、
そ
の
刺
激
に
適
応
し

て
い
く
発
達
時
期
が
あ
り
、
適
応
能
力
の
向
上

や
、
順
応
現
象
も
期
待
で
き
る
。
苦
手
と
判
断

し
て
、
そ
れ
を
遮
断
す
る
こ
と
は
、
そ
の
子
供

か
ら
適
応
し
た
り
順
応
し
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
乳
・
幼
児
期
は
外
的
刺
激
に
左
右
さ

れ
や
す
く
、「
感
覚
感
度
が
高
い
」
＝
「
敏
感
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

感
覚
調
整
が
う
ま
く
機
能
せ
ず
、
そ
の
状
態

を
避
け
よ
う
と
し
て
落
ち
着
か
な
く
な
る
よ
う

な
場
合
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）

と
診
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ－

５
の

診
断
基
準
に
よ
る
と
、
一
二
歳
以
降
で
同
じ
よ

う
な
症
状
が
半
年
か
ら
一
年
継
続
し
て
い
る
場

合
に
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
疑
わ
れ
る
。

感
覚
・
知
覚
の
発
達
に
お
い
て
も
、
生
理
的

要
因
や
環
境
要
因
が
心
理
的
側
面
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
過
敏
に
反
応
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

「
○
○
過
敏
」
と
断
定
す
る
前
に
原
因
を
探
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。

３

保
護
者
に
も
毅
然
と
し
た
対
応
を

保
護
者
の
中
に
は
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
見

識
を
も
ち
、
担
任
に
対
応
方
法
を
指
示
さ
れ
る

方
も
い
る
。

学
校
と
し
て
、
保
護
者
の
言
う
な
り
で
は
な

く
、
確
固
た
る
理
論
を
も
っ
た
上
で
子
供
の
発

達
を
促
し
、
保
護
者
を
的
確
な
方
向
に
誘
導
し

て
い
き
た
い
。
感
覚
統
合
理
論
は
そ
の
一
つ
の

指
針
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

学
童
期
は
、
感
覚
・
知
覚
を
促
し

統
合
さ
せ
る
時
期

苦
手
な
も
の
を
遮
断
す
る
だ
け
で
は
育
た
な
い
。
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福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長



TOSS教材ͷ͓໰߹Θͤɺ͓ਃࠐΈ͸
教ҭٕज़ڀݚॴɹ0120�00�6564
TOSS教材ͷ͓໰߹Θͤɺ͓ਃࠐΈ͸
教ҭٕज़ڀݚॴɹ0120�00�6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材ɹお得情報！ 2022年7月15日〜 2022年8月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。ʢ1��ɼ��の্ཝのࣄهͱ࿈ܞしͯいますʣ

学力回復＆向上の指導スキル10か条

算数少人数教室
実践者必携ハンドブック

学芸みらい社
全ての子供たちに学力の保障を！

サマーセミナー &
２学期教材キャンペーン

教育技術
研究所

●トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いただ
いた方から抽選で５名様に、「算数少人数教室実践者必携ハン
ドブック」（板倉弘幸サイン入り）をプレゼントいたします‼

キャンペーン期間：
2022年8月5日（金）～8月28日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2022年7月15日（金）～8月14日（日）
応募フォーム：
https://forms.gle/VogfoqD88SZ61A3A8

●夏休み中の教師力アップにおすすめの書籍のほか、２学期
からのお役立ち教材を特別価格・特典付きで販売します！

〈対象教材〉
・サマーセミナー販売教材
　（お宝教材も！）
・かけ算九九の助
・とびなわキング
・鉄棒くるりんベルト
・TOSS教育書籍　など

˞౰બऀͷൃද͸ൃૹΛ΋ͬͯ୅͍͖͑ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
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操
作
が
簡
単
で
、
誰
で
も
す
ぐ
に
使
え
る
教
材
。

རと
し

だా

༐ゆ
う

थき

東
京
都
港
区
立
赤
羽
小
学
校

「
か
け
算
九
九
計
算
尺
セ
ッ
ト
か

け
算
九
九
の
助
」
は
楽
し
く
一
年
生

で
も
か
け
算
を
覚
え
ら
れ
る
。

①

数
字
だ
け
の
操
作

②

見
て
す
ぐ
分
か
る
量
的
な
操
作

に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

最
大
の
特
徴
は
、
か
ぎ
形
の
透
明

シ
ー
ト
（
図
）
で
場
所
を
限
定
さ
せ

る
こ
と
で
、

か
け
算
を
一
目
で
理
解
で
き
る

と
こ
ろ
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
子
が
か
け
算
の
量
感
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。

前
の
時
間
が
終
わ
る
直
前
、
九
九

の
助
を
出
し
て
用
意
さ
せ
る
。
授
業

開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。
子
供
が

揃
う
の
を
待
た
ず
に
二
の
段
、
三
の

段
。（
遅
い
子
の
準
備
を
手
伝
い
な

が
ら
）「
に
い
ち
が
に
！

に
に
ん

が
し
！
…
」
と
声
を
出
す
。
席
に
着

く
子
、
準
備
が
で
き
た
子
が
だ
ん
だ

ん
と
増
え
、
声
も
大
き
く
な
っ
て
く

る
。
授
業
開
始
の
数
分
間
で
行
う
。

授
業
開
始
と
同
時
に
子
供
を
ぐ
っ
と

引
き
込
む
強
力
な
教
材
だ
。

Ϋϥεશһ͕೤த͢Δ͜ͷࡐڭʂ
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ϙΠント̍　ʮӉ஦࿈߹ʯ͸ɺགྷͬͯ౗ͦ͏！�

ʮӉ஦࿈߹ʯと͍͏ϨΫ͕͋るɻ޻෉Λ͜Β͠ɺ஍ٿΛ৵ུ͠
ʹདྷͨӉ஦ਓΛʮགྷͬͯ౗͢ʯと͍͏ઃఆʹ͢るɻ͋Βか͡Ίɺ
݄੕ਓɺՐ੕ਓɺਫ੕ਓɺ໦੕ਓɺۚ੕ਓɺ౔੕ਓɺΛܾΊͯ
おくɻʮग़͍ͯ͜ɺʓʓ੕ਓ！ʯの߹ਤとڞʹɺͦΕͧΕのӉ஦ਓ͕ग़ͯくるɻଞのࢀՃऀ͸ɺ
Ӊ஦ਓΛ౗͢μンεΛགྷָͬͯ͠ΉϨΫͰ͋るɻ

ϙΠント̎　ʮཛ6ܕ'OʯͰӉ஦ਓΛݺ΅͏！

ʮӉ஦࿈߹ʯΛ͢るલʹɺӉ஦ਓΛ஍ݺͯͬޡʹٿんͰ͠·͏
ϨΫΛऔりೖΕ͍ͨɻ͜Ε͕ɺʮཛ6ܕ'OʯͰ͋るɻʮཛܕ
6'Oʯ͸ɺ教ࢣのਅࣅΛ͢るͩけのϨΫなのͰɺ؆୯Ͱ͙͢ʹ
のόεͰ΍ͬͯおくのもお͢͢Ίͩɻ͖ߦるɻόεϨΫͰもͰ͖るのͰɺ͑࢖
　εトーϦーΛ෇けͯɺ࣍ʑとϨΫΛ܁りग़͍ͯ͠くの͕੝り্͕るൿ݃Ͱ͋るɻ

キャンプファイヤーを最大級に盛り上げる！　鉄板レク紹介‼
ϨΫ͸、࿈ଓ技でউෛせΑ。
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膨
大
な
実
践
研
究
か
ら
導
か
れ
た
少
人
数
算
数
を
組
み
立
て
る

ポ
イ
ン
ト
。

Լし
も

઒が
わ

྇り
ょ
う
じ࢘

福
岡
県
宗
像
市
立
東
郷
小
学
校

ࡐڭ5044
͓ಘ৘ใ��

͘Θ͘͠͸ɺԼΛ
͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

デジタル・トークライン連動！
ͷお͢͢ΊϨΫಈը݄ࠓΔ͑࢖ʹ͙͢

『
算
数
少
人
数
教
室
実
践
者
必
携
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
板
倉
弘
幸
著

学

芸
み
ら
い
社
）
で
読
ん
だ
一
文
に
よ

り
、
私
の
算
数
授
業
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
そ
れ
が
次
の
文
で
あ
る
。

課
題
提
示
は
省
略
形
に
す
る

昨
年
度
、
五
年
生
で
少
人
数
算
数

を
教
え
た
。
学
年
一
一
三
人
の
中
で
、

最
も
算
数
の
苦
手
な
一
〇
人
が
集

ま
っ
た
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

授
業
で
特
に
困
っ
た
の
は
、
読
解

力
を
必
要
と
す
る
文
章
問
題
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
お
話
で
す
か
」
と
聞
く
と
、

内
容
の
理
解
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
間
違
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

本
書
に
は
少
人
数
算
数
授
業
を
組

み
立
て
る
ポ
イ
ン
ト
が
一
〇
の
視
点

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
一
文

は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
早
速
、「
単

位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
」
の
単
元
で

次
の
よ
う
に
課
題
提
示
を
行
っ
た
。

「
二
五
枚
で
七
五
〇
円
の
Ａ
店
、
四

〇
枚
で
一
四
〇
〇
円
の
Ｂ
店
、
ど
ち

ら
の
お
店
が
安
い
で
す
か
」

子
供
は
既
習
事
項
に
基
づ
い
て
立

式
す
る
と
、
良
い
こ
と
に
素
早
く
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
に
は
個
別
指
導
に
関
す
る
骨

太
な
研
究
と
、
著
者
自
身
の
実
践
研

究
か
ら
導
か
れ
た
少
人
数
算
数
指
導

の
原
則
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。

少
人
数
算
数
に
関
わ
る
全
て
の
教

師
に
役
立
つ

必
読
の
書
で

あ
る
。



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践

��

（定時制高校編）物事を前向きに
とらえる語り
TOSSメディアには生徒を変える語りのヒントがたくさんある。

౦ژ౎ཱߴܳ޻౳ֶߍ（ఆ੍࣌） 村
むら

瀬
せ

歩
あゆむ

　ఆ੍࣌ۈʹߍߴ຿Λ͍ͯ͠るɻখֶߍɺதֶߍとෆొߍΛ͠ݧܦɺ෺ࣄΛ
൱ఆతʹଊ͑ʮνϟϨンδͨ͠くな͍ʯと͏ݴੜె͕Ұఆ਺͍るɻ͠か͠ɺ
るੜె͕૿͑ͯ͑ߟʹ͖޲る͜とͰɺঃʑʹલޠりฦ͠झҙઆ໌΍ཧ༝Λ܁
͖ͨと࣮͍ͯ͠ײるɻҎԼ͸ޠりのྫͰ͋るɻʮTOSSϝσΟΞマΨδンʯ
ୈ̑߸Λߟࢀʹͨ͠ɻ

༿͸ࣗ෼ʹฦͬͯくるݴ���ท（ߟࢀ）
　人に言った言葉は、自分に返ってきます。例えば、友達に「ありがとう」
と言ったとします。友達に言った「ありがとう」は自分に返ってきます。反
対に、友達に「ウザい」「キモい」といったら、「ウザい」「キモい」は自分
に返ってきます。このように、人に言った言葉は、自分に返ってきます。日
ごろから使う言葉を考えなければなりませんね。

ѱޱ΍๫ݮ͕ݴりɺ͍ͭͯͬ͠ݴ·ͬͨੜెʹ͸ʮͦΕͬͯࣗ෼ʹͯͬݴ
͍るのとಉͩ͡Ͷʯとࢦಋ͕͠΍͢くなͬͨɻ

��ท　ࣦഊのとΒ͑ํ（ߟࢀ）
　チャレンジには失敗がつきものです。そこで、失敗を失敗のままにするか、
それとも経験に変えるかは、あなたの考え方次第です。後ろ向きに捉えたら、
100回の失敗は100回の失敗のままです。逆に、前向きに捉えたら、100回
の失敗は100回の経験になります。前向きにとらえることで 経験の量がた
くさん増え、同じことを繰り返さなくなります。だから、たくさんチャレン
ジして、たくさんの経験を積みましょう。

ɺࣗ෼かΒ໰୊Λղかな͍ੜెもɺͰ͖るൣғͰ໰୊Λऔり૊ΉΑ͏ʹなͬͨɻޙりのޠ

！ಋ๏授業が激変ࢦ5044 લઢ࠷

ʲࠓ月ͷίϯςϯπʳ

TOSSϝσΟΞϚΨジン
ୈ̑߸
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リ
を
使
用
し
て
練
習
し
た
結
果
、
五

〇
点
ま
で
点
数
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

三

全
体
指
導
の
中
で

個
別
最
適
な
学
び
を

分
度
器
ア
プ
リ
は
、
算
数
の
授
業

で
、
全
員
に
取
り
組
ま
せ
た
。
.
く

ん
だ
け
で
な
く
、
児
童
全
員
が
喜
ん

で
取
り
組
ん
だ
。

漢
字
ア
プ
リ
は
、
他
の
子
は
紙
の

教
材
で
学
習
し
て
い
る
時
間
に
、
8

く
ん
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
取
り
組
ま

せ
た
（
他
児
童
に
は
、
事
前
に
説
明

し
て
お
い
た
）。

端
末
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
子
供

の
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
全
体
指
導
の
中
で
個

別
最
適
な
学
び
が
実
現
す
る
。

上
で
喜
ん
で
字
を
書
く
姿
に
私
も
嬉

し
く
な
っ
た
。

「O
TLB8

SJUJOH

」
と
い
う
ア
プ
リ

を
用
い
た
。
筑
波
大
学
で
の
研
究
成

果
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

8
く
ん
は
W
I
S
C
の
結
果
「
見

た
も
の
を
記
憶
し
て
お
く
力
が
弱

い
」
こ
と
が
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

漢
字
を
見
て
覚
え
て
書
く
こ
と
が
苦

手
だ
。
ま
た
、
指
先
の
微
細
な
運
動

が
苦
手
な
た
め
、
小
さ
な
マ
ス
に
書

く
だ
け
で
精
一
杯
で
、
覚
え
る
こ
と

に
意
識
が
い
か
な
い
と
い
う
。

こ
の
ア
プ
リ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な

画
面
を
指
で
な
ぞ
る
た
め
、
8
く
ん

は
「
書
き
や
す
い
」
と
喜
ん
だ
。

ま
た
、
書
き
順
が
一
画
ず
つ
異
な

る
色
で
示
さ
れ
る
モ
ー
ド
や
、
最
後

の
一
か
ら
三
画
の
見
本
が
表
示
さ
れ

ず
、
自
分
の
記
憶
で
書
く
モ
ー
ド
が

あ
り
、「
覚
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

8
く
ん
は
、
支
援
以
前
は
漢
字
の

テ
ス
ト
で
一
〇
点
だ
っ
た
が
、
ア
プ

一

手
先
が
不
器
用
な
.
く
ん
を

救
っ
た
分
度
器
ア
プ
リ

「
先
生
、
俺
、
こ
れ
な
ら
で
き
る
！
」

画
面
上
の
大
き
な
分
度
器
を
、
タ
ッ

チ
し
て
上
手
に
操
作
す
る
.
く
ん
。

手
先
が
不
器
用
な
.
く
ん
は
、
分

度
器
を
上
手
に
操
作
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
角
度
を
正
確
に
測
れ
な
い
。

そ
こ
で
用
い
た
の
が
「『
角
』
分

度
器
の
使
い
方
ア
プ
リ
」（
酒
井
基

成

T
O
S
S
ラ
ン
ド
）
で
あ
る
。

画
面
上
の
分
度
器
を
指
で
タ
ッ
チ
し

て
動
か
す
。
測
っ
た
角
度
を
入
力
し

て
正
誤
を
確
か
め
る
だ
け
の
シ
ン
プ

ル
な
ア
プ
リ
だ
。
.
く
ん
は
、
こ
の

画
面
上
の
分
度
器
な
ら
ば
「
操
作
が

し
や
す
い
」
と
言
う
。
ど
ん
ど
ん
正

解
し
て
自
信
を
付
け
て
い
っ
た
。
単

元
テ
ス
ト
の
角

度
を
測
る
問
題

は
二
問
中
一
問

正
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
満

足
げ
な
表
情
で

あ
っ
た
。

二

漢
字
テ
ス
ト
一
〇
点
の
8
く
ん

を
救
っ
た
漢
字
練
習
ア
プ
リ

「
書
き
や
す
い
！
」「
覚
え
ら
れ

る
！
」
漢
字
の
時
間
に
は
い
つ
も

突
っ
伏
し
て
い
た
8
く
ん
が
、
端
末

端末による支援で
個別最適な学びを
実現する
指先が不器用で分度器が
操作できない。視知覚に
弱さがあり漢字を書くこ
とができない。そのよう
な子供たちに対して端末
を用いた支援を行った事
例を紹介する。

ઍ༿県ઍ༿ࢢ立େ໦ށ小学校
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は
違
う
の
で
、
悪
い
こ
と
は
先
生
に

言
う
。
教
師
は
、
同
時
に
周
り
の
子

を
褒
め
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

以
上
を
心
が
け
な
が
ら
辛
抱
強
く

対
応
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
Ａ
男

が
不
意
に
良
い
行
い
を
し
た
り
我
慢

で
き
た
り
す
る
場
面
が
見
ら
れ
始
め

た
。
す
る
と
周
り
の
子
も
Ａ
男
の
変

容
を
認
め
始
め
て
い
く
と
い
う
サ
イ

ク
ル
が
生
ま
れ
た
。

作
業
療
法
士
の
福
田
恵
美
子
氏
に

も
相
談
し
た
。「
桑
原
先
生
が
、
ま

ず
受
け
入
れ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。

三
年
生
の
状
態
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、

恐
ら
く
犯
罪
の
方
向
に
行
っ
て
い
る

レ
ベ
ル
。
暴
言
を
吐
く
こ
と
で
、
空

間
を
支
配
し
て
、
居
心
地
の
良
さ
を

生
み
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
誤
認
識

し
て
い
る
。
桑
原
先
生
の
対
応
は
、

ど
れ
も
良
い
、
先
生
に
出
会
え
て
、

こ
の
子
は
良
か
っ
た
」

三
月
の
お
別
れ
会
で
、
Ａ
男
が
、

は
に
か
み
な
が
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
、

そ
の
姿
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

な
っ
て
し
ま
う
。
笑
顔
で
対
応
す
る

こ
と
で
、
少
し
た
じ
ろ
ぐ
。

③
特
性
を
知
り
心
地
よ
い
時
間
を
増

や
す
。
図
工
・
読
書
・
生
き
物
の
面

倒
を
見
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
そ

れ
を
生
か
す
。
Ａ
男
の
机
横
の
棚
に
、

本
と
Ａ
４
コ
ピ
ー
用
紙
を
五
〇
〇
枚

常
備
し
た
。
授
業
中
で
も
使
用
Ｏ
Ｋ

と
し
た
。
お
絵
書
き
、
紙
飛
行
機
作

り
な
ど
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

行
為
は
見
過
ご
せ
る
か
ら
だ
。

④
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
褒
め
続

け
る
。「
す
ご
い
な
」「
頭
い
い
な
」「
え

ら
い
な
」「
で
き
る
ね
」
と
す
か
さ

ず
褒
め
る
。
返
事
を
し
た
だ
け
で
も

褒
め
る
。
す
る
と
Ａ
男
は
、「
俺
、

褒
め
ら
れ
る
の
嫌
い
な
ん
だ
よ
」
と

驚
き
の
反
応
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
止

め
る
は
ず
も
な
く
褒
め
続
け
た
。

⑤
周
り
の
子
へ
Ａ
男
へ
の
対
応
ス
キ

ル
を
教
え
る
。
Ａ
男
以
外
の
ク
ラ
ス

の
子
に
説
明
を
す
る
。
ひ
い
き
に
つ

い
て
、
三
年
生
ま
で
の
様
子
か
ら
彼

な
り
に
成
長
し
て
い
る
点
、
大
目
に

見
て
ほ
し
い
点
。
我
慢
す
る
こ
と
と

前
任
校
時
、
四
年
生
を
担
任
し
た

時
に
Ａ
男
と
出
会
っ
た
。
学
力
は
高

め
。
目
立
つ
行
為
か
ら
、
二
次
障
害

（
反
抗
挑
戦
性
障
害
）
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
。
負
け
を
認
め
ら
れ
な
い
、

注
意
を
受
け
入
れ
ら
な
い
。
注
意
す

る
と
、
人
を
殴
る
、
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で

走
り
回
る
、
し
つ
こ
く
授
業
中
に
話

し
か
け
る
。
大
声
で
不
満
を
連
続
し

て
言
う
（
ク
ソ
、
ク
ソ
、
死
ね
、
死

ね
、
う
る
せ
ー
ん
だ
よ
、
し
つ
こ
い

ん
だ
よ
。
子
供
で
も
大
人
で
も
）。

破
壊
行
為
（
紙
や
ノ
ー
ト
を
破
く
、

机
や
椅
子
を
ガ
ン
ガ
ン
す
る
。
自
傷

行
為
。
授
業
中
に
片
付
け
る
な
ど
）。

多
く
が
面
倒
。
以
下
略
。

格
闘
の
毎
日
だ
っ
た
。
基
本
的
に

目
が
離
せ
な
い
。
瞬
時
に
指
導
す
る

か
ス
ル
ー
す
る
か
対
応
が
求
め
ら
れ

た
。
Ａ
男
へ
の
指
導
か
ら
身
に
付
け

た
五
点
を
紹
介
す
る
。

①
ま
ず
は
受
容
し
信
頼
関
係
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。
彼
を
受
け
入
れ
る
姿

勢
か
ら
始
め
た
。「
そ
う
な
の
か
！
」

「
へ
ー
」
と
対
話
す
る
。
Ａ
男
の
心

の
状
態
が
安
定
す
る
時
間
を
増
や
す

こ
と
が
理
想
だ
か
ら
だ
。

②
笑
顔
の
初
期
消
火
を
身
に
付
け
る
。

常
時
、
教
師
が
笑
顔
で
対
応
す
る
。

彼
と
張
り
合
い
叱
り
モ
ー
ド
の
表
情

で
い
く
と
、
叱
ら
れ
慣
れ
て
い
る
の

で
瞬
時
に
察
し
て
不
満
顔
モ
ー
ド
に

সإのॳظফՐΛ
਎ʹ෇͚Δ

「俺、褒められるの嫌いな
んだよ」と言ってきたＡ
男との１年。
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有段者が教える！
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３

ノ
ー
ト
を
提
示
す
る

教
科
書
の
提
示
だ
け
で
な
く
、

ノ
ー
ト
指
導
に
も
適
し
て
い
る
。

方
法
は
教
科
書
の
と
き
と
同
じ
で
、

ノ
ー
ト
の
画
像
を
ア
プ
リ
に
取
り
込

め
ば
よ
い
。

手
書
き
で
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
示

す
こ
と
が
で
き
、
定
規
で
引
く
線
を

再
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

４

他
の
仕
事
で
も
活
用

教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
セ
ッ
ト
で
取

り
込
み
、
そ
こ
に
教
科
書
へ
の
書
き

込
み
、
子
供
の
ノ
ー
ト
、
発
問
指
示

な
ど
を
記
し
て
い
く
。
教
材
研
究
を

蓄
積
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
で

き
る
。

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
も
取
り
込
め
る

た
め
、
会
議
資
料
へ
の
書
き
込
み
、

書
類
の
整
理
や
保
管
も
ス
マ
ー
ト
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
の
時
間
や
コ
ス
ト
の
か

か
る
作
業
を
変
え
て
い
き
た
い
。

３

ノ
ー
ト
を
提
示
す
る

４

他
の
仕
事
で
も
活
用

"
QQMF�1FODJM

な
ど
の
タ
ッ
チ
ペ

ン
で
、
自
由
に
書
き
込
み
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
、
安
い

タ
ッ
チ
ペ
ン
で
も
、
指
で
も
可
能
）。

　
　
　
　
◆

ペ
ン
の
色
、
太
さ
な

ど
は
さ
ま
ざ
ま
に
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
手
書
き
ペ
ン

だ
け
で
な
く
、
蛍
光
ペ

ン
、
図
形
、
テ
キ
ス
ト

な
ど
を
加
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

中
で
も
図
形
モ
ー
ド

は
、
手
で
か
い
た
も
の

を
自
動
的
に
き
れ
い
な

図
形
へ
と
変
換
し
て
く

れ
る
た
め
、
便
利
で
あ

る
。
直
線
や
円
を
か
く
の
に
適
し
て

い
る
。

画
面
中
の
特
定
の
範
囲
を
強
調
表

示
し
た
い
場
合
は
、
ポ
イ
ン
タ
ー
が

便
利
だ
。
赤
い
線
が
残
像
を
残
し
て

消
え
る
。

こ
の
ア
プ
リ
は

"
QQMF

端
末
専
用
で
あ

る
。
教
室
で
は
、J1BE

やJ1IPOF

で
の
活
用
を
勧
め
る
。

１

教
科
書
を
画
面
に
提
示
す
る

は
じ
め
に
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を

カ
メ
ラ
で
撮
る（
ス
キ
ャ
ン
で
も
よ
い
）。

そ
し
て
、
ア
プ
リ
を
開
い
た
ら
次

の
手
順
で
操
作
を
す
る
。

①
「
新
規
」
ボ
タ
ン
を
押
す
。

②
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
選
択
。

③

教
科
書
の
画
像
を
選
ぶ
。

こ
う
す
れ
ば
、
画
面
上
に
教
科
書

の
画
像
が
大
き
く
出
て
く
る
。

こ
れ
を
テ
レ
ビ
に
つ
な
い
で
映
せ

１

教
科
書
を
画
面
に
提
示
す
る

ば
、
子
供
た
ち
に
提
示
す
る
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
完
成
で
あ
る
。

２

書
き
込
み
作
業
を
提
示
す
る

こ
の
ア
プ
リ
の
便
利
な
と
こ
ろ
は
、

提
示
し
た
教
科
書
の
画
像
に
直
接
書

き
込
み
を
し
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
犬
を
丸
で
囲
ま
せ
る
場

面
な
ら
左
図
の
よ
う
に
示
す
。

２

書
き
込
み
作
業
を
提
示
す
る

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

タッチペンでの
書き込みを提示

その場でできるデジタル
教科書「Good Notes」。
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め
そ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
先
生

方
、
学
生
の
櫻
井
愛
梨
氏
に
ご
報
告

を
し
た
。
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。
留
め
置
き
に
な
っ
た
時
も
必

ず
報
告
を
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

行
動
は
継
続
す
る
。

４

級
の
重
み

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
七
日
の
東

海
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
、
二
一

級
に
昇
級
し
、
Ｄ
表
突
破
を
し
た
。

Ｄ
表
突
破
と
は
ど
ん
な
技
能
か
。

「
雑
誌
論
文
二
〇
回
以
上
の
技
能
」

ま
た
、
Ｄ
表
を
突
破
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
左
記
の
こ
と
に
も
な
る
。

「
市
で
№
１
の
授
業
力
を
も
つ
」

昇
級
す
れ
ば
昇
級
す
る
ほ
ど
級
の

重
み
は
大
き
く
な
る
。
検
定
だ
け
で

な
く
、
普
段
の
授
業
も
そ
れ
だ
け
の

実
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

級
が
上
が
る
ほ
ど
覚
悟
が
生
ま
れ
る
。

自
分
の
た
め
に
検
定
を
受
け
る
の
か
、

周
り
の
た
め
に
受
け
る
の
か
。
後
者

で
受
け
続
け
て
い
き
た
い
。

向
け
る
と
良
く
な
り
ま
す
よ
。

井
上
好
文
氏

二
五
級
に
な
る
ま
で
は
優
れ

た
授
業
の
追
試
を
し
て
く
だ
さ

い
。
我
流
の
授
業
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
我
流
が
身
に
付
き
ま
す
。

な
ぜ
優
れ
た
授
業
の
追
試
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
は
二
五
級
に
な
る

ま
で
、
ひ
た
す
ら
優
れ
た
授
業
の
追

試
を
し
て
い
た
。
様
々
な
例
会
に
足

を
運
び
、
色
ん
な
先
生
に
見
て
い
た

だ
い
た
。
何
度
も
練
習
し
た
。
検
定

ノ
ー
ト
を
作
り
、
例
会
や
勉
強
会
で

い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
だ
。

３

先
生
方
に
お
礼
を
伝
え
る

私
は
検
定
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
お

礼
発
信
を
す
る
。
昇
級
し
て
も
留
め

置
き
に
な
っ
て
も
、
日
頃
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
先
生
に
個
人
で
お

礼
を
伝
え
る
。
Ｄ
表
突
破
し
た
時
は
、

関
西
の
先
生
に
姫
路
で
お
会
い
す
る

予
定
が
あ
っ
た
。
許
鍾
萬
氏
を
は
じ

１

何
と
な
く
受
け
て
い
た

二
〇
一
七
年
二
月
十
六
日
、
私
は

初
め
て
授
業
技
量
検
定
を
受
け
た
。

こ
の
時
、
授
業
技
量
検
定
と
は
何

か
、
ほ
と
ん
ど
何
も
分
か
ら
な
い
状

態
だ
っ
た
。
初
Ｆ
表
は
「
話
す
聞
く

ス
キ
ル
」の「
ゆ
き
が
ふ
る
」
だ
っ
た
。

当
時
は
、
三
分
間
様
々
な
音
読
を

し
て
い
た
。
結
果
、
三
五
級
に
昇
級
。

そ
の
後
も
、
Ｅ
表
検
定
を
何
度
か

受
検
し
た
が
、
特
に
目
的
や
目
標
も

な
く
、
な
ん
と
な
く
受
け
て
い
た
。

２

優
れ
た
授
業
の
追
試
を
す
る

気
付
け
ば
Ｅ
表
も
突
破
し
、
Ｄ
表

受
検
に
近
づ
い
た
。
Ｅ
表
ま
で
は
、

「
話
す
聞
く
ス
キ
ル
」で
授
業
を
行
っ

て
い
た
が
、
Ｄ
表
は
ど
ん
な
授
業
を

す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

多
く
の
先
生
方
か
ら
お
聞
き
し
た
こ

と
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

優
れ
た
授
業
の
追
試
を
す
る
。

こ
の
時
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
の
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
用
し
、

二
〇
一
七
年
八
月
十
九
日
に
行
わ
れ

た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
兵
庫
合
宿
の
講
座
１
で
、

初
Ｄ
表
検
定
を
受
け
た
。
審
査
員
は
、

川
原
雅
樹
氏
と
井
上
好
文
氏
で
あ
る
。

川
原
雅
樹
氏

目
線
が
一
直
線
で
し
た
。
周

り
の
子
役
の
先
生
に
も
身
体
を

私の教師修業の
キセキ

पΓのઌੜのࢧえがあった͔
Β、ここ·でଓ͚Βれた。

ฌݿ県立ເલߴ౳学校

栗
ㆎり

原
ㆯ㇉

尚
ㆪㆈ

子
㆓

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

ճ
౴
⽅
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士

தな
か

Ҫい

ޫひ
か
る

ɹ
ɹ
ߏ
੒
⽅
ೆみ

な
み

෣ま

いҥ

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

Πϥετ：໦ଜ༤հ

出
張
先
か
ら
学
校
に
戻
る
途
中
で

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

出
張
先
か
ら
学
校
に
戻
る
途
中
で

交
通
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
軽
症

で
済
ん
だ
の
で
す
が
、
病
院
を
受

診
し
治
療
費
も
か
か
り
ま
し
た
。
公

務
災
害
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
、

管
理
職
か
ら
「
書
類
が
と
て
も
大

変
だ
か
ら
、
そ
の
程
度
の
怪
我
な

ら
割
に
合
わ
な
い
。
公
務
災
害
は

出
さ
な
い
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
公
務
災

害
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

が
、
出
張
先
か
ら
学
校
へ
の
移
動
中
の

交
通
事
故
は
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

公
務
災
害
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
申
請
の

た
め
に
書
類
（
報
告
書
・
診
断
書
・
申

請
書
等
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

報
告
書
に
は
、
公
務
関
連
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
校
長
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
管
理
職
が
本
件

の
よ
う
な
も
の
や
「
予
算
が
不
足
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
」
等
、申
請
を
控

え
る
べ
き
と
い
う
発
言
を
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
時
々
あ
り
ま
す
。し
か
し
、公
務
災

害
の
補
償
申
請
を
し
な
い
と
、勤
務
時
間

中
の
治
療
の
た
め
有
給
休
暇
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
等
、被
害
者
で
あ
る
教
師

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
管
理
職
か
ら
報
告
書
に
詳
細

す
ぎ
る
記
載
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
勤
務
中
に
怪
我
を

す
る
可
能
性
が
高
い
消
防
士
等
で
は
二

週
間
以
内
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

詳
細
す
ぎ
る
記
載
は
制
度
上
不
要
で
す
。

ま
た
予
算
の
不
足
は
都
道
府
県
全
体

の
中
で
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
公
務

災
害
を
抑
制
す
る
の
は
不
当
で
す
。

公
務
災
害
の
申
請
書
類
の
書
式
は
、

都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
公
開
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
準
備
を
早
め

に
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

小
学
校
の
担
任
で
す
。
配
付
プ

リ
ン
ト
の
枚
数
の
こ
と
な
ど
、
細

か
な
こ
と
で
ク
レ
ー
ム
を
言
っ
て

く
る
保
護
者
が
い
ま
す
。
自
宅
の

ネ
ッ
ト
回
線
が
弱
か
っ
た
よ
う
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
も
大
声
で
長
時
間

の
叱
責
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
保
護
者
に
は
ど
う

対
応
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、
公
務
に
よ
る
災
害
又
は
通

勤
上
の
災
害
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
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一
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
は
熱
中
す
る

小
学
校
二
年
理
科
の
向
山
実
践
に
「
ア
リ
の

絵
を
描
く
」
が
あ
る
。
子
供
た
ち
が
熱
中
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
で
あ
る
。

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
の
も
の
が
、
実
は
違
っ

て
い
た
と
い
う
発
見
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。

校
庭
で
ア
リ
と
遊
ぶ
。
ア
リ
の
絵
を
描
く
。

代
表
的
な
絵
を
三
人
選
び
貼
る
。
三
枚
の
絵
を

写
さ
せ
る
。「
こ
の
三
枚
の
絵
は
ど
こ
が
違
い

ま
す
か
」
と
問
う
。
何
を
見
る
か
を
三
つ
に
ま

と
め
る
。
三
つ
の
視
点
で
意
見
を
交
わ
す
。
実

際
に
校
庭
で
ア
リ
を
捕
ま
え
て
観
察
す
る
。

こ
の
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
大
体
正
し
く

て
、
ど
こ
か
へ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
絵
」
を
選

び
貼
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、「
ち
ょ
っ
と
だ
け
ち
が
う
」
と
い
う
こ
と

は
支
持
さ
れ
、
そ
の
後
の
討
論
や
発
見
に
つ
な

が
る
。

二

サ
ク
ラ
の
葉
を
描
く

小
森
栄
治
氏
の
実
践
に
「
サ
ク
ラ
の
葉
を
描

く
」
が
あ
る

※
１

。
実
物
を
見
な
い
で
描
か
せ

て
み
る
と
大
き
く
二
通
り
に
な
る
。

「
葉
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
な
い
」「
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ

る
が
葉
脈
が
正
し
く
な
い
」。
こ
の
二
つ
を
提

示
し
て
問
う
「
こ
の
二
枚
の
絵
は
ど
こ
が
違
い

ま
す
か
。
書
け
た
ら
先
生
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
ま

す
」。
持
っ
て
き
た
も
の
に
点
数
を
付
け
て
い
く
。

１

太
い
葉
脈
が
あ
る
。

２

葉
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
る
。

３

葉
脈
を
は
し
ま
で
描
い
て
い
る
。

三
点
満
点
は
、
ほ
と
ん
ど
出
な
い
。

全
員
評
定
を
し
た
後
、
サ
ク
ラ
の
葉
の
実
物

を
配
付
す
る
。
子
供
た
ち
か
ら
「
そ
っ
か
！
」

「
へ
ー
」
と
い
う
声
が
出
る
。「
サ
ク
ラ
の
葉
を

教
室
の
蛍
光
灯
に
透
か
し
ま
す
」。
細
か
い
葉

脈
が
見
え
て
子
供
た
ち
が
さ
ら
に
感
動
す
る
。

「
こ
の
よ
う
に
葉
の
隅
々
ま
で
通
っ
て
い
る
線

を
葉
脈
と
言
い
ま
す
」。
も
う
一
度
サ
ク
ラ
の

葉
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
平
行
脈
の

植
物
も
同
様
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
る
と
子
供
た
ち

は
熱
中
状
態
に
な
る
。

˞
̍
ứ
ࢠ
Ͳ
΋
͕
ཧ
Պ
ʹ
ເ
த
ʹ
ͳ
Δ
त
ۀ
Ừớ
খ
৿
ӫ
࣏
ஶ

ֶ
ܳ
Έ
Β
͍
ࣾ
Ờ

͜ͷ࣮ࢁ޲ફΛ௥͠ࢼΑ͏
～୭Ͱ΋Ͱ͖Δ௥ࢼखॱ

子供熱中 教室激変！

千
葉
県
匝
瑳
市
立
野
栄
中
学
校

٢よ
し

わݪ
ら

ঘな
お

ひ׮
ろ

サ
ク
ラ
の
葉
脈
を
描
い
て
み
よ
う

熱
中
す
る
授
業
に
は
法
則
が
あ
る
。
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早
く
帰
る
か
ら
仕
事
が
速
く
な
る

「
休
み
時
間
で
さ
え
鬼
気
迫
る
勢
い
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
な
い
」
と
同
僚
が

言
う
。
無
駄
な
時
間
は
過
ご
さ
な
い
。
隙
間
の
す
べ
て
を
仕
事
で
埋
め
る
。
そ
し
て
、
定
刻
で

帰
る
。
帰
る
と
決
め
な
い
限
り
、
何
年
経
っ
て
も
上
達
は
望
め
な
い
。

初
任
校
を
除
く
二
、
三
、
四
、
五
校
目
で
、

私
は
最
も
退
勤
が
早
い
。

緊
急
対
応
を
要
す
る
指
導
案
件
が
起
き
た
時

を
除
き
、
生
徒
が
い
れ
ば
完
全
下
校
退
勤
（
長

谷
川
の
造
語
）、
い
な
け
れ
ば
定
時
退
勤
を
貫

い
て
い
る
。

仕
事
が
速
い
か
ら
早
く
帰
る
の
で
は
な
い
。

早
く
帰
る
か
ら
仕
事
が
速
く
な
っ
た
の
だ
。

前
任
校
で
五
年
間
教
務
主
任
兼
研
究
主
任
を

務
め
、
県
教
委
委
嘱
、
市
教
委
委
嘱
の
公
開
発

表
を
行
い
、
周
年
記
念
行
事
を
取
り
仕
切
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
を
独
り
で
こ
な
し
た
が
、
退
勤

は
最
も
早
か
っ
た
。

ど
の
現
場
で
も
、
周
囲
は
い
つ
ま
で
も
残
っ

て
い
る
が
、
私
は
帰
る
。
い
な
い
所
で
何
を
言

わ
れ
て
も
構
わ
な
い
。
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で
社

会
貢
献
活
動
等
、
自
ら
が
為
す
べ
き
を
為
す
だ

け
だ
。

中
学
校
現
場
に
お
い
て
、
定
時
退
勤
や
完
全

下
校
退
勤
を
貫
く
の
は
、
小
学
校
以
上
の
困
難

を
伴
う
。
自
明
の
理
だ
。
だ
か
ら
、
挑
む
価
値

が
あ
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
行
動
の
土
台
に
は
師
匠
向

山
洋
一
氏
の
ご
指
導
が
あ
る
。

■
帰
る
よ
う
に
す
る
か
ら
意
識
が
変
わ
り
、
仕

事
の
仕
方
が
変
わ
る
の
だ
。

私
は
、
学
校
に
い
た
時
間
は
一
番
短
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
い
い
仕
事
が
で
き
た
と
思
う
。

学
校
に
遅
く
ま
で
い
る
人
ほ
ど
レ
ベ
ル
が
低

い
と
思
う
。
遅
く
ま
で
い
る
か
ら
疲
れ
、
勉
強

も
で
き
ず
、
教
養
も
低
い
の
だ
。
自
分
ひ
と
り

で
も
早
く
帰
る
こ
と
だ
。
■

（
二
〇
〇
七
年
十
月
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り
）

私
は
師
匠
の
ご
指
導
の
つ
ま
み
食
い
は
し
な

い
。
い
い
と
こ
取
り
は
し
な
い
。
五
月
の
向
山

塾
東
京
会
場
で
述
べ
た
が
、
自
分
の
現
場
で
、

一
か
ら
十
ま
で
実
現
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
実
現
し
た
が
、
例
外
な
く
、

学
校
が
、
生
徒
が
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。
そ
れ
も
、
音
を
立
て
て
、
急
速
に
で
あ
る
。

師
匠
の
ご
指
導
も
ま
た
、
向
山
型
国
語
と
同

様
に
「
群
」
な
の
で
あ
る
。
い
い
と
こ
取
り
で

は
、
そ
の
場
限
り
の
、
一
次
的
な
成
果
で
終
わ

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

「
群
」
全
体
を
形
に
す
る
に
は
、
旧
文
化
と
た

た
か
う
覚
悟
が
要
る
。
擦
過
傷
程
度
で
は
済
ま

な
い
。
時
に
心
を
抉
ら
れ
る
よ
う
な
仕
打
ち
に

も
遭
う
。

追
い
求
め
る
と
は
、
そ
う
し
た
厳
し
い
場
に

自
ら
身
を
置
く
こ
と
だ
。
微
温
湯
に
浸
か
り
な

が
ら
使
え
る
言
葉
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
前
に
進
も
う
と
す
る
者
た
ち
が
、

「
型
」
を
受
け
継
い
で
い
く
。

実践日誌圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上の法則

௕は

୩せ

઒が
わ

തひ
ろ

೭ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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和
かず

樹
ㆌ

こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
て
こ

そ
、
作
業
指
示
も
生
き
て
く
る
。

࢛

授
業
の
࠷
後

練
習
問
題
の
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
た
。
ど
の
子
の
ノ
ー

ト
に
も
答
え
が
書
か
れ
、
○
が
付
い

て
い
る
。
私
は
聞
い
た
。

全
部
で
き
た
人
？

全
員
の
手
が
挙
が
っ
た
。

「
う
わ
あ
、
す
ご
い
！

こ
れ
で
、

予
定
よ
り
一
ペ
ー
ジ
先
に
進
み
ま
し

た
。
も
う
お
し
ま
い
に
す
る
？
」

子
供
た
ち
は
「
ま
だ
や
り
た
い
！
」

と
口
々
に
言
っ
た
。

授
業
の
感
想
を
書
か
せ
、
一
〇
分

早
く
終
了
し
た
。
指
導
書
の
二
時
間

半
の
進
度
を
三
五
分
で
終
え
た
こ
と

に
な
る
。

（
終
わ
り
）

す
る
。

④

写
せ
た
ら
○
を
付
け
る
。

こ
の
手
続
き
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
違
え

た
問
題
は
「
失
敗
」
で
は
な
く
「
次

へ
の
成
功
」
に
な
る
。

全
て
の
問
題
の
発
表
が
終
わ
っ
た

ら
、
空
白
を
埋
め
る
指
示
を
す
る
。

全
部
あ
っ
て
い
た
人
は
手
を
挙
げ

な
さ
い
。
花
丸
を
か
き
な
さ
い

（
花
丸
の
か
か
せ
方
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
）。

ࡾ

࡞
業
ࢦ
ࣔ
を
ੜ
か
͢
ϙ
Π
ン
τ

さ
て
、
こ
の
場
面
で
述
べ
て
き
た

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
こ
と
だ
。

①
「
空
白
」
を
生
ま
な
い
た
め

の
豊
富
な
指
示
。

②

多
彩
な
褒
め
言
葉
。

③

間
違
え
た
問
題
を
直
し
、
○

を
付
け
る
明
確
な
手
順
。

Ұ

࿅
श
໰
୊
に
औ
Γ
૊
ま
せ
る
࡞

業
ࢦ
ࣔ
ớ
ͭ
ͮ
き
Ờ

前
号
の
続
き
で
あ
る
。
板
書
を
し

終
わ
っ
た
子
供
た
ち
が
席
に
戻
り
始

め
る
。
ま
だ
板
書
し
て
い
る
子
も
い

る
が
、
席
に
戻
っ
た
子
た
ち
か
ら
発

表
さ
せ
る
。
教
師
は
発
表
を
聞
き
な

が
ら
黒
板
に
◯
を
付
け
て
い
く
。
付

け
な
が
ら
次
の
指
示
を
す
る
。

先
生
に
◯
を
も
ら
っ
て
い
な
い
人

で
合
っ
て
い
た
人
は
、
自
分
で
○

を
付
け
な
さ
い
。
違
っ
て
い
た
人

は
×
を
付
け
て
、
横
か
下
に
直
し

ま
す
。
直
し
た
ら
、
○
を
付
け
て

い
い
で
す
よ
。

ೋ

ๅ
෺
の
ʷ
を
෇
͚
る

大
切
な
の
は
「
直
し
た
ら
○
を
付

け
て
い
い
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
○
を
付
け
た
い
の
だ
。

次
の
よ
う
な
流
れ
に
な
る
。

①

間
違
っ
た
問
題
に
「
き
れ
い

な
×
」
を
付
け
る
（
こ
れ
を
宝

物
の
×
と
呼
ぶ
）。

②

黒
板
の
答
え
を
見
な
が
ら
、

正
し
い
答
え
を
、
間
違
っ
た
答

え
の
横
か
下
に
写
す
。

③
「
写
す
の
も
お
勉
強
の
う
ち
。

何
に
も
し
な
い
こ
と
が
一
番
い

け
な
い
」
と
い
う
向
山
氏
の
言

葉
を
紹
介
し
、
繰
り
返
し
強
調

授業のベーシックス
キル７
「作業指示」⑳
तۀͷϕʔγοΫεΩϧ̓΋ɺ
ͰऴྃͱͳΔɻདྷ݄͔߸݄ࠓ
Β͸ɺϕʔγοΫεΩϧ̓ʴ
̏ͱͯ͠Ճ͍͑ͯΔʮᶊࡐڭɾ
ʯʮᶌ࣌ٸ؇ʯʮᶋ࢖ۦͷ۩ڭ
ʯ౳ͷ঺հʹҠΔɻ֮ײؒ

授業の
ベーシックスキル
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リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
自
分
の
名
前
す
ら
正
確
に

言
え
な
か
っ
た
。

リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
中
度
の
知
的
障
害
だ
っ
た
。

そ
ん
な
リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
三
年
生
に
な
っ
た
。

三
年
生
で
は
、
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算
を
学

習
す
る
。

例
え
ば
、「
��
÷
６
」
を
ど
う
解
か
せ
る
か
。

手
順
１��

ノ
ー
ト
に
「
��
÷
６
」
と
書
く
。

手
順
２��「
全
部
で
、
��
」

手
順
３��「
横
に
六
」

手
順
４��

「
一
、
二
、
三
…
」
と
数
え
な

が
ら
、
○
を
横
に
六
つ
か
く
。

手
順
５��

「
七
、
八
、
九
…
」。
七
つ
目

の
○
は
一
行
下
に
か
く
。

手
順
６��

○
の
個
数
を
数
え
な
が
ら
、

六
つ
刻
み
に
か
い
て
い
く
。

手
順
７��

「
三
一
」。
六
個
×
五
段
の
○

の
下
に
○
を
一
つ
だ
け
か
く
。

手
順
８��「
一
」「
二
」「
三
」「
四
」「
五
」

と
数
え
な
が
ら
、
上
か
ら
順
に
横
線
で

消
し
て
い
く
。

　
　

横
線
の
本
数
が
商
、
残
っ
た
○
の
個

数
が
余
り
と
な
る
。

手
順
９��
「
��
÷
６
」
の
横
に
「
＝
５
あ

ま
り
１
」
と
書
く
。

リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
あ
ま
り
の
あ
る
割
り
算
を

一
人
で
解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
き
た
の
は
、

リ
ョ
ウ
く
ん
に
出
会
う
た
め
だ
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
左
の
写
真
か
ら
一
か
月
後
、
リ
ョ

ウ
く
ん
は
筆
算
を
使
っ
て
、
あ
ま
り
の
あ
る
割

り
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
き
た
の
は
、

こ
の
子
に
会
う
た
め
だ
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間

教
師
修
業
で
、
最
も
大
切
な
こ
と
を
一
つ
だ
け
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
続
け
る
」
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
代
に
は
二
〇

代
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
り
、
三
〇
代
、
四
〇
代
、
五
〇
代
、
六
〇
代
に
も
、
そ
の
年
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事
が
あ
る
。

元
兵
庫
県
公
立
小
学
校
教
諭

Ҫい
の

্う
え

こ޷
う

จぶ
ん

授業技量向上の法則

私の
教師道

ಈը
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内
田
百
閒
の
作
品
は
ま
だ
青
空
文
庫
に
出
て
い

な
い
。

著
作
権
が
切
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

百
閒
は
長
生
き
だ
っ
た
。

私
が
大
学
に
入
っ
た
こ
ろ
ま
で
生
き
て
い
た
。

師
匠
の
漱
石
よ
り
、
二
倍
は
生
き
た
。

わ
が
ま
ま
で
偏
屈
。
食
え
な
い
ジ
ジ
イ
の
典
型

の
よ
う
な
人
だ
っ
た
と
い
う
が
、
学
生
（
法
政
大

学
）
か
ら
の
人
気
は
絶
大
だ
っ
た
。

還
暦
後
、
学
生
た
ち
が
会
を
催
し
た
。「
摩
阿
陀

会
（
ま
あ
だ
か
い
）」
と
い
う
。

「（
教
え
子
）
ま
あ
だ
死
な
な
い
の
で
す
か
」

「（
恩
師
）
ま
あ
だ
だ
よ
」

こ
の
不
謹
慎
な
や
り
と
り
は
映
画
に
な
っ
た
。

黒
澤
明
晩
年
の
名
作
（
？
）
で
あ
る
。

昨
年
『
追
懐
の
筆

百
鬼
園
追
悼
文
集
」（
中
公

文
庫
）
が
復
刻
さ
れ
た
。

こ
れ
が
面
白
い
。

百
閒
は
し
ょ
つ
ち
ゅ
う
金
に
困
っ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
で
、
年
齢
の
近
い
芥
川
龍
之
介
を
し

ば
し
ば
訪
問
す
る
。

龍
之
介
の
対
応
が
実
に
温
か
い
。

絵
の
額
縁
の
裏
に
手
を
伸
ば
し
て
百
円
札
（
今

の
二
万
円
く
ら
い
）
を
取
り
出
し
て
く
れ
る
。

帰
り
の
電
車
賃
が
な
い
百
閒
に
、「
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
、
奥
の
部
屋
か
ら
小
銭

を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
掬
い
取
っ
て
き
て
渡
す
。
お

米
が
両
手
か
ら
こ
ぼ
れ
る
が
ご
と
く
、
お
金
が
散

ら
ば
る
。
そ
れ
を
二
人
で
拾
う
様
が
愉
快
だ
。

あ
る
日
の
こ
と
、
例
の
話
で
伺
う
と
百
閒
は
二

階
に
通
さ
れ
る
。

待
て
ど
も
待
て
ど
も
芥
川
は
顔
を
見
せ
な
い
。

忘
れ
ら
れ
た
か
と
い
ぶ
か
っ
て
い
る
と
、
や
っ
と

階
段
を
あ
が
っ
て
く
る
。

そ
こ
に
突
っ
立
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
黒
紋

付
き
に
袴
を
着
け
、
白
足
袋
を
は
い
て
い
る
。
そ

の
装
束
で
内
田
の
前
に
座
っ
た
。

「
失
敬
、
失
敬
。
ど
う
も
、
お
待
た
せ
し
ち
ゃ
っ
て
。

今
日
は
こ
れ
か
ら
婚
礼
を
す
る
の
で
ね
」

面
食
ら
っ
て
い
る
と
、
続
け
て

「
僕
の
婚
礼
な
ん
だ
」

と
言
っ
て
面
白
そ
う
に
人
の
顔
を
見
返
し
た
。

「
し
か
し
、
ま
だ
い
い
ん
だ
よ
」

そ
ん
な
大
事
な
日
で
も
、「
そ
の
話
は
別
の
日
に
」

な
ん
て
云
わ
な
い
。
あ
の
研
ぎ
澄
し
た
理
知
的
な

顔
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
。

内
田
は
文
士
の
生
活
を
書
か
な
い
。

文
壇
の
情
報
も
書
い
て
い
な
い
。

読
者
は
、
芥
川
の
数
年
後
の
不
幸
な
死
を
知
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
二
人
の
交
流
が
眩
し
く

映
る
。

同
時
に
、
ど
ん
な
人
で
あ
れ
、
抱
え
て
い
る
社

会
的
背
景
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
に
多
元
で
あ
る
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

復
刻
本
『
追
懐
の
筆
』
は
、
こ
ん
な
話
が
満
ち

て
い
る
。

ど
う
で
も
よ
い
内
容
を
、
面
白
く
読
ま
せ
る
と

こ
ろ
は
、
さ
す
が
漱
石
門
下
の
鬼
才
と
呼
ば
れ
た

人
だ
。
一
端
、
作
品
を
離
れ
て
も
、
も
う
一
度
立

ち
戻
り
た
く
な
る
。
内
容
の
確
認
の
た
め
で
は
な

い
。
文
章
の
リ
ズ
ム
に
触
れ
た
い
の
だ
。

文
学
は
実
学
だ
、
と
思
う
瞬
間
で
あ
る
。

文
学
は
実
学
で
あ
る

知
識
を
書
か
な
い
。
情
報
を
書
か
な
い
。
観
察
す
る
。

記
録
し
、
報
告
す
る
。

『追懐の筆』
（内田百閒著　中公新書）

٢よ
し

Ӭな
が

ॱじ
ゅ
ん

Ұい
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

Q 忘
れ
物
を
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を

教
え
る
こ
と
が
教
育

児
童
の
実
態
に
応
じ
て
指
導
の
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。

が
で
き
ま
す
。
私
は
そ
の
紙
を
回
収
す
る
だ
け

で
す
。
で
き
て
い
た
ら
、

「
だ
ん
だ
ん
、
こ
れ
、
な
く
て
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
す
ご
い
よ
ね
」

と
言
っ
て
行
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
慣
れ

た
ら
、半
分
に
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。ラ
ミ
ネ
ー

ト
シ
ー
ト
な
の
で
、
は
さ
み
で
切
っ
て
、

「
今
度
こ
の
部
分
な
く
し
た
か
ら
」

と
い
う
よ
う
に
し
て
い
く
の
で
す
。

中
・
高
学
年
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

中
学
年
と
か
高
学
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、
普

通
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
高
学
年
な
ら
、

「
ね
え
、
ね
え
、
片
付
け
て
か
ら
遊
び
に
行
き

な
よ
」

程
度
の
注
意
を
し
ま
す
。

中
学
年
く
ら
い
だ
と
、
高
学
年
に
向
け
た
対

応
を
し
ま
す
。
一
緒
に
片
付
け
て
あ
げ
て
、

「
こ
れ
を
片
付
け
て
か
ら
、
遊
び
に
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」

と
い
う
よ
う
に
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
教
員
が
陥
り
が
ち
な
罠
は
、
指
導
事

項
を
増
や
し
過
ぎ
て
し
ま
い
、
結
果
、
注
意
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
を
自
分
で
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
良
く
な
い
で
す
。

指
導
の
軽
重
を
実
態
に
応
じ
て
付
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

を
片
付
け
た
く
な
い
」
と
か
、「
な
ん
か
気
分

が
乗
ら
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
一
回
遊
び
に

行
っ
て
リ
セ
ッ
ト
し
て
か
ら
戻
っ
て
来
て
片
付

け
る
」
み
た
い
な
子
も
い
る
の
で
、
基
本
的
に

何
も
し
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
学
級
で
の
方

針
で
す
。
し
か
し
、
低
学
年
で
あ
れ
ば
、
先
生

が
一
緒
に
片
付
け
て
あ
げ
て
、「
学
校
生
活
で

は
こ
う
い
う
風
に
し
て
い
く
ん
で
す
」
と
い
う

よ
う
な
ル
ー
ル
を
体
感
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

低
学
年
に
お
け
る
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

例
え
ば
、
視
覚
刺
激
を
使
っ
て
、
手
順
を
示

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
写
真

付
き
の
一
枚
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
シ
ー
ト
を
机
に
張

り
、
朝
、
来
た
ら
手
順
通
り
に
片
付
け
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
放
課
後
に
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
シ
ー
ト
を
、
机
の
上
に
ポ
ン
と
の
せ
て
お

い
て
あ
げ
る
の
で
す
。
次
の
日
の
朝
、
私
が
い

な
く
て
も
、
来
た
ら
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
準
備

学
校
に
来
て
、
授
業
の
準
備
が
決
め
ら

れ
た
時
間
ま
で
に
で
き
な
い
子
へ
の
対
応
。

朝
、
登
校
し
た
後
に
「
あ
ー
、
疲
れ
た
」

と
言
っ
て
準
備
せ
ず
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置

き
っ
ぱ
な
し
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

＆

授業技量向上の法則

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立

通
明
小
学
校

基
本
的
に
は
何
も
し
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
一
人
一
人
、
タ
イ
ミ
ン
グ

が
違
う
か
ら
で
す
。

例
え
ば
「
学
校
に
来
て
、
こ
れ
を
こ
う
や
り

取
り
を
し
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
、
ラ
ン
ド
セ
ル

A

ಈը
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む޲
こ
う

やࢁ
ま

ゆߦ
き

༤お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

青
春
貧
乏
旅
行
の
思
い
出

く
れ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
布
団
は
な
い
。

夜
汽
車
で
運
ば
れ
、
予
約
な
し
で
訪
ね
る

高
校
生
に
空
き
部
屋
を
貸
す
学
生
寮
。
そ
の

管
理
は
自
治
会
。
自
由
な
時
代
だ
。
金
沢
大

学
で
二
夜
を
過
ご
し
、
兼
六
園
や
金
沢
城
下

を
散
策
。
時
代
劇
を
見
て
育
っ
た
身
に
、
城

下
町
の
た
た
ず
ま
い
が
心
地
よ
い
。

二

学
校
用
務
主
事
室
の
即
席
ラ
ー
メ
ン

目
指
す
は
能
登
半
島
の
先
端
、
禄
剛
崎
。

貧
乏
旅
行
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
乗
り
放
題
の

均
一
周
遊
券
が
頼
り
だ
。

七
尾
線
で
北
上
。
能
登
半
島
の
付
け
根
の

羽
咋
と
い
う
駅
で
夕
暮
れ
た
。
今
晩
の
宿
を

探
す
。
見
知
ら
ぬ
町
を
と
ぼ
と
ぼ
進
む
と
、

果
た
し
て
そ
の
先
に
広
々
と
し
た
校
庭
が
見

え
る
。
夕
暮
れ
の
校
庭
で
、
大
き
い
子
も
小

さ
い
子
も
真
っ
黒
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
。

シ
ー
ツ
と
コ
ッ
ヘ
ル
と
携
帯
燃
料
。
水
筒
と

即
席
ラ
ー
メ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
と
粉
末
ジ
ュ
ー

ス
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
飢
え
は
し
の
げ
る
。

先
ず
は
、
今
日
の
宿
の
確
保
。
目
指
す
は
、

金
沢
大
学
の
学
生
寮
。
情
報
は
、
兄
か
ら
聞

い
た
「
多
分
、
泊
め
て
く
れ
る
は
ず
だ
」
の

一
言
。
そ
れ
を
頼
り
に
大
学
へ
。

金
沢
大
学
は
、
金
沢
城
址
に
あ
る
。
世
界

で
も
稀
な
城
内
に
あ
る
大
学
だ
。
実
は
、
そ

の
ロ
マ
ン
に
憧
れ
て
、
志
望
大
学
を
金
沢
大

学
に
し
よ
う
か
と
思
い
、
下
見
に
Ｔ
を
誘
っ

た
の
だ
。

金
沢
大
学
教
育
学
部
は
、
前
田
藩
の
明
倫

堂
を
祖
と
す
る
名
門
。
一
九
八
九
年
に
移
転

す
る
ま
で
金
沢
城
内
に
あ
っ
た
。

目
指
す
大
学
自
治
会
の
部
屋
は
、
構
内
の

外
れ
に
あ
っ
た
。
夏
休
み
中
の
ア
ポ
ナ
シ
訪

問
だ
が
、
運
良
く
役
員
が
い
た
。
事
情
を
話

す
と
、
五
〇
円
程
度
で
空
き
部
屋
に
泊
め
て

一

城
址
内
の
大
学

新
宿
発
の
夜
行
列
車
が
日
本
海
沿
い
に
出

た
よ
う
だ
。
糸
魚
川
を
通
過
し
て
、
飛
騨
山

脈
が
ス
ト
ン
と
海
に
落
ち
て
、
ま
も
な
く

「
親
不
知
」（
お
や
し
ら
ず
）。
暗
闇
で
絶
壁

が
見
え
な
い
。

朝
ま
だ
き
黒
部
川
、
常
願
寺
川
、
神
通
川

を
抜
け
て
、
砺
波
平
野
の
散
居
村
が
目
に
入

る
。
や
が
て
、
急
行
列
車
は
金
沢
駅
に
到
着

す
る
。

早
朝
の
金
沢
駅
。
人
も
ま
ば
ら
な
構
内
の

ベ
ン
チ
で
、
お
ふ
く
ろ
が
持
た
せ
て
く
れ
た

握
り
飯
を
頬
張
る
。
し
ょ
っ
ぱ
す
ぎ
る
梅
干

し
が
、
窮
屈
な
座
席
で
の
ま
ど
ろ
み
で
、
ト

ロ
ン
と
し
た
全
身
を
刺
激
す
る
。

一
九
六
七
年
八
月
、
高
校
二
年
の
私
は
親

友
の
Ｔ
と
二
人
で
、
北
陸
の
旅
に
出
た
。
宿

も
決
め
な
い
気
ま
ま
旅
。
リ
ュ
ッ
ク
に
は
、

の

新
時
代

52

学
校
物
語

学
校
物
語
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戸
井
岬
、
島
原
半
島
、
沖
縄
万
座
毛
な
ど
。

国
土
の
端
っ
こ
に
立
っ
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な

が
ら
日
本
列
島
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四

教
師
に
な
る
ま
で
の
「
ヒ
マ
つ
ぶ
し
」

思
え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
と
自
由
な
時
代
だ
っ

た
。
夜
明
け
前
の
金
沢
駅
構
内
、
金
沢
大
学

の
学
生
寮
、
羽
咋
の
小
学
校
の
用
務
主
事
室
、

輪
島
の
寺
院
の
本
堂
。
そ
の
よ
う
な
場
所
に
、

宿
泊
の
場
所
を
得
る
。
タ
マ
ネ
ギ
入
り
の
即

席
ラ
ー
メ
ン
と
菓
子
パ
ン
。
粉
末
ジ
ュ
ー
ス

の
素
を
水
に
溶
か
し
て
糖
分
を
と
る
。

若
い
日
の
貧
乏
旅
、
小
さ
な
冒
険
旅
行
は
、

わ
が
ま
ま
で
ひ
弱
な
私
を
、
い
く
ら
か
で
も

鍛
え
て
く
れ
た
。「
旅
の
情
け
」
を
教
え
て

く
れ
た
。
自
然
の
崇
高
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
た
。
高
校
時
代
の
私
が
教
師
を
目
指
し
た

理
由
も
、
長
い
夏
休
み
が
魅
力
だ
っ
た
か
ら

だ
。亡

き
立
川
談
志
は
、「
人
生
は
死
ぬ
ま
で

の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
」
と
言
い
放
っ
た
。
も
し
か

す
る
と
、
私
の
旅
は
、「
教
師
に
な
る
ま
で

の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
」
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三

日
本
列
島
の
端
っ
こ
に
立
つ

輪
島
の
町
は
、
能
登
半
島
が
日
本
海
に
突

き
出
し
た
中
間
の
位
置
に
あ
る
。
断
崖
絶
壁

の
続
く
半
島
で
、
貴
重
な
港
が
あ
る
。
自
然

の
地
形
が
生
み
出
し
た
奇
跡
で
あ
る
。

近
郷
近
在
の
衆
は
、
自
分
の
収
穫
し
た
品

を
持
っ
て
町
の
道
路
に
集
ま
る
。
そ
こ
か
ら

輪
島
の
朝
市
が
始
ま
っ
た
。
新
鮮
な
魚
貝
も

野
菜
も
乾
物
や
花
も
手
に
入
る
。

輪
島
の
宿
は
、
お
寺
だ
っ
た
。
寺
が
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
を
経
営
し
て
い
る
。
飛
び
込
み

の
私
た
ち
は
、
本
堂
の
仏
像
を
見
な
が
ら
雑

魚
寝
し
た
。

曽
々
木
海
岸
を
左
に
見
て
、
荒
涼
の
先
に

禄
剛
崎
の
灯
台
が
見
え
た
。
日
本
列
島
の
海

岸
線
の
端
に
立
っ
た
。初
め
て
、国
土
の
端
っ

こ
に
立
っ
た
と
い
う
体
験
を
し
た
。

こ
れ
が
原
点
と
な
っ
て
、
そ
の
後
、
私
は

一
人
旅
を
し
な
が
ら
、
国
土
の
端
っ
こ
に
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

納
沙
布
岬
、
宗
谷
岬
、
積
丹
岬
、
龍
飛
崎

尻
屋
崎
、
犬
吠
埼
、
剣
崎
、
野
島
崎
、
石
廊

崎
、
東
尋
坊
、
越
前
岬
、
丹
後
半
島
、
潮
岬
、

室
戸
岬
、
足
摺
岬
、
日
御
碕
、
国
東
半
島
、

校
庭
奥
に
、
木
造
校
舎
が
見
え
る
。
宿
直
室

を
訪
ね
て
今
夜
の
宿
を
依
頼
す
る
。

中
堅
の
男
性
教
師
は
、
哀
れ
と
思
っ
た
の

か
、
宿
泊
を
許
可
し
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は

畳
敷
き
の
用
務
主
事
室
で
湯
を
沸
か
し
、
タ

マ
ネ
ギ
を
入
れ
た
即
席
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
。

男
性
教
師
は
、
私
た
ち
を
宿
直
室
に
招
き

入
れ
た
。
と
も
に
、
ナ
イ
タ
ー
中
継
を
見
て
、

用
務
主
事
室
で
シ
ー
ツ
に
く
る
ま
り
、
安
楽

の
眠
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
翌
朝
、
羽

咋
駅
前
に
パ
ン
を
買
い
に
行
っ
た
。
愛
想
の

い
い
同
年
代
の
女
性
が
、
パ
ン
を
詰
め
て
く

れ
た
。
つ
ぶ
ら
な
瞳
の
美
少
女
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
四
十
数
年
を
経
て
、
無
性
に

そ
の
学
校
を
訪
ね
て
み
た
く
な
っ
た
。
Ｔ
か

ら
借
り
た
一
枚
の
写
真
を
手
が
か
り
に
、
金

沢
で
の
会
議
の
つ
い
で
に
足
を
伸
ば
し
た
。

高
齢
の
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
は
、
そ
の
小

学
校
を
探
し
て
く
れ
た
。
校
長
不
在
の
た
め

に
、
教
頭
に
校
舎
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

四
十
数
年
前
の
御
礼
を
述
べ
て
、
学
校
を
後

に
し
た
。

運
転
手
は
、「
パ
ン
屋
の
娘
は
、
成
人
し

て
ミ
ス
羽
咋
に
な
っ
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
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一
九
九
八
年

教
育
助
成
局
施
設
助
成
課
長

二
〇
〇
〇
年

高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
長

二
〇
〇
二
年

研
究
振
興
局
学
術
研
究
助
成

課
長

二
〇
〇
三
年

文
化
庁
文
化
部
芸
術
文
化
課

長

二
〇
〇
五
年

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
審
議

官

二
〇
〇
七
年

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議

官

二
〇
〇
八
年

観
光
庁
審
議
官
（
初
代
）

二
〇
〇
九
年

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教

施
設
企
画
部
長

二
〇
一
〇
年

京
都
大
学
理
事
・
副
学
長

二
〇
一
四
年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
組
織
委
員
会
事
務

総
長
代
理

二
〇
二
〇
年

関
西
外
国
語
大
学
教
授
兼
学

長
補
佐
（
現
在
）

中
央
省
庁
の
役
人
は
、
二
〜
三
年
で
人
事

異
動
が
あ
り
、
履
歴
は
こ
の
よ
う
に
役
職
を

ず
ら
ず
ら
と
並
べ
る
よ
り
能
が
な
い
の
で
あ

る
。私

は
、
文
部
科
学
省
の
中
で
、
教
育
部
門

も
初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
を
担
当
し
、

一
九
八
五
年

同
課
審
議
第
一
係
長

一
九
八
六
年

滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
部

文
化
振
興
課
長

一
九
八
八
年

文
化
庁
文
化
部
文
化
普
及
課

課
長
補
佐

一
九
九
〇
年

体
育
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
課

長
補
佐
兼
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官

（
初
代
）

一
九
九
二
年

高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
企
画
官

一
九
九
五
年

初
等
中
等
教
育
局
小
学
校
課

教
育
課
程
企
画
室
長
（
初

代
）

一
九
九
六
年

初
等
中
等
教
育
局
企
画
官

一
九
九
七
年

内
閣
官
房
内
政
審
議
室
内
閣

審
議
官

私
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
大

学
を
卒
業
し
て
文
部
省
（
当
時
）
に
入
省
し

た
。
最
初
の
配
属
は
、
大
学
局
大
学
課
法
規

係
の
係
員
だ
っ
た
。
入
省
初
日
に
国
会
質
問

が
入
り
、
大
臣
の
答
弁
資
料
の
清
書
を
さ
せ

ら
れ
て
、
遅
く
ま
で
残
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
の
後
の
私
の
役
所
で
の
配
属
と
略
歴
を

示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
八
一
年

管
理
局
教
育
施
設
部
助
成
課

法
規
係

一
九
八
三
年

同
課
法
規
係
長

一
九
八
三
年

大
臣
官
房
総
務
課
審
議
第
三

係
長

一
九
八
四
年

同
課
審
議
第
二
係
長

一

私
の
略
歴

あ
る
文
部
科
学
省
役
人
の
一
生

国
の
お
役
人
の
実
態
。
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一
周
視
察
旅
行
を
二
回
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。そ

し
て
今
、
大
学
教
授
と
し
て
、
教
壇
に

立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
経
験
を
若

い
学
生
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
仕
事
や
人
生
を
振
り
返
り
、
総
決
算
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

大
学
時
代
に
は
、
映
像
関
係
の
仕
事
を
や

り
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
、
一
年
留
年
も
し

た
自
分
が
、
役
人
一
筋
、
こ
の
よ
う
な
人
生

を
送
る
と
は
、
全
く
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た

が
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

人
生
の
ゴ
ー
ル
に
近
づ
い
て
き
て
振
り
返

る
と
、
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
道
し
か
歩
め

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
回
以
降
、
文
部
科
学
省
時
代
の
経
験
の

中
か
ら
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

の
後
で
は
、
病
院
の
厄
介
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
度
は
顔
面
神
経
麻
痺
で
、
今
も

少
し
後
遺
症
が
残
る
。
ま
た
、
急
に
胸
が
痛

く
な
り
、
病
院
に
行
っ
た
ら
、
気
胸
で
緊
急

入
院
。
結
局
、
手
術
を
受
け
た
。

一
方
、
仕
事
を
通
じ
て
、
日
本
や
世
界
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
た
。
文
部
科
学
省
の
所
掌
は
幅
広
く
、

教
育
界
だ
け
で
な
く
、
学
術
研
究
や
ス
ポ
ー

ツ
、
芸
術
文
化
関
係
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と

ご
一
緒
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
と
め
ぐ
り
逢
い
、
そ
し
て
、

今
も
お
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
も

訪
問
で
き
た
。バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
、
カ
ン
ヌ

映
画
祭
・
ベ
ネ
テ
ィ
ア
映
画
祭
へ
の
出
席
、

ペ
ル
ー
で
開
催
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
観
光
大
臣
会
合

に
大
臣
代
理
で
出
席
、
ユ
ネ
ス
コ
で
の
国
際

会
議
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
星
の
観
測
、

ア
フ
リ
カ
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
野
生
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
観
察
な
ど
。

さ
ら
に
は
、
海
外
教
育
視
察
団
の
団
長
と

し
て
、
全
国
各
地
の
学
校
の
先
生
方
と
世
界

そ
の
他
、
学
術
研
究
、
文
化
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
・

青
少
年
問
題
、
さ
ら
に
は
、
文
部
科
学
省
以

外
で
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
総
理
官
邸
、

観
光
庁
と
、
他
の
同
僚
と
比
べ
て
も
幅
広
く

担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
し
て
、
役
所
を
離
れ
て
か
ら
は
、
母
校

の
京
都
大
学
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
仕
事
を
経
て
、
現
在
は
、
関
西
外
国
語
大

学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。

今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
国
の
役
人
と

い
う
堅
苦
し
い
職
場
の
中
で
、
随
分
し
ん
ど

い
時
も
あ
っ
た
。
政
治
と
の
板
挟
み
、
関
係

業
界
か
ら
の
突
き
上
げ
、
業
務
量
の
半
端
な

い
多
さ
。

ま
た
、
国
会
待
機
な
ど
で
、
連
日
の
深
夜

ま
で
の
勤
務
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
と
い
う

言
葉
が
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
お
国
の

仕
事
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
と
奉

仕
精
神
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
対
応
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
た
。
子
供
の
教
育
は
妻
任
せ
で
随
分
負
担

を
か
け
た
。

ま
た
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
仕
事

二

何
ひ
と
つ
無
駄
な
こ
と
は
な
い

Πϥετ：ਫ઒উར
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腹
の
底
ま
で
ひ
び
く
手
ご
た
え
を
感
じ
る
向
山
型
算
数
。
そ
れ
は
向
山
実
践
が
子
供
の

事
実
こ
そ
評
価
の
基
準
と
し
た
か
ら
だ
。

たߴ
か

໺の

ひٱ
さ

তあ
き

新
潟
県
三
条
市
立
井
栗
小
学
校

「
向
山
型
算
数
」
は
、
な
ぜ
、
短
時
間
の

う
ち
に
多
く
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
た
の
だ

ろ
う
。

そ
れ
は
、「
向
山
型
算
数
」
を
す
る
と

「
確
か
な
手
ご
た
え
」
を
感
じ
る
か
ら
で

あ
る
。

向
山
型
算
数
を
す
る
と
「
授
業
が
変
わ

る
」
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

「
子
ど
も
た
ち
が
授
業
に
熱
中
す
る
」
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
う
る
さ
か
っ
た

教
室
が
シ
ー
ン
と
な
っ
て
、
ノ
ー
ト
を
書

か
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
ノ
ー

ト
を
書
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

市
販
テ
ス
ト
の
ク
ラ
ス
平
均
が
上
が
り
、

時
に
は
、
そ
れ
ま
で
テ
ス
ト
で
五
点
、
一

〇
点
し
か
と
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
子
が
、

五
〇
点
、
六
〇
点
と
と
る
よ
う
に
な
り
、

中
に
は
九
〇
点
、
一
〇
〇
点
を
と
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

親
か
ら
届
け
ら
れ
る
感
謝
の
便
り
。

「
我
が
子
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
ま
し

た
」
と
い
う
喜
び
の
電
話
。

教
師
な
ら
「
一
度
そ
う
い
う
体
験
を
し

て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
感
動
を
味
わ

う
の
で
あ
る
。
腹
の
底
ま
で
届
く
、ズ
シ
ー

ン
と
い
う
手
ご
た
え
│
│
そ
れ
が
多
く
の

教
師
を
と
ら
え
る
の
だ
。

な
ぜ
「
向
山
型
算
数
」
で
は
「
腹
の
底

ま
で
ひ
び
く
手
ご
た
え
」
を
感
じ
る
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
向
山
実
践
」
が
、
次
の

こ
と
を
評
価
の
基
準
に
し
て
き
た
か
ら
だ
。

論
よ
り
証
拠

１

教
科
書
を
使
う

向
山
型
算
数
は
教
科
書
を
使
う
。
教
科
書
を

使
う
と
子
供
の
テ
ス
ト
の
成
績
は
良
く
な
る
。

私
は
向
山
型
算
数
に
出
会
う
前
、
問
題
解
決
学

習
で
授
業
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
進
度
が

遅
れ
、
し
か
も
子
供
の
成
績
も
良
く
な
か
っ
た
。

私
の
技
量
で
は
な
く
子
供
が
悪
い
の
だ
と
思
っ

て
い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
向
山
氏
の
算

数
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
、
例
会
で
指
導
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
な
ん
と
か
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
向
山
論
文
に
あ
る

よ
う
に
「
算
数
が
面
白
い
」「
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

手
ご
た
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

い
き
な
り
授
業
に
突
入
す
る

向
山
氏
の
算
数
Ｃ
Ｄ
を
最
初
に
聞
い
た
時
の

驚
き
は
ま
さ
に
「
い
き
な
り
授
業
に
突
入
」
し

た
こ
と
だ
。
挨
拶
を
し
て
教
室
に
入
り
、
そ
の

ま
ま
教
科
書
を
開
か
せ
る
。
あ
る
い
は
、
前
の

時
間
の
問
題
を
板
書
し
て
ノ
ー
ト
に
解
か
せ
る
。

本
時
に
関
わ
る
問
題
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
ざ
わ
つ
い
て
い
た
教
室
が
シ
ー

ン
と
な
る
。
私
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
百
玉

そ
ろ
ば
ん
を
授
業
の
最
初
に
使
う
。
あ
っ
と
い

う
間
に
子
供
た
ち
を
「
わ
し
づ
か
み
」
に
で
き

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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る
か
ら
だ
。

３

パ
ー
ツ
に
分
け
る

授
業
最
初
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
百
玉
そ

ろ
ば
ん
は
、
向
山
型
算
数
の
パ
ー
ツ
の
一
つ
で

あ
る
。
特
に
百
玉
そ
ろ
ば
ん
は
子
供
た
ち
に
大

好
評
で
あ
る
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
熱
中

す
る
。
こ
の
間
に
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
準
備
さ

せ
る
。
注
意
し
な
く
て
も
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
が

終
わ
る
頃
に
は
準
備
が
で
き
て
い
る
状
態
に
な

る
。
そ
の
後
、
教
科
書
の
例
題
、
類
題
、
練
習

問
題
と
続
き
、
計
算
ス
キ
ル
で
定
着
を
図
る
。

４

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ

向
山
型
算
数
に
は
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
あ
る
。

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
あ
る
か
ら
子
供
は
熱
中
す

る
。
で
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
は
ど
の
よ

う
に
し
て
身
に
付
け
る
か
。
私
は
、
車
中
で
、

あ
る
い
は
歩
き
な
が
ら
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ｄ
で

算
数
Ｃ
Ｄ
を
何
度
も
繰
り
返
し
聞
い
た
。
聞
く

だ
け
で
な
く
向
山
氏
の
発
問
・
指
示
、
語
り
を

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
し
た
。
文
字
起
こ
し
も
し
た
。

す
る
と
授
業
を
パ
ー
ツ
で
組
み
立
て
る
「
技

術
」
と
授
業
を
行
う
「
技
能
」
と
が
少
し
ず
つ

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
た
ち
の
事
実
か
ら

「
確
か
な
手
ご
た
え
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
ど
も
の
事
実
こ
そ
が
、
評
価
の
基
準

で
あ
る
。

ど
れ
だ
け
美
し
い
こ
と
ば
も
、
理
論
も

私
は
求
め
な
か
っ
た
。

「
先
生
、
算
数
っ
て
面
白
い
ね
」

「
先
生
、
算
数
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
」こ

う
し
た
子
ど
も
の
事
実
だ
け
が
評
価

の
基
準
で
あ
っ
た
。

毎
日
毎
日
の
実
践
を
謙
虚
に
ふ
り
か

え
っ
て
い
け
ば
、「
良
い
、
悪
い
」
は
、

子
ど
も
が
教
え
て
く
れ
る
。

良
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
熱
中
し
、
悪
け

れ
ば
騒
ぎ
出
す
。
毎
日
毎
日
積
み
重
ね
て

い
け
ば
、
一
歩
一
歩
と
前
進
す
る
。

こ
う
し
て
「
向
山
型
」
が
生
ま
れ
る
の

で
あ
る
。

一
度
に
全
部
が
完
成
す
る
の
で
は
な
い
。

実
践
と
言
う
の
は
、
一
時
間
の
授
業
と
い

う
の
は
、
た
く
さ
ん
の
「
パ
ー
ツ
」
か
ら

で
き
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
パ
ー
ツ

が
子
ど
も
の
反
応
に
よ
っ
て
み
が
か
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。

例
え
ば
授
業
の
時
の
入
り
方
。

わ
ず
か
一
〇
秒
の
教
師
の
行
為
で
も
、

人
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
。

最
低
な
の
は
、
よ
け
い
な
お
し
ゃ
べ
り

か
ら
始
め
る
こ
と
。毎
時
間
毎
時
間
の
（
注

意
し
て
）
礼
を
す
る
の
も
最
悪
だ
。
ど
れ

も
緊
張
感
が
な
い
か
ら
だ
。

い
き
な
り
授
業
に
突
入
す
れ
ば
い
い
。

そ
れ
も
、
子
ど
も
た
ち
を
わ
し
づ
か
み
に

す
る
よ
う
な
内
容
で
。
授
業
開
始
し
て
、

三
〇
秒
後
に
は
シ
ー
ン
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
熱
中
し
て
い
る
の
が
い
い
。

世
に
知
ら
れ
た
実
践
家
の
多
く
は
、
最

初
か
ら
授
業
に
突
入
し
て
い
た
。
斎
藤
喜

博
や
向
山
の
よ
う
に
、
最
初
の
形
式
的
な

あ
い
さ
つ
を
、
毛
嫌
い
し
た
教
師
も
い
る
。

つ
ま
ら
な
い
形
式
を
打
破
し
て
、
本
筋
だ

け
を
追
究
す
る
の
で
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
パ
ー
ツ
が
み
が
か
れ
、
そ

れ
が
き
ち
ん
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
シ
ス

テ
ム
に
な
る
。

向
山
実
践
の
ほ
と
ん
ど
は
一
つ
一
つ
の

パ
ー
ツ
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
シ
ス

テ
ム
な
の
で
あ
る
。

（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
七
四
』

明
治
図
書
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
三
四
〜

三
七
ペ
ー
ジ
）
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『
学
習
用
語
ま
と
め
く
ん
』
は
、

一
年
を
か
け
、
や
っ
と
発
刊
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

昨
年
二
月
に
一
週
間
ほ
ど
で
ラ

イ
タ
ー
を
募
集
し
、
二
月
二
七
日

に
第
一
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

開
い
て
い
る
。
ラ
イ
タ
ー
は
、
本

を
出
し
た
こ
と
が
な
い
人
を
歓
迎

し
た
。
勢
い
に
乗
っ
て
応
募
し
て

く
れ
た
先
生
が
、
一
六
人
い
た
。

締
め
切
っ
た
後
か
ら
数
名
応
募
し

て
く
れ
た
が
、
お
断
り
し
た
。

「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
勢
い

が
欲
し
か
っ
た
か
ら
だ
。

第
一
回
編
集
会
議
は
、
監
修
の

向
山
洋
一
先
生
に
も
参
加
頂
き
、

教
材
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
。
出
版
の
経
験
が
な
い
先

生
方
と
、
一
か
ら
本
作
り
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。

ま
ず
担
当
教
科
を
決
め
、
基
礎

研
究
の
時
間
を
と
っ
た
。

教
科
書
三
社
以
上
に
あ
た
り
、

「
学
習
用
語
」
を
確
定
す
る
作
業

か
ら
取
り
組
ん
だ
。

出
版
経
験
の
な
い
先
生
が
多
い

中
で
、
や
は
り
ベ
テ
ラ
ン
の
勇
眞

先
生
の
レ
ポ
ー
ト
は
圧
巻
で
、
一

目
見
た
だ
け
で
、
実
力
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。

勇
先
生
の
お
か
げ
で
、
全
教
科

の
レ
ポ
ー
ト
が
一
気
に
全
国
区
の

レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
向

山
先
生
に
も
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
も

ら
い
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
。

三
月
、
四
月
と
二
か
月
か
け
、
用

語
の
選
定
作
業
を
進
め
た
。

五
月
、
六
月
は
、
担
当
教
科
の

サ
ン
プ
ル
原
稿
を
書
い
て
も
ら
っ

た
。
出
題
す
る
学
習
用
語
を
ど
の

よ
う
に
入
れ
込
む
の
か
、
教
科
別

に
サ
ン
プ
ル
原
稿
の
提
出
。
そ
れ

に
師
尾
が
赤
を
入
れ
た
。
サ
ン
プ

ル
原
稿
の
段
階
で
、「
学
習
用
語
」

を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
、
出

題
す
る
か
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

も
ら
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
赤
字
を
入
れ

た
説
明
を
行
い
、
夏
休
み
の
執
筆

時
期
の
た
め
の
準
備
を
進
め
た
。

夏
休
み
に
す
べ
て
の
原
稿
を
ア
ッ

プ
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
。

執
筆
者
の
中
に
は
、
夏
休
み
に

入
っ
て
す
ぐ
書
き
上
げ
る
人
も
出

て
き
て
、
お
互
い
が
い
い
刺
激
を

受
け
な
が
ら
の
執
筆
と
な
っ
た
。

一
次
原
稿
↓
師
尾
の
赤
入
れ
と

修
正
を
何
度
か
く
り
返
し
、
最
終

は
、
合
格
原
稿
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
に

入
れ
る
。
全
部
の
原
稿
が
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
板
倉
先
生
に
一
回

目
の
校
正
を
入
れ
て
頂
い
た
。
校

正
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
問
題
を
精

選
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

形
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、

監
修
の
向
山
先
生
と
小
森
先
生
に

一
度
見
て
頂
く
。
向
山
先
生
か
ら

は
、〝
方
向
的
に
Ｏ
Ｋ
〞
を
頂
く
。

小
森
先
生
か
ら
の
指
摘
は
、
ど

れ
も
納
得
す
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
。「
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
理
科

嫌
い
に
さ
せ
る
」
と
い
う
厳
し
い

意
見
と
と
も
に
代
案
ま
で
頂
い
た
。

師
尾
が
出
し
た
い
本
の
方
針
を
説

明
し
な
が
ら
、
修
正
作
業
を
繰
り

返
し
た
。

原
稿
が
確
定
し
、
や
っ
と
組
版

に
入
る
。
理
科
の
図
版
は
、
購
入

し
た
も
の
が
多
い
が
、
小
森
先
生

の
ご
指
導
に
そ
っ
て
、
組
版
担
当

の
有
紀
江
（
嫁
）
が
一
点
一
点
、

描
き
起
こ
し
た
も
の
も
多
い
。

ͱͳΓͷ࠲੮ͷঁൃ
女社長奮戦記

師
も㇍

尾
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学習用語まとめくん　完成への道
基礎研究からの教材づくり、修正に次ぐ修正。
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１

向
山
先
生
の
声
で
聴
く
と

リ
ア
ル
に
開
か
れ
た
向
山
塾
の

講
座
で
向
山
先
生
が
「
授
業
の
原

則
一
〇
カ
条
」
を
話
さ
れ
た
。
そ

の
場
で
聴
い
て
い
た
先
生
方
は
向

山
先
生
の
温
か
い
声
や
具
体
的
な

声
掛
け
を
聞
い
て
感
激
さ
れ
た
そ

う
だ
。
そ
の
話
に
な
っ
た
時
、
向

山
先
生
は
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
目
で
読
む
の
と
、
耳
で
聴
く
の

で
は
違
う
ん
だ
。
向
山
の
声
で
話

を
聴
い
て
、
教
室
の
風
景
が
浮
か

ん
で
く
る
の
か
も
ね
」

向
山
先
生
の
声
は
特
別
だ
。

２

向
山
先
生
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

マ
ス
ク
生
活
も
二
年
が
過
ぎ
、

す
っ
か
り
顔
の
一
部
に
な
っ
た
。

化
粧
の
時
間
も
短
く
な
り
、
マ
ス

ク
の
下
で
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
の
口

を
し
て
も
、
独
り
言
や
鼻
歌
を

歌
っ
て
も
ば
れ
な
い
。
マ
ス
ク
の

下
は
自
由
だ
。

あ
ん
な
に
鬱
陶
し
い
と
思
っ
て

い
た
の
に
慣
れ
と
は
恐
ろ
し
い
。

そ
の
せ
い
か
、
食
事
の
時
や
写
真

を
撮
る
場
面
で
は
、
マ
ス
ク
を
外

す
手
に
た
め
ら
い
が
。

特
に
写
真
を
撮
る
時
に
マ
ス
ク

を
外
そ
う
と
声
が
か
か
る
と

（
え
ー
、外
す
の
〜
）（
え
ー
、す
っ

ぴ
ん
〜
）
手
抜
き
が
ば
れ
る
ぞ
と

動
揺
。
気
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
が

わ
い
て
く
る
。

男
性
に
は
分
か
ら
ぬ
乙
女
心
だ
。

し
か
し
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い

す
る
先
生
方
と
は
顔
面
フ
ル
オ
ー

プ
ン
で
一
緒
に
写
り
た
い
。
遠
目

で
写
ろ
う
と
後
ろ
に
一
歩
下
が
る
、

俯
き
加
減
に
な
る
。
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
な
の
か
無
駄
な
抵
抗
な
の
か
。

そ
ん
な
時
、
向
山
先
生
と
井
戸

先
生
と
小
林
智
子
先
生
の
ス
リ
ー

シ
ョ
ッ
ト
を
私
の
ス
マ
ホ
で
撮
っ

た
。私

は
撮
っ
た
後
「
お
金
も
ら
お

う
、
三
〇
〇
円
」
と
言
っ
た
ら
、

向
山
先
生
が
一
言
「
安
い
ね
ぇ

（
笑
）」。

「
あ
、
三
万
円
」
と
言
い
直
し
た

が
、
落
と
し
た
言
葉
は
拾
え
な
い
。

そ
し
て
、
な
ん
と
し
ば
ら
く
し

て
、
井
戸
先
生
も
同
じ
よ
う
に
向

山
先
生
と
林
先
生
と
塩
谷
先
生
の

ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て
い
た
。

井
戸
先
生
か
ら
出
た
言
葉
は
こ

う
だ
。「
一
〇
〇
万
円
で
売
ろ
う
」。

さ
す
が
、
井
戸
先
生
。

向
山
先
生
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
の

差
か
。
私
は
修
行
が
足
り
な
い
。

ཪ࿩ਓੑঁؾϥΠλʔτʔΫϥΠϯ͚ͩͷཪ࿩

先生方から
向山先生へのリスペクト
目で読み、耳で聴くことで
大切なことを汲みとる。

【
今
月
の
向
山
先
生
】

上
段
の
写
真
は
、
二
〇
年
続
い

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
挨
拶
す
る
向
山
先
生
。

ଇे͔৚ΛऔΓ্͛ͨɻʮ਺े年間ɺϕετηϥーͩɻ਎ʹ෇͚ͯ΄͍͠ʯɻݪͷۀͰ΋तݴ月ͷҰࠓ˛
Ίͯʁɹ͝རӹٻઌੜͷखͷฏʹͻ͔ͦʹࣗ෼ͷखΛ߹ΘͤΔਓ͕͍Δͦ͏ͩɻԿΛࢁ޲  �
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酒井式　夕やけポスター（５年）

ɹɹɹτʔΫϥΠϯ女性教師

寺
ㆦ㇉

田
ㆠ

真
ま

紀
ㆌ

子
㆓େࡕ෎࿨ઘཱࢢ

ഢଠখֶߍ

子育てしながらだって学びたい。
一緒に楽しんで一石二鳥
できないことはきっぱり諦め、子連れでできる
ことをする。この時期しかできない貴重なことを。

一
人
の
時
間
が
欲
し
い
、
セ
ミ

ナ
ー
に
行
っ
て
学
び
た
い
！

Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
マ
マ
先
生
が
感
じ
る
こ

と
は
昔
か
ら
同
じ
。
私
も
そ
う
。

で
も
、
で
き
な
い
…
五
時
に
学
校

を
出
た
ら
保
育
園
に
下
の
子
、
学

童
に
上
の
子
を
迎
え
に
行
き
、
そ

の
ま
ま
怒
涛
の
家
事
を
こ
な
し
、

や
っ
と
寝
か
し
つ
け
た
ら
、
バ
タ

ン
キ
ュ
ー
の
毎
日
…
。

仕
方
が
な
い
、
今
は
そ
う
い
う

時
期
と
思
っ
て
わ
が
子
と
の
時
間

を
大
切
に
し
よ
う
。
分
か
っ
ち
ゃ

い
る
け
ど
、
…
…
学
び
た
い
。
も

ん
も
ん
と
し
た
日
々
が
し
ば
ら
く

続
い
た
。

そ
ん
な
時
、「
子
連
れ
で
一
緒

に
学
ん
だ
ら
い
い
」
と
サ
ー
ク
ル

の
先
生
に
言
わ
れ
て
ス
ッ
キ
リ
。

私
が
し
た
の
は
主
に
二
つ
。
ま
ず

は
「
土
曜
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」

（
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
。
東
京

池
上
会
館
で
二
〇
〇
名
の
先
生
方

と
向
山
先
生
の
前
で
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
て

以
来
、
な
ん

と
一
八
年
続

い
て
い
る
）。

こ
れ
だ
け
は

何
と
し
て
も

続
け
た
く
て
、

息
子
も
娘
も
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
時

か
ら
連
れ
て
行
っ
た
。
や
が
て
一

緒
に
百
人
一
首
を
す
る
よ
う
に
。

も
う
一
つ
が
酒
井
式
セ
ミ
ナ
ー
。

こ
れ
も
子
連
れ
で
参
加
で
き
る
か

ら
何
よ
り
だ
っ
た
。
遠
方
は
さ
す

が
に
行
け
な
い
が
、
大
阪
は
も
ち

ろ
ん
、
近
辺
の
和
歌
山
や
三
重
講

座
に
は
必
ず
申
し
込
ん
だ
。
三
重

に
は
一
泊
二
日
で
家
族
旅
行
と
セ

ミ
ナ
ー
を
兼
ね
て
い
く
よ
う
に
し

た
。
息
子
も
娘
も
五
歳
で
酒
井
式

セ
ミ
ナ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
し
、
酒
井

先
生
に
も
事
務
局
の
先
生
方
に
も

ず
い
ぶ
ん
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ

い
た
。

ク
ラ
ス
で
実
践
す
る
酒
井
式
シ

ナ
リ
オ
は
、
ま
ず
家
で
わ
が
子
と

一
緒
に
描
い
て
み
た
。
そ
こ
で
つ

ま
ず
く
と
こ
ろ
は
ク
ラ
ス
の
子
も

き
っ
と
つ
ま
ず
く
だ
ろ
う
。
で
は
、

別
の
方
法
で
や
っ
て
み
よ
う
等
と

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
酒
井
式

の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
学
習
会
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
も
ま
ず
娘
相
手

に
リ
ハ
ー
サ
ル
。

息
子
が
中
学
に
な
り
〝
子
連

れ
〞
は
卒
業
と
な
っ
た
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
寂
し
い
。
今
振
り
返
る
と
、

「
子
連
れ
」
の
時
間
は
、
忙
し
く

て
超
大
変
だ
っ
た
の
だ
が
、
な
ん

と
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
の
か
と
思

う
。
マ
マ
先
生
、
子
連
れ
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
時
間
を
楽
し
も
う
。

（２年生）
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あ
る
日
の
百
人
一
首
教
室

̍「
う
れ
し
い
」

い
つ
も
あ
ま
り
感
情
を
出
さ
な
い

,
く
ん
が
に
こ
に
こ
し
て
言
っ
た
。

優
勝
カ
ッ
プ
を
箱
か
ら
出
し
て
見
せ

な
が
ら
、
お
父
さ
ん
は
「
や
っ
と
優

勝
で
き
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。

こ
の
大
会
は
近
畿
で
も
強
豪
が
集

う
大
会
だ
。
県
大
会
で
毎
回
上
位
に

入
る
,
く
ん
が
、
こ
れ
ま
で
一
〇
回

以
上
出
場
し
た
が
、
そ
の
大
会
で
は

優
勝
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

し
か
し
、
今
回
は
参
加
人
数
が
少
な

く
、
強
豪
の
児
童
が
欠
席
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
優
勝
で
き
た
と
い
う
。

あ
き
ら
め
ず
、
淡
々
と
続
け
る
こ

と
で
運
が
め
ぐ
っ
て
く
る
こ
と
を
感

「
五
色
百
人
一
首
」
と
の
出
会
い

�初
め
て
,
く
ん
が
百
人
一
首
に
触

れ
た
の
は
五
歳
の
と
き
、
姉
二
人
の

影
響
だ
っ
た
と
い
う
。

,
く
ん
の
お
父
さ
ん
の
話
に
よ
る

と
、
一
番
上
の
姉
が
小
学
校
二
年
生

の
時
、
担
任
が
「
五
色
百
人
一
首
」

を
ク
ラ
ス
で
行
っ
た
。
そ
し
て
兵
庫

県
大
会
に
出
た
。
そ
の
姉
の
縁
で
Ｋ

く
ん
も
始
め
た
そ
う
だ
。
そ
れ
以
来

一
〇
年
以
上
の
付
き
合
い
だ
が
、
一

度
も
子
供
の
担
任
で
「
五
色
百
人
一

首
」
を
す
る
先
生
と
は
出
会
わ
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
姉
の
た
っ
た
一
度

の
出
会
い
で
二
番
目
の
妹
、
そ
し
て

,
く
ん
ま
で
も
縁
が
続
い
て
い
る
。

県
大
会
や
地
域
の
教
室
の
存
在
が

少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
大
会

や
教
室
を
続
け
る
私
た
ち
に
も
励
み

に
な
る
。

八
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
る
「
五

色
百
人
一
首
プ
レ
全
国
大
会
」
で
も
、

一
人
一
人
の
子
供
に
出
会
い
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
だ
ろ
う
。
新
た
に
ど

の
よ
う
な
ご
縁
が
生
ま
れ
る
か
楽
し

み
だ
。

じ
た
。

近
畿
地
方
に
は
チ
ー
ム
を
作
り
、

毎
週
の
よ
う
に
練
習
を
し
て
い
る
教

室
が
あ
る
。
し
か
し
、
,
く
ん
は
特

に
チ
ー
ム
に
は
所
属
す
る
こ
と
な
く
、

毎
日
家
で
お
父
さ
ん
と
練
習
し
て
い

た
。
今
回
の
結
果
は
と
て
も
嬉
し
い

も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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五
歳
か
ら
始
め
た
「
五
色
百
人
一
首
」

優
勝
し
た
の
は
五
年
生

一
人
の
担
任
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、一
〇
年
以
上
続
く
「
五
色
百
人
一
首
」

と
の
ご
縁
。

みߔ
ぞ

୺は
た

くٱ

きً

こࢠ

兵
庫
県
加
古
川
市
立
平
岡
小
学
校
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岐阜県岐南町立西小学校 堂
ㆩㆄ

前
まㆆ

貴
ㆌ

美
ㆿ

子
㆓

5044͔͢Έ૲

岐阜県岐南町立西小学校　堂
ㆩㆄ

前
まㆆ

貴
ㆌ

美
ㆿ

子
㆓
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◆
初
任
の
時
に
、
学
級
が
全
然
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、

貴
美
子
先
生
に
言
わ
れ
た
、

「
毎
日
学
校
に
行
っ
て
い
る
だ
け
で

花
丸
な
ん
だ
よ
！
」

と
い
う
言
葉
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
言
葉
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
例
会
に
参
加
す
る
先
生
の
声

で
あ
る
。

T
O
S
S
か
す
み
草
は
、
愛
知
県
の

女
性
教
師
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ク
ル
で

あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
結
成
し
、
月
一

回
、
土
日
の
午
前
に
名
古
屋
市
の
公
民

館
で
例
会
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
に
は
、
子
育
て

中
の
方
や
一
時
間
か
け
て
参
加
す
る
方

も
い
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
休
み
に
は
、

出
張
例
会
と
い
う
形
で
、
サ
ー
ク
ル
員

の
住
ん
で
い
る
地
域
で
例
会
を
行
っ
て

い
る
。

例
会
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

模
擬
授
業

②

お
悩
み
相
談

③

お
す
す
め
書
籍
情
報
交
換

④

教
育
書
の
読
み
合
わ
せ

例
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
学
級
の

様
子
が
良
い
方
向
に
変
わ
っ
た
先
生
が

存
在
す
る
。

そ
の
先
生
の
体
験
談
を
載
せ
る
。

　
　
　
　

＊

＊

＊

人
に
意
地
悪
な
こ
と
を
す
る
児
童
を

受
け
も
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば

良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
言
わ
れ
た
言

葉
は
、

「
昨
日
よ
り
も
良
く
な
い
行
動
が
少
し

で
も
減
っ
て
い
た
ら
、
褒
め
る
と
い
い

よ
」

で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
昨
日
と
比
べ
て

良
く
な
い
行
動
が
減
っ
た
際
に
は
、
褒

め
た
。
一
学
期
は
、
意
地
悪
な
こ
と
を

し
て
指
導
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

二
学
期
に
は
、
意
地
悪
な
行
動
が
減
っ

た
。三

学
期
に
は
、
係
や
当
番
の
子
が

や
っ
て
い
な
い
際
に
は
、
率
先
し
て
手

伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

＊

＊

＊

疲
れ
た
と
き
に
こ
そ
、
サ
ー
ク
ル
に

行
く
。

参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
う
思
え
る

サ
ー
ク
ル
を
目
指
す
。

��
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向
山
日
記

五
月
二
日
㈪

六
本
木「
瀬
里
奈
」

で
昼
食
。

五
月
六
日
㈮

恵
理
子
、
夜
中
に

帰
京
。

五
月
八
日
㈰

テ
レ
ビ
で
将
棋
を

見
る
。

五
月
十
一
日
㈬

一
一
時
、
光
村

教
育
図
書
社
長
、
研
究
所
へ
。

五
月
十
二
日
㈭

夕
方
か
ら
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
中
央
事
務
局
会
議
。

全
国
か
ら
六
〇
名
参
加
。
懇
親

会
は
「
木
曽
路
」。
行
雄
も
参
加
。

五
月
十
三
日
㈮

昼
は
、
雨
宮
先

生
た
ち
と
二
子
玉
川「
九
つ
井
」。

五
月
十
四
日
㈯

午
前
中
は
、
理

学
療
法
士
さ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
。

午
後
は
、
向
山
一
門
総
会
に
出

席
。
懇
親
会
は
木
曽
路
。
全
国

か
ら
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

二
〇
〇
名
参
加
。

五
月
十
七
日
㈫

夕
方
か
ら
、
正

進
社
の
小
林
会
長
就
任
と
金
井

社
長
就
任
の
お
祝
い
の
会
。
場

所
は
芝
「
と
う
ふ
屋
う
か
い
」。

五
月
十
八
日
㈬

夕
方
か
ら
、
青

年
事
務
局
会
議
に
参
加
。

五
月
二
一
日
㈯

午
前
中
は
、
理

学
療
法
士
さ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
。

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
が
上
手
に
ブ

リ
ッ
ジ
、
側
転
。
じ
じ
ば
か
だ

が
、
賞
状
を
書
い
た
。

五
月
二
二
日
㈰

本
屋
で
八
冊
。

孫
の
あ
お
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
。
か

わ
い
い
。

五
月
二
四
日
㈫

夕
方
か
ら
、
向

山
塾
ワ
イ
ワ
イ
に
参
加
。
楽
し

か
っ
た
。「
木
曽
路
」
に
て
。

五
月
二
五
日
㈬

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
、
今
月
の
一
言
撮
影
。
そ

の
後
品
川
へ
。

五
月
二
八
日
㈯
『
学
習
用
語
ま

と
め
く
ん
』
の
出
版
完
成
祝
い
。

小
森
先
生
、
勇
先
生
、
師
尾
先

生
、
板
倉
先
生
た
ち
と
「
木
曽

路
」
で
祝
宴
。

五
月
三
一
日
㈫

午
前
中
は
、
理

学
療
法
士
さ
ん
と
リ
ハ
ビ
リ
。

久
し
ぶ
り
に
研
究
所
に
。
勇
先

生
の
実
践
集
が
届
い
て
い
た
。

す
ご
い
、
立
派
だ
。

谷
日
記

五
月
二
日
㈪

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム

会
議
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
。

五
月
九
日
㈪

五
色
百
人
一
首
理

事
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

五
月
十
日
㈫

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
非
同
期

型
研
修
シ
ス
テ
ム
会
議
。
前
回

に
比
べ
て
進
展
し
て
い
る
チ
ー

ム
の
夏
開
講
を
目
指
す
。
終
了

後
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の5m

in

ア
ン
サ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
収
録
。

五
月
十
一
日
㈬

サ
ー
ク
ル
和
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
。
海
外
旅
行
用
の

ケ
ー
ス
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
材

を
詰
め
込
ん
で
電
車
で
運
搬
。

こ
れ
を
一
年
以
上
続
け
た
経
験

則
が
生
き
る
。

五
月
十
二
日
㈭

中
央
事
務
局
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
。
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
そ
の
他
が
進
行
中
。

洋
一
先
生
、
行
雄
先
生
か
ら
直

接
ご
指
導
い
た
だ
け
る
貴
重
な

機
会
で
も
あ
る
。

五
月
十
三
日
㈮

執
行
部
三
人
会
。

百
合
ヶ
丘
の
お
店
で
。

向山・谷日記
2022年5月

五
月
十
四
日
㈯

向
山
一
門
総
会
。

小
嶋
代
表
の
進
行
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
全
国
を
結
ぶ
。
向
山

洋
一
教
育
賞
等
の
重
要
案
件
が

公
開
さ
れ
た
。
木
曽
路
で
懇
親

会
。
旗
の
台
へ
の
一
門
参
集
は

本
当
に
久
々
だ
。

五
月
十
六
日
㈪

谷
企
画
チ
ー
ム
。

柿
生
に
て
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

英
語
で
進
行
す
る
。

五
月
十
七
日
㈫

正
進
社
の
金
井

社
長
就
任
祝
。「
と
う
ふ
屋
う

か
い
」
に
て
。
教
材
の
デ
ジ
タ

ル
シ
フ
ト

※
等
を
活
発
に
議
論
。

五
月
二
十
日
㈮

執
行
部
会
議
を

東
京
丸
ビ
ル
「
寿
司
幸
」
に
て
。

五
月
二
二
日
㈰

浅
草
に
て
正
進

社
教
材
開
発
会
議
。
そ
の
後
、

向
山
行
雄
先
生
、
堀
田
龍
也
先

生
、
佐
藤
和
紀
先
生
、
谷
、
長

谷
川
で
情
報
交
換
会
。
安
全
保

障
の
話
等
、
多
く
の
示
唆
を
い

た
だ
い
た
。

五
月
二
七
日
㈮

長
崎
の
若
手
と

一
献
。
有
意
義
な
時
間
。

※
デ
ジ
タ
ル
に
移
行
す
る
取
組
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

４

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ージ）

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３
（動画） （動画）

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

お薦めの特別支援教育教材
授業の準備が決められた時間までに

できない子への対応

編
集
後
記

▼
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
ク
ラ
イ
シ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
、

そ
の
す
べ
て
が
不
十
分
な
の
が
普
通
一
般
の

学
校
現
場
で
し
ょ
う
。
朝
、
管
理
職
が
二
人

と
も
職
員
室
に
い
な
い
。
も
う
こ
れ
だ
け
で

ア
ウ
ト
で
す
。
決
裁
者
が
不
在
で
あ
れ
ば
、

一
分
一
秒
を
争
う
事
態
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

本
特
集
も
七
月
の
セ
ミ
ナ
ー
も
重
要
な
問
題

提
起
と
な
る
は
ず
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
向
山
氏
は
、
学
年
会
の
場
で
研
究
の
話
合

い
を
し
、
地
域
の
若
手
と
毎
週
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
向
山
氏
の
姿
勢
か

ら
、
教
師
力
や
授
業
力
を
高
め
る
学
年
会
か

ら
サ
ー
ク
ル
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
ヒ
ン

ト
を
得
ま
し
た
。
足
元
の
実
践
を
大
切
に
し
、

サ
ー
ク
ル
の
在
り
方
を
再
度
問
い
直
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。（
松
島
）

▼
危
機
管
理
は
全
て
の
教
師
に
と
っ
て
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
向
山
行
雄
氏
が
書
か
れ
て

い
る
運
動
会
の
つ
む
じ
風
発
生
。
私
も
数
年

前
、
運
動
会
で
直
面
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
わ
や
吹
き
飛
び
そ
う
に
な
る
児
童
テ
ン
ト

に
肝
を
冷
や
し
ま
し
た
。
向
山
氏
の
論
稿
に

あ
る
「
ま
さ
か
よ
り
も
し
か
」
の
視
点
を
持

ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
塩
谷
）
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『学習者端末 活用事例付　
社会科教科書のわかる教え方』

『学習者端末 活用事例付　
理科教科書のわかる教え方』

以下も今秋刊行予定で企画進行中です。

〒162-0833  
東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F

TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社

谷和樹･長谷川博之（監修）
田丸義明･水本和希（編）

 『学習者端末 活用事例付　
国語教科書の
わかる教え方 1･2年』
A5判並製160頁／本体予価2,400円＋税

石井英真（監修 ）
樋口万太郎 （著）

 『学習者端末 活用事例付　
算数教科書の
わかる教え方 1･2年』
A５判並製144ページ／本体2,300円＋税

谷和樹･長谷川博之（監修）
田丸義明･水本和希（編）

 『学習者端末 活用事例付　
国語教科書の
わかる教え方 3･4年』
A5判並製160頁／本体予価2,400円＋税

石井英真（監修 ）
樋口万太郎 （著）

 『学習者端末 活用事例付　
算数教科書の
わかる教え方 3･4年』
A5判並製168ページ／本体2,500円＋税

谷和樹･長谷川博之（監修）
田丸義明･水本和希（編）

 『学習者端末 活用事例付　
国語教科書の
わかる教え方 5･6年』
A5判並製140頁／本体予価2,400円＋税

石井英真（監修 ）
樋口万太郎 （著）

 『学習者端末 活用事例付　
算数教科書の
わかる教え方 5･6年』
A５判並製128ページ／本体2,100円＋税

88月月新刊のご案内内

『教室ツーウェイ
NEXT 18号』

7月21日発売！！

A5判並製172頁／本体1,600円＋税

上記新刊につきましては「TOSSサマーセミナー2022」にてTOSSの先生方限定の特別割引販売を行なわせていただきます。
詳しくは、本誌に同封の弊社チラシをご覧いただけますようお願い申し上げます。





　授業中、「もっと細い筆を使って描きたいです」
「こんな色の絵の具を使いたいです」という声が上
がる。これは「もっと上手に絵を描きたい」という
子供たちの熱意の表れである。私は子供たちの求め
に応じて、即座に必要な画材を与える。そのために、
常に豊富な画材（絵筆、絵の具、クレヨン、ポスカ
など）を用意している。教室に物を十分に準備して
おくことは、教師の大切な仕事である。

福井県若狭町立三方小学校 森
もり

本
もと

和
かず

馬
ま

教室の
風景

←「酒井式」の本を
学級文庫として置い
ている。「お花のお
皿」で絵を描くこと
への関心が高まった
子供たちは、興味
津々な様子で本を手
に取り、ページをめ
くっていた。「読ん
でいるだけで絵が上
手になりそう！」
「先生、次はこれを
描きたいです」と話
していた。

絵の具や絵筆など、教室にたくさんの「物」を用
意する。必要な物を貸し出すことで、子供たちは
集中を切らすことなく描き続けることができる。

↑学級が始まって初めての酒井式の授業だった。
子供たちはどんどん絵に集中していった。しば
らくすると「もう少し細い筆を使いたいです」
「紫色を使いたいのですが、持っていないので
す」との声が上がり始めた。こんな時、私はす
ぐに必要な物を貸し出す。子供たちはその後も
集中を切らすことなく描き続けた。

↓→子供たちに貸し出すために、教
室にはたくさんの絵筆や絵の具、ク
レヨンや自由に使ってよい綿棒など
を用意している。

←酒井式「お花のお皿」を実
践した。３時間の授業で、１
人３～４枚の作品を仕上げる
ことができた。全作品を教室
背面に掲示すると、教室がパ
アッと明るくなった。

◆TOSS教材 お得情報！ 2022年7月15日〜 2022年8月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。

学力回復＆向上の指導スキル10か条

算数少人数教室
実践者必携ハンドブック

学芸みらい社

●トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いただ
いた方から抽選で５名様に、「算数少人数教室実践者必携ハン
ドブック」（板倉弘幸サイン入り）をプレゼントいたします‼

応募期間：
2022年7月15日（金）～8月14日（日）
応募フォーム：
https://forms.gle/VogfoqD88SZ61A3A8

全ての子供たちに学力の保障を！

サマーセミナー &
２学期教材キャンペーン

教育技術
研究所

キャンペーン期間：
2022年8月5日（金）～8月28日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

●夏休み中の教師力アップにおすすめの書籍のほか、２学期
からのお役立ち教材を特別価格・特典付きで販売します！

〈対象教材〉
・サマーセミナー販売教材
　（お宝教材も！）
・かけ算九九の助
・とびなわキング
・鉄棒くるりんベルト
・TOSS教育書籍　など
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特
集
・
学
校
の
危
機
管
理
を
再
考
せ
よ

すべての子供の学力を保障する

教育 8
2022

No.548
August

教育技術研究所

特集 学校の危機管理を
再考せよ

令和4年7月15日発行（毎月1回15日発行）第548号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

さわやかな青空！
危機管理はしっかりと‼
さわやかな青空！
危機管理はしっかりと‼

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術

中学校の授業実践
数学 「『力が付いた』と子供が実感」
理科 「モデルで学ぶ『心臓のつくり』」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

カラーで登場！
発想を引き出す工作指導
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学1年　国語　「楽しい活動を組み合わせて1年生の語彙を増やす」手塚美和
小学2年　国語　「『質問の型』と『質問したいこと』を組み合わせる」井戸砂織
小学3年　算数　「向山型算数で『学び方』を学ばせる」　　　　　  小嶋悠紀
小学4年　国語　「『ぼくは川』の語りの意図を明らかにする」　　  長谷川博之
小学5年　国語　「『からたちの花』（北原白秋）を1時間で授業する」椿原正和
小学6年　国語　「夏休み明けすぐの授業におすすめ」　　　　　 谷和樹

小学1年　国語　「楽しい活動を組み合わせて1年生の語彙を増やす」手塚美和
小学2年　国語　「『質問の型』と『質問したいこと』を組み合わせる」井戸砂織
小学3年　算数　「向山型算数で『学び方』を学ばせる」　　　　　  小嶋悠紀
小学4年　国語　「『ぼくは川』の語りの意図を明らかにする」　　  長谷川博之
小学5年　国語　「『からたちの花』（北原白秋）を1時間で授業する」椿原正和
小学6年　国語　「夏休み明けすぐの授業におすすめ」　　　　　 谷和樹
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